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PART1 地球人に仕掛けられた罠と「紫ピ

ラミッド」 

 

2018 年の 7 月になると、私達は創造主と

大天使達の協力を得て「6 大天使の光のピラ

ミッド」のアチューメントを完成させました。 

このアチューメントは「宇宙に闇をもたらす

創造主」達が地球人の意識進化を妨害するた

めに、地球人の過去世を操作して、地球人に

ネガティブな感情を植え込んでいたことが

判明しましたので、その不要な過去世と感情

を地球人から分離するためのアチューメン

トです。 

 

地球人は、地球人の創生時代に入り込んだ

「宇宙に闇をもたらす創造主」達によって、

いままでコントロールを受け、彼らの思うま

まにコントロールされて生きてきました。 

地球人は、ある時期、天の川銀河の優秀なス

ターピープル達の遺伝子を組みあわせて生

み出されました。 

 

もともと地球生まれの種族達もいたのです

が、創造主は、この地球から天の川銀河を代

表するようなスターピープルを生み出すた

めに、あえて地球の原始的な種族にスターピ

ープル達の遺伝子を組み合わせてハイブリ

ッドの種族を作ろうとしたのです。 

 

その目的は、地球から優秀なスターピープル

を生み出して、天の川銀河のスターピープル

第１章 地球人に仕掛けら

れた罠と「紫ピラミッド」 
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達を進化させる事、そして天の川銀河自体を

成長させることでした。 

しかしながら、その事を良く思わない「宇宙

に闇をもたらす創造主」は、新しく生み出さ

れた地球人が進化しないように様々な仕掛

けを作ったのです。 

そして、地球人が精神的な進化や意識の覚醒

を起こす事を妨げ、創造主やスターピープル

達との繋がりを絶とうとしたのです。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」は、地球人の

意識をコントロールする装置を作り、すべて

の地球人にその装置の支配を受けるための

コードを埋め込みました。 

このコードは「地球人の進化を妨げるコード」

として、地球人の意識レベルやスピリチュア

ルなレベルに埋め込まれていましたので、私

達は長い間、そのコードを外すための努力を

行っていました。 

 

私達は、そのコードを外すために、その人の

過去世を癒したり、様々な意識進化のための

セッションを行っていましたが、その人の恐

れや不安が出てきてうまく外すことができ

ませんでした。 

 

私達は、「デバインライトヒーリング」や「ネ

ガティブコードの除去」など、様々な方法を

大天使や創造主から与えられ、多くの人にそ

の方法を試みたのですが、最終的にそのコー

ドを外す事ができたのは、ほんの数名の人達

だけでした。 

 

しかし、ここにきて「地球人の進化を妨げる

コード」を外すことができなかった原因も

「宇宙に闇をもたらす創造主」が作った仕掛

けにあることがわかりました。 
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「宇宙に闇をもたらす創造主」は、地球人が

意識進化をしようとする時や自分のスピリ

ットの働きに目覚めようとする時、あるいは

「意識進化を妨げるコード」を外そうとする

時に、そのことを妨害するための仕掛けを作

っておいたのです。 

 

それは、その人が目覚めようとする時や意識

進化をしようとする時に、そのような事を行

ったためにひどい仕打ちを受けたというよ

うな過去世を作り、その時の恐怖や怒り、絶

望感、苦しみの感情を、その人の潜在意識に

埋め込むことでした。 

 

そして、人々が意識進化をしようとする時に、

その時の過去世の感情が表れてきて、意識成

長をすることに対して恐怖や苦痛を味あわ

せるようにしたのです。 

 

この仕掛けによって、人々は意識進化やスピ

リットの働きに目覚めようとする時、あるい

は高次の意識と繋がろうとする時に、過去世

で作られた感情に邪魔されて、目覚める事や

意識成長する事に恐怖を抱き、自分自身に対

しても否定的な感情を持つようになります。 

 

地球人は、感情によって動かされる種族です

ので、そのようなネガティブな感情が表れる

と、それを乗り越えることができず、意識の

成長を諦め、物理的な生活に目をそらしてし

まうのです。 

 

いままで地球人をアセンションさせるため

に、多くのスターピープル達が地球人の感情

を処理してきました。 

スターピープル達は、地球人から怒りや憎し

み、恐怖などの感情を取り除き、愛や喜びの
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感情を持ってもらうことで、地球人の意識を

高め、進化させようと試みてきました。 

 

しかし、スターピープル達が働きかければ働

きかけるほど、地球人のネガティブな感情が、

さらに強く発散されていきました。 

これも「宇宙に闇をもたらす創造主」が仕掛

けてきた罠によるものでした。 

 

私達は、「宇宙に闇をもたらす創造主」が地

球人に対して仕掛けた罠を、いくつも明らか

にする事が出来ましたが、その罠を１人１人

の地球人から解除することは、簡単な問題で

はありませんでした。 

 

創造主やスターピープル達の支援により、ダ

ークピープル達が地球人の意識をコントロ

ールするために使用していた装置を破壊し、

人々のスピリチュアル体の中に埋め込まれ

ているコードを無効化することはできたの

ですが、地球人達が目覚めようとするときに

発動してくる過去世とそこから生み出され

る感情の処理を行う必要が残されたのです。 

 

この過去世と感情の処理を行うために、創造

主と大天使達の協力により「6 大天使の光の

ピラミッド」というアチューメントが生み出

されました。 

 

このアチューメントにより、地球人の中に埋

め込まれた不要な過去世と感情を処理する

ことができるようになったのですが、光の世

界に向かう地球人の人数に比べると、私達が

お世話出来る人々の数はあまりにも少ない

ようです。 

 

しかしながら、このアチューメントを通して

少しでも多くの人が、自分の精神的成長を阻
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害する過去世と感情を解放出来たらよいと

思っています。 

 

スピリチュアル的に言えば、数 10 名の人に

このアチューメントを行う事が出来たら、こ

のアチューメントのエネルギーは地球上に

広がるので、私達が考えるよりもさらに多く

の人々の過去世と感情を処理する事ができ

ると、大天使達は言うのですが、どこまで地

球の人々を助ける事ができるのか、私達には

分かりません。 

 

「6 大天使の光のピラミッド」のアチューメ

ントを始めてから、地球の人々を支配しよう

とする「紫ピラミッド」のダークピープルと

私達の争いは、さらに激しいものになりまし

た。 

 

地球人はスピリチュアルな世界が見えませ

んので、自分達が現実世界で行っている事が、

スピリチュアルなレベルでどのようなこと

を引き起こしているのか理解していません。 

自分の欲望をかなえるために特別な能力や

パワーを身に着けたいと考えている人や他

人に依存することばかり行っている人達は、

ダークピープルの罠にかかり、その魂やスピ

リットを捕えられてしまうことが良くあり

ます。 

 

私達は、ダークピープル達によって「紫ピラ

ミッド」の中に閉じ込められている地球人の

スピリットの解放を行っているのですが、ス

ピリットの持ち主自身が、しっかりと「紫ピ

ラミッド」の中から出ていく、ということを

表明しない限り、その場所から解放されるこ

とはありません。 
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「6 大天使の光のピラミッド」を受けている

人達は、光が多い世界に行くことを望んでい

るので、全ての人達が「紫ピラミッド」から

救い出されて、自分の意思で生きていく事を

決断するだろうと私達は考えていましたが、

事実は異なりました。 

 

私達のセッションを受ける人でも、表向きは

闇の存在達とのつながりを絶ち、光の世界に

行きたいというのですが、本心では、特殊な

能力を与えてくれるダークピープル達に依

存したり、自分が行っているヒーリング等の

能力を高め、多くのクライアントさんを持ち

たいと考えている人達もいました。 

 

あるいは、私達のセッションを受けていれば、

自分が努力しなくても光の世界に連れて行

ってもらえると考えていた人達もいました。 

このような人達のスピリットの多くは、闇が

多い世界の中から出てくることはありませ

ん。 

 

しかしながら「6 大天使の光のピラミッド」

のアチューメントが進むにつれて、「紫ピラ

ミッド」の仕組みも分かってきました。 

人々のスピリットを捕えて、自分達の活動源

としていたダークピープル達も、その罪を問

われて、今までよりも低い世界へと分離され

ていく事になりました。 

 

特に、「紫ピラミッド」の主要メンバーは、

現在活動している場所からさらに低い光

30％台後半から光 40％台初めの世界に移

されることになりました。 

 

さらに、「紫ピラミッド」の内部を探索され

ることで、彼らは「宇宙に闇をもたらす創造
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主」達から与えられた力を奪われることにな

り、その能力も大きく低下してきました。 

とはいっても、「紫ピラミッド」のダークピ

ープル達は、地球のほとんどの権力者達と一

体化していますので、光 40％台の世界では

未だ圧倒的な支配力を誇っています。 

 

私達としては、光 51％以上の世界に行く人

から「紫ピラミッド」の影響を取り除き、ア

センションする世界に、「紫ピラミッド」の

影響力が及ばないようにしていかなければ

なりません。 

 

「紫ピラミッド」について簡単に説明しまし

ょう。 

それは、古代の地球において「宇宙に闇をも

たらす創造主」や「闇の創造主」によって作

り出されたダークピープル達が、地球の物理

的な世界で地球人を支配し、文明を発展させ

るために作られた闇の組織です。 

地球の政治や経済、宗教組織に至るまで、こ

の「紫ピラミッド」に属する人達とダークピ

ープルによって統治されています。 

 

彼らは、利益や支配を目的として活動してい

ますので、地球人を自分達に服従するように

教育を行い、自分達の組織の目的に沿って働

かせています。 

この組織は物理世界に近い場所にあり、ピラ

ミッドの形を象徴として使っていますが、本

来はとても大きないくつもの階層に分かれ

た世界のことを指しています。 

 

この世界は、物理的な地球の世界とスピリチ

ュアルな世界の両方にまたがっており、地球

人と一体化したダークピープル達が、主に活

動しています。 
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そして上位の者達は、「宇宙に闇をもたらす

創造主」や「闇の創造主」から特別な力を受

け取り、その力を使ってすべてのダークピー

プルと地球人を支配しています。 

 

 

 

PART2 ハイブリッドの地球人に行われ

た遺伝子操作 

 

私達が「6 大天使の光のピラミッド」のアチ

ューメントを行うようになって、隠されてい

たいくつもの秘密が明らかになってきまし

た。 

それはスターピープルに進化するための地

球人が生み出された時代の話しです。 

 

私達は、今までレムリアやアトランティスの

古代文明よりも前の時代にさかのぼること

はできなかったのですが、「6 大天使の光の

ピラミッド」のアチューメントを始めると、

その人の過去世が、叡智ある地球人が生み出

された時代にまで戻り、地球人創世の秘密が

明かされるようになりました。 

 

これは、おそらく「第 23 評議会の創造主」

が、地球人を創生したときに「宇宙に闇をも

たらす創造主」が、地球人に対して何をして

きたのかを、調べるために行ったようです。 

 

ある方のセッションの時に出てきた過去の

時代では、もともと地球に生まれていた種族

と地球人にいくつものスターピープル達の

遺伝子を組み込んで作り出されたハイブリ

ットの地球人がいました。 

 

現在の地球人は、天の川銀河の優秀なスター

ピープルの遺伝子を組みあわせて作られた
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ハイブリッドの地球人の子孫であると聞い

ています。 

 

地球人に遺伝子を提供したスターピープル

は、現在も地球人の教育に当たっているスタ

ーピープル達の種族です。 

具体的に言うとアンドロメダ座、シリウス星

系、プレアディス星団、アルクツールス星系、

オリオン座、そしてナソールの種族達の遺伝

子が組み込まれて新しい地球人が生み出さ

れたのです。 

 

ハイブリッドの地球人が生み出された理由

は、天の川銀河のスターピープル達をさらに

進化させるために統合の種族を作り出す事

でした。 

 

しかし「宇宙に闇をもたらす創造主」や彼ら

から生み出された「闇の創造主」達は、地球

人を進化させ統合の種族を作ることには反

対でした。 

いつまでも地球人を進化せずに支配するこ

とを望んでいたからです。 

 

その為に、新しく生み出された地球人の遺伝

子の中にダークピープル達の遺伝子を組み

込みました。 

本来地球人は、愛と平和を好む種族だったの

ですが、ダークピープルの遺伝子を組み込ま

れることで、乱暴で残虐な性格の人間達が少

しずつ生み出されてきました。 

 

勿論ダークピープルの遺伝子を抑え、理性的

で優しい性格を持った地球人もいましたが、

少しずつダークピープルの遺伝子が活性化

した人間達が優位に立ち、新しく生み出され

た地球人は、とても乱暴で支配的な種族へと

移り変わってきました。 



 
 

12 

 

乱暴で支配的な傾向を持つ人々は、優しく理

性的で平和を愛する人達を捕え、虐待してい

きました。 

そうなると、もともと平和を愛していた人達

も、自分達の身を守るために、乱暴で支配的

な人々に服従するようになったのです。 

 

この変化に、多くのスターピープル達が驚き

ました。 

この天の川銀河で、最も優れたスターピープ

ル達の遺伝子を持った地球人達が、まさにダ

ークピープルさながらの性格になり、同じ地

球人達を虐待していったのですから、それも

当然です。 

スターピープル達は、まさか新しく生み出さ

れた地球人にダークピープルの遺伝子が組

み込まれていたとは考えもしませんでした

ので、どのスターピープルの遺伝子が問題を

起こしたのかと、お互いを探り始めました。 

 

しかしその変化は、新しく生み出された地球

人だけにとどまりませんでした。 

その当時は、各星々のスターピープル達も、

地球上に肉体をもって生まれていましたの

で、物理世界でも地球人とスターピープル達

が結婚して、異種族間の子供達が生まれてく

ることがよくありました。 

 

その子供達も新しく生み出された地球人と

同じように乱暴で支配的な性格の人間に育

っていったのです。 

 

その様子をみたスターピープル達は、大きな

失望を抱きました。 

これは地球という環境のせいなのか、もとも

とベースとなった地球人にそのような遺伝
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子が備わっていたのかと考えるようになっ

てしまったのです。 

 

しかし、地球の状況はさらに悪くなってしま

いました。 

支配的で残虐な性格に変わってしまった地

球人達が、同じ地球人だけでなく、自分達を

生み出したスターピープル達まで迫害し始

めたのです。 

 

その当時、新しく生み出された地球人の数は

どんどん増えていきましたので、数少ないス

ターピープル達では抑えきれなくなり、スタ

ーピープル達のほうが、その生活の場を奪わ

れていきました。 

 

スターピープル達はその状況を重く考え、一

度地球の物理世界から、肉体をもっていたス

ターピープル達を撤退させることにしまし

た。 

そして、肉体を持たないスピリット体として

地球人の未来を見守ることにしたのです。 

 

しかし、スターピープル達の状況もさらに悪

化してきました。 

本来は善良で理性的なスターピープル達の

種族にも「闇の創造主」達は、ダークピープ

ルの遺伝子を入れ込んだのです。 

 

その為にスターピープルの中にも、エゴが目

覚め自己中心的な考え方をするスターピー

プル達が表れ始めました。 

彼らは、スターピープルの中の規範に従わず、

自分勝手な行動をとり始め、いつしかダーク

ピープル化していきました。 

ダークピープル化した者達は地球の物理世

界に残り、一部は人間と一体化して地球を支

配する権力構造を作っていったようです。 
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私達が地球のアセンションのために活動し

ている時も、このダークピープル達には本当

に悩まされました。 

今までの地球においては、スターピープル達

よりもダークピープル達の方が、地球の物理

次元や人間たちに密着しており、地球人をコ

ントロールして、地球のアセンションをこと

ごとく妨害してきたからです。 

 

時には、私や恵理さんも大打撃を受け、生命

の危機を迎える時さえもありました。 

特に、今の地球の支配者構造を担っているオ

リオン星人やアルクツールス、闇のナソール

人達も、この時にダークピープルに変わって

いったようです。 

 

地球人は、遺伝子操作を受けてしまったため

に、この時代以降もアトランティスとレムリ

アの争い、そして古代エジプト時代のファラ

オ同士の争い、近くでは数度にわたる世界大

戦など、古代から今に至るまで常に権力争い

のための戦争を続けてきました。 

そしてその争いは宗教戦争や経済侵略など

にも姿を変えて、常に人類の歴史を闇の世界

へと導いていったのです。 

 

このことも、すべて「宇宙に闇をもたらす創

造主」達が、地球人が進化しないように企て

た計画です。 

本来、地球人を進化させてスターピープルを

生み出すためのアセンションを何度も失敗

させて、地球人を進化させないばかりか、新

たな地球人を生み出す計画に携わったスタ

ーピープル達の遺伝子を操作してダークピ

ープル達を生み出し、彼らにこの地球を支配

させたのです。 
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そしてその争いは地球だけでなく天の川銀

河全体にも広がっていきました。 

 

このことが明るみに出ると「第 23 評議会の

創造主」は、「宇宙に闇をもたらす創造主」

が行ったことは創造主としてあるまじき行

為だと判断して、地球人やスターピープル達

の遺伝子を適正な状態に戻すことを決定し

ました。 

 

しかし、地球人やダークピープルの中でも、

自分達が好んでそのような立場についてい

る人の遺伝子は修正のしようがないと伝え

てきました。 

あくまでも、自分の意志で本来の地球人やス

ターピープルに戻りたいと考えている人は、

遺伝子の操作を受けなかった状態に戻して

くれることになっています。 

 

 

 

PART3 捕らわれた古代種族の解放 

 

私達がチベット在住の方の「6 大天使の光の

ピラミッド」のアチューメントをおこなって

いる時、とてもユニークな種族達のスピリッ

トが出てきました。 

 

この種族は、ハイブリッドの地球人が生み出

された時に、彼らのお世話をする為に生み出

された種族のようですが、その種族のほとん

どのスピリットが「紫ピラミッド」のダーク

ピープルによって捕えられているようです。 

 

彼らのスピリットは「紫ピラミッド」の奥深

い場所に隠されていました。 
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私達は、光 40％台のスターピープル達にも

手伝ってもらい、その場所を探索して彼らの

スピリット達を探し出し解放していきます。 

 

私はこの種族の事について「第 23 評議会の

創造主」に尋ねました。 

「TAKESHI さん、この種族はこれから地球

に生まれるハイブリッドの地球人を支える

ために新たに作られた種族です。 

地球人の遺伝子を中心に作られていますの

で、さほど進化しているわけではないのです

が、ハイブリッドの地球人に比べると、地球

の環境に対する適正力が高く肉体もしっか

りしています。 

 

やがてハイブリッドの地球人との間に子孫

が作られてきたとき、ハイブリッドの地球人

も地球環境に適応した種族となることが出

来ます。 

そしてこの種族は、とても愛情深くて地球の

意識とも深く繋がっている種族ですので、ハ

イブリッドの地球人を支えていく事となる

でしょう。」 

 

私は、そのような目的で生み出された種族達

のスピリットが捕えられていたことに関し

て尋ねます。 

「そのような目的で作られた種族であれば、

「宇宙に闇をもたらす創造主」や「闇の創造

主」達が放っておくわけがないと思います。 

彼らは、ハイブリッドの地球人が、地球環境

に適応して進化する事を妨げるために捕え

られたのでしょうか。 

そして、この種族は、自らのスピリットが捕

えられているために、自分達の目的を果たす

事なく、何度も転生を繰り返すうちに、ただ

の地球人になっていったという事でしょう

か。」 
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「第 23 評議会の創造主」はうなずきながら

答えます。 

「その通りです。 

私達も、突然この種族達がいなくなって、ど

うしたのだろうと探したのですが、物理世界

の奥深い場所に隠されたようで、見つける事

ができませんでした。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」によって隠さ

れたのであれば、それも仕方がない事です。」 

 

今回発見された種族は、スピリットの一部を

捕えられたまま何度も転生してきているの

で、もう通常の地球人と変わらない状態にな

っていますが、心の奥深くに、長い間捕えら

れていたことに対する怒りや憎しみが渦巻

いているようです。 

私達は大天使達にお願いして、感情のクリア

リングをしてもらうことにしました。 
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PART1 天の川銀河のスターピープルを

育ててきた種族 

 

現在、天の川銀河の種族は、同じ星の種族で

もスターピープルとダークピープルに分か

れてしまいました。 

そして星々に住む人々の進化と成長を見守

るスターピープルと人々の進化を妨害して

彼らを支配しようとするダークピープル達

の争いが、様々な星で長い間続いています。 

 

天の川銀河には、古来からいくつもの素晴ら

しいスターピープル達の種族が活躍してい

ました。 

その中でも、もっとも古い種族がリラの種族

だと言われています。 

 

リラの種族は、もともと天の川銀河の出身で

はなく、他の銀河から天の川銀河に移り住ん

できた種族でした。 

非常に素晴らしい叡智とスターピープルの

資質をもっていましたので、彼らによって天

の川銀河の多くの種族が影響を受け、優秀な

スターピープルとして育っていったのです。 

 

そしてリラの種族は、ある時、自分達が拠点

としていた星を科学技術の事故により失っ

てしまいました。 

リラの人々は、いくつかのグループに分かれ、

シリウスやおうし座のペテロギウス、アルク

ツールス、プレアディウスに移住することに

なりました。 

第 2 章 紫ピラミッドを作り

上げた種族 
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リラの人々は、移住先の星々でその星の人々

に同化し、一つになっていきましたので、リ

ラの純粋な種族は一部のグループを除き、い

なくなってしまいました。 

しかし、リラの人々がその星の人々に同化す

ることによって、その星のスターピープル達

は飛躍的な進化を行い、天の川銀河を代表す

るスターピープル達になっていたのです。 

 

そしてそのようなスターピープル達が地球

に集まり、天の川銀河のスターピープル達を

統合するような素晴らしいスターピープル

達を生み出すプロジェクトを始めたのです。 

 

しかし「宇宙に闇をもたらす創造主」達の妨

害により、その計画は、今まで成功する事が

ありませんでした。 

そして、今回の地球のアセンションを通して、

ようやく天の川銀河の統合の種族である「太

陽種族」が生み出される事となったのです。 

 

私達は、「6 大天使の光のピラミッド」のア

チューメントを通して、新しい地球人の創生

の秘密とそれを妨害した「宇宙に闇をもたら

す創造主」やダークピープル達が行ってきた

事を知ることになりましたが、「6 大天使の

光のピラミッド」のアチューメントを進める

中で、今まで秘密にされていた事柄をさらに

知ることになりました。 

 

これは S さんのアチューメントを行ってい

た時の事でした。 

新しい地球人を生み出してきたスターピー

プル達の受難について、いくつもの事柄が明

らかになってきたのですが、今回 S さんの

過去世の中であらわれてきたスターピープ
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ルは今まで会ったことがないスターピープ

ルです。 

エレナさん達も見たことがないスターピー

プル達で、もちろん第 1 評議会や第 2 評議

会にも属していないスターピープルです。 

 

私達は恵理さんのヴィジョンを通してこの

スターピープルと話しを始めました。 

「あなたは、今までにお会いしたことがない

スターピープルのようですが、あなたは天の

川銀河の星から来たスターピープルですか。」 

「いいえ、私達は天の川銀河の星に住む種族

ではありません。 

創造主達の依頼によって、各銀河や星団に所

属するスターピープル達を指導するために

存在しています。」 

どうやら、かなりレベルの高いスターピープ

ルのようです。 

 

「そのような、あなた方がどうしてこの地球

の過去にいたのですか。」 

「私達は、創造主に依頼されて、天の川銀河

のスターピープル達を進化させるために統

合の種族を作るプロジェクトの管理をする

ことになりました。 

このプロジェクトに関わるスターピープル

達を選び出し、彼らが共に協力して新しい地

球の種族を生み出すことができるように見

守ることが私達の仕事です。」 

 

私達は、新しい地球人を生み出すために活躍

してきたスターピープル達を数多く知って

いますが、そのプロジェクトの管理者がいた

ことを初めて知りました。 

 

「あなたは、かなり古い種族のようですが、

天の川銀河の最初のスターピープルと言わ
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れているリラの種族とは関係があるのです

か。」 

 

「リラの種族も、私達が生み出し育ててきた

種族です。 

リラの種族は、天の川銀河の多くのスターピ

ープルを生み出しました。 

それが私達の目的でもあったのですが、今度

はリラの種族により生み出されたスターピ

ープル達の遺伝子を用いて、さらに高次の種

族を生み出すために、この地球での活動を見

守り指導することにしたのです。」 

 

私はエレナさんにこの話しを聞いたことが

あるか、尋ねました。 

「TAKESHI さん、この種族の事は、地球の

歴史には載っていませんし私達も知りませ

ん。 

しかし、このスターピープルの話しは、一概

に嘘であるとは言えないと思います。 

いままで、本当の歴史から消されてしまった

歴史はいくらでもあります。 

特に今回のように、高次のスターピープル達

が関わった仕事は、秘密にされることも良く

あります。」 

 

エレナさんをはじめ多くのスターピープル

達が、ハイブリッドの地球人が生み出された

とき、何が起きたのか知りたいようです。 

 

私はリラの種族を生み出した種族に尋ねま

した。 

「あなた方ほどの高次の種族が、地球人の過

去世に出てくるとは不思議な事です。 

一体なにが起きたのですか。」 

 

彼女はためらいがちに話し始めました。 
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「私達は、本来ハイブリッドの地球人を生み

出す計画には直接かかわらない予定でした。 

あくまでも、天の川銀河のスターピープル達

が中心となって、物理世界においても新しい

地球人を生み育てる予定だったのです。 

 

しかし、ハイブリッドの地球人が生まれ育つ

予定が大幅に遅れてしまったばかりか、当初

予定していなかった性格が出てきてしまっ

たものですから、このままではこのプロジェ

クトが失敗すると思い、私達が直接関わるこ

とになったのです。 

その為に、私達は自分達の波動を落として地

球に肉体をもって活動することにしたので

す。」 

 

「皆さんは、地球に降りてきてどのような活

動を行われたのですか。」 

 

「私達はいくつかの方法で、ハイブリッドの

地球人に起こっている問題点を解決しよう

と思いました。 

ひとつのグループは、遺伝子の問題に取り組

みました。 

ひとつひとつの遺伝子は、とても優秀なので

すが組み合せることによって不具合が出た

のではないか、あるいは地球の基本種族の中

にこのような暴力性のある遺伝子が含まれ

ていたのではないか、もしくは地球の環境に

よって遺伝子が変質したのではないか。 

 

この取り組みは、いくつかの問題を発見した

のですが、最終的にハイブリッドの地球人の

遺伝子を完全に修正することはできません

でした。 

そしてもう一つのグループは、暴力性を発揮

したハイブリッドの地球人に対する教育を

行う事でした。 
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もちろん、暴力性を発揮する以前の子供達に

関しても、特定の場所に保護して暴力性を発

揮しないように教育することも行いました。」 

彼女は、昔を思い出して、大きなため息をつ

きました。 

 

「私は、子供達を教育する任務に就きました。 

本来はとても優しく愛に満ち溢れた子供達

に育つ予定だったのに、どうしてこのような

事が起きたのか不思議でたまりません。 

私達は、様々な方法で子供達が元の状態に戻

るように工夫したのですが、彼らの暴力性は

高まるばかりです。 

そして、彼らがこのまま成長すると地球は大

変なことになると、私達は危惧しましたが彼

らの暴走を止めることはできませんでした。 

 

彼らは、地球に降りたってハイブリッドの地

球人を生み出し教育する仕事をしていたス

ターピープル達に反抗し、彼らに対して暴力

をふるうようになりました。 

そして、彼らを迫害し、地球から撤退させて

しまったのです。」 

 

「そのことは、私達も最近知りました。 

非常に厳しい状況にあったと思いますが、そ

れは全て「宇宙に闇をもたらす創造主」と彼

の手下であるダークピープル達が仕組んだ

事だったと分かりました。 

あなた方のせいではなかったのです。」 

 

「そうだったのですか、やはり私達の力を越

えた存在が裏で操っていたのですね。 

しかしながら当時の私達は、そのようなこと

も知らず、自分達の力のなさを悔やんだもの

です。 
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私達は深い悲しみと罪の意識に捕らわれて

しまい、元のスターピープルに戻ることが出

来ず、この地球にとどまったままなのです。」 

 

「わかりました。 

皆さんのスピリットを助けることができる

ように創造主達にもお願いしてみましょう。」 

私は、この過去世に現れてきた種族の人達の

スピリットを救い出すよう創造主とスター

ピープル達にお願いしました。 

 

 

 

PART2 「紫ピラミッド」を作り上げた種

族 

 

前回の「6 大天使のアチューメント」で私達

は天の川銀河のスターピープル達を生み出

し育ててきた種族と出会いました。 

その種族は、地球に置いてハイブリッドの地

球人を生み出す仕事をしていたのですが、上

手くいかずとても大きな罪の意識をもって

いました。 

 

しかし、恵理さんは、そのセッションが終わ

ったあとに不思議そうな顔をして私に言い

ました。 

「あのスピリットの女性は何かを隠してい

るようです。 

あのスピリットのまわりがまるで白い壁で

覆われているように何も見えなかったから、

あの過去の記憶そのものが操られている可

能性もあります。」 

創造主にこのことに対して聞いてみたので

すが、何も答えません。 

創造主達も今調査をしているようです。 
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しかし、すぐにこの問題を解き明かすことが

出来ました。 

今度は別の方のセッションをおこなってい

るときに、前回と同じ種族の方が出てきまし

たが、状況がだいぶ異なっているようです。 

 

私達は、このスピリットの話しを聞くことに

しました。 

「私達は、「紫ピラミッド」のダークピープ

ル達に長い間捕えられていました。 

ようやく逃げ出してきたのですが、まだ仲間

達が捕えられているのです。」 

 

どうやら、この種族は大変優秀な種族なので、

「宇宙に闇をもたらす創造主」達が罠を仕掛

けて、この種族を捕まえていた可能性があり

ます。 

私達が、そのような話をしていた時に、一組

のスターピープル達が近づいてきました。 

 

姿は、この種族の人達にそっくりなので、き

っと同じ種族の人達が助けに来たのかもし

れません。 

私達は、そのスターピープルに事情を聴くこ

とにしました。 

 

「皆さんは、リラ族をはじめ天の川銀河のス

ターピープル達を生み出し育てた種族です

か。 

そして、地球のハイブリッド地球人を生み出

すことを指導した種族ですか。」 

スターピープルは恵理さんのヴィジョンの

中にしっかりと姿を現して答えました。 

 

「その通りです。 

私達の仲間達がこの地球に入り、ハイブリッ

ドの地球人を生み出す計画を指導していま

した。 
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しかし思わぬ事態が起きてしまい、私達は長

い間彼らを救出しようと努力を続けていた

のですが、彼らを救出することができません

でした。 

しかし今回、皆さんが「宇宙に闇をもたらす

創造主」達を、皆さんの宇宙から退けたこと

で、私達にも希望が出てきました。 

私達の事は、ミモーレ族とお呼びください。」 

 

ミモーレ族のリーダーは私達に丁寧にあい

さつをしました。 

「ミモーレ族のリーダーよ、私達こそ、ミモ

ーレ族の方々が天の川銀河のために貢献し

てくださったのに、かえって「宇宙に闇をも

たらす創造主」に捕らわれてしまい、大変な

迷惑をかけてしまいました。 

本当に申し訳ありません。」 

 

「いえ TAKESHI さん、問題はそれほど簡

単ではないのです。」 

私はミモーレ族の言葉に、戸惑いました。 

 

「TAKESHI さん、私達の調べでは「宇宙に

闇をもたらす創造主」は、私達の仲間を利用

するために様々な罠を仕掛けたようです。 

まず、我々の仲間達が、ハイブリッドの地球

人の成長が遅く暴力的になった事で、その原

因を調べるために直接地上に降りたのも、

「宇宙に闇をもたらす創造主」による罠だっ

たのです。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」達は、ミモー

レ族が肉体をもって地上に降りることがで

きる事を知っていて私達をおびき寄せたの

です。 

そして、ミモーレ族に意識コントロールを行

い、自分達の仲間に引き込んでいったのです。 
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ミモーレ族は、並外れた能力と知力をもって

いますので、他のスターピープル達では足元

にも及びません。 

そして、ミモーレ族の遺伝子に少しずつダー

クピープルの遺伝子を入れ込み、闇のミモー

レ族を作り上げてしまったのです。」 

 

私達は、あまりにも意外すぎる話に驚きまし

た。 

「それで、闇のミモーレ族は、この地球で何

をしたのですか。」 

 

「地球に降りたったスターピープル達の遺

伝子を操作してたくさんのダークピープル

を生み出し支配したのです。 

いつの時代でも、この地球の支配階級を裏で

操り、争いと支配を行っていました。 

「紫ピラミッド」の原型を作ったのも闇のミ

モーレ族ですし、現在も「紫ピラミッド」の

ダークピープル達を通して、皆さんの宇宙を

統治しています。 

 

「すると私達が何度かであったあの巨大ダ

ークピープルが、もしかしたら闇のミモーレ

族だったのですか。」 

 

「残念なことに、私達の仲間のなれの果て、

といっても良いでしょう。 

勿論、「宇宙に闇をもたらす創造主」達に利

用されることを嫌って逃げ出した者達もい

ましたが、闇のミモーレ族に捕えられて、「紫

ピラミッド」の中に閉じ込められてしまいま

した。 

先ほどのスピリットもそうです。 

私達は、仲間達を出来る限り救出するととも

に、闇に落ちたミモーレ族が行ってきた事を

修復したいと思います。」 
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私達は、このミモーレ族の言葉に大きな衝撃

をうけました。 

天の川銀河のスターピープル達を進化させ

統合の種族を作るために地球に遣ってきて

くれたミモーレ族の人達が、「宇宙に闇をも

たらす創造主」達によって利用され、ダーク

ピープルを生み出し進化させる働きをさせ

られていたとは驚きです。 

 

そして、地球の支配階級をつくり「紫ピラミ

ッド」を生み出したのも、彼らだったとは考

えもしませんでした。 

確かにこのような過去があったのであれば、

正しい歴史からその事実を抹消されても不

思議ではありません。 

 

しかし、天の川銀河のスターピープルを生み

出したミモーレ族が多くのダークピープル

達を生み出し、「宇宙に闇をもたらす創造主」

達が天の川銀河を支配する手伝いしていた

とは、あまりにも悲惨な話です。 

たとえどれほどすぐれたスターピープルで

も、闇の創造主達にはかなわないという事で

しょうか。 

 

私は「第 23 評議会の創造主」にこの事を尋

ねました。 

「創造主よ、このミモーレ族に関わる事はご

存じだったのですか。」 

 

「TAKESHI さん、確かにミモーレ族をこの

地球に派遣したのは、私達創造主です。 

天の川銀河の新たな種族を生み出す事で、ス

ターピープル達の進化をおこなおうとした

のですが、私達も予期せぬことばかりが起き

て、その修復が出来ないまま、このプロジェ

クトは中止になりました。 
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そしてその時中心的なメンバーとして、この

プロジェクトの監督を行っていたミモーレ

族の多くが行方不明になってしまったので

す。 

 

私達も、ミモーレ族を探そうと試みたのです

が、そのころから地球は闇が広がりその内部

までは見通すことが出来なくなってしまい

ました。 

これは、私達にとっても大きな過ちの一つで

す。 

この当時は、私もまだ若く、今ほどの力を持

っていませんでしたから「宇宙に闇をもたら

す創造主」達が、私達の宇宙に関わっていた

事を察知する事はできませんでした。」 

 

「ということは、「宇宙に闇をもたらす創造

主」達の処理が出来た今だからこそ、彼らが

行ってきた事を暴き出す事が出来たという

事ですか。」 

 

「その通りです。 

今迄の地球の歴史そのものも「宇宙に闇をも

たらす創造主」達によって作られたものです

が、私達が見ることが出来た地球の歴史とは

大きく異なっています。 

私達は今まで「宇宙に闇をもたらす創造主」

達によって別に作られた偽りの歴史を見せ

られていたのです。」 

 

エレナさんをはじめ第 1 評議会のスターピ

ープル達はため息をついています。 

ハイブリッドの地球人を育成する計画を

粉々に打ち砕いただけでなく、ダークピープ

ル達によって地球人を支配する基盤を作っ

たのも「宇宙に闇をもたらす創造主」達です

し、そのために自分達の親のような存在であ
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るミモーレ族が利用された事を知って悲し

まないスターピープル達はいないでしょう。 

 

しかし、そう悔やんでばかりもいられません。 

仲間を助けに来たミモーレ族と共に、「紫ピ

ラミッド」の中に入り、助けを求めている者

達を救出に行かなければなりません。 

私達は、レベルの高いスターピープル達に協

力してもらい、紫ピラミッドの中に入り、捕

らわれたミモーレ族を救出に行きました。 

 

そのあと助け出されたミモーレ族は、仲間と

共に自分達の世界に帰っていきましたが、も

うすでに私達の宇宙のダークピープルにな

り切っている者達は救いようがないようで

す。 

ミモーレ族のリーダーはしばらく地球に残

り、彼らの様子を見ながら、闇のミモーレ族

が行ったことの修復を私達と共に行うよう

です。 
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PART1 人々の魂に仕掛けられた罠 

 

私達が「6 大天使の光のピラミッド」のアチ

ューメントを初めて 2 週間ほどが過ぎまし

た。 

最初の 2 週間は、地球の古代、ハイブリッ

ドの地球人が生み出された頃の大変な歴史

を私達に見せてくれましたが、そのことが解

決すると、また新たな問題が浮かび上がって

きました。 

それは、アチューメントを受ける皆さんの魂

が捕えられている場所が明るみに出てきた

のです。 

 

最初は、アチューメントを受けてくださる人

のスピリットの統合を行うために奪われた

スピリットを探していたのですが、私達はと

ても暗く深い闇の中に導かれ、そこにたくさ

んのスピリットが捕えられている事に気付

きました。 

 

しかし、よく見るとそれはスピリットではな

く、もっと現実的な意識に近い「魂」達だっ

たのです。 

私には、スピリットと魂の見分け方が分かり

ませんが、恵理さんはすぐに見分けがついた

ようです。 

 

私達は、この場所に捕らわれている魂を助け

出し、その人のもとに連れ帰ったのですが、

不思議なことにその人の魂だけでなく他の

存在も一緒についてくるのです。 

PART3 人々の魂に仕掛け

られた罠 
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それはまるで憑依霊のようにその人の魂に

ぴったりと寄り添い、まるでその魂が自分の

物であるかのように主張するのです。 

この存在の影響で、大天使達の光がブロック

され、その人のもとに届きません。 

 

たとえば K さんの場合は、過去世で自分の

子供達だった存在です。 

K さんの家族は、流行病にかかり、家族が

次々と病に倒れていきました。 

子供達は病にたおれた K さんにすがって泣

いています。 

 

まだ、小さい子供ですので、親を失うことほ

ど辛いものはありません。 

共に亡くなった後も、自分の親を失いたくな

いという気持ちで K さんにとりついている

ようです。 

 

M さんの場合は過去世での母親です。 

愛する娘を心配するあまり、娘と他人との関

係を全て断ち切り、娘を自分だけの世界に閉

じ込めてしまったのです。 

過保護といえばそれまでですが、その思いが

今世の彼女の行動にも影響を与え、人と関係

を持つことがとても怖いと感じるようにな

りました。 

 

そしてこの母親の娘を独占したいという気

持ちは、天使たちのサポートさえも跳ね除け

ます。 

私達もこれはおかしいと思い良く調べると、

その母親的な存在は、彼女に執着するあまり

に彼女の魂に憑依する霊的存在となってい

たのです。 
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私達は、大天使アズラエルを呼び、娘に執着

する母親を死者の世界へ連れて行ってもら

いました。 

 

Y さんの場合は、愛する男性との仲を裂こう

とする恋敵の女性でした。 

Y さんの過去世で Y さんの結婚相手である

男性を好きになった女性が、Y さんの事を憎

み激しい憎悪の念を Y さんに向けているの

です。 

 

その女性は、そのあとも何回かの人生で Y

さんを憎み続けて彼女の幸福を邪魔しよう

としています。 

このままでは、大天使達が彼女をサポートす

ることもできません。 

私達は、この女性も大天使アズラエルに死者

の世界に連れて行ってもらいました。 

 

私達はこのような事が何回も続くと、これは

通常の状態ではないな、と思い始めました。 

単なる憑依霊にしては念の力が強く、大天使

達も手におえないという事はないからです。 

 

つまり、この場所に捕えられた人々が精神的

に目覚めないように、その人に対して強い感

情を持つ人をわざと憑依霊のようにくっつ

けて監視しているのではないかと思ったの

です。 

 

 

 

PART2 「紫ピラミッド」の魔道士達 

 

ちょうどその頃、「紫ピラミッド」のダーク

ピープルである魔道士たちが私達にサイキ

ックアタックをかけてきていました。 
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先日のミモーレ族をはじめ、光を持った人々

を「紫ピラミッド」から救出していくので怒

っているようです。 

 

彼らは光を持った人々のエネルギーを自分

達の活動源としていますので、その活動源を

奪われてしまうと力を失ってしまうのです。 

この魔道士たちは非常にサイキックな能力

が高く、私達の体に対しても直接痛みを与え

てきますし、私達のシェンロンにもダークド

ラゴンをけしかけて戦わせています。 

 

そして先日は、私達の中の良い友人が旅行に

行った時、魔女と関係する場所に導き、彼女

を通して闇のゲートを開いてきたのです。 

そのゲートは、とても闇が深く、ゲートに触

れた人のスピリットを闇の世界へと導く働

きをもっていました。 

 

私達のスピリットの一部も危うく闇の世界

に引きずり込まれそうになったのですが、ス

ターピープル達の力で助け出されました。 

 

私達は、今度はこのゲートを使ってその奥に

いる存在達を調べることにしました。 

光 50％と光 40％のスターピープルと大天

使達で連合チームを作り、ゲートの中に入っ

ていきます。 

すると「紫ピラミッド」に所属するサイキッ

クな力を持ったダークピープル達がたくさ

んいます。 

 

おそらくアルクツールス系のダークピープ

ルではないかと思われますが、魔道士や魔女

たちの格好をしています。 

そして今回のように様々な罠を仕掛けたり、

スピリチュアルやヒーリングの能力や特別
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な力が欲しいと思っている人達を自分達の

仲間に取り込んでいっているようです。 

 

私達が入っていくと彼らも驚いたようです

が、おそらく予測していたようで、激しい争

いが繰り広げられました。 

彼らのネガティブなエネルギーに満ちた魔

力をスターピープル達は愛の光で跳ね返し

ながら、ダークピープル達を捕まえていきま

す。 

 

私達は、たくさんいる魔道士の中でも、この

グループのリーダー的存在に目を付けまし

た。 

そのリーダーは「宇宙に闇をもたらす創造主」

の力をまだ持っていたからです。 

すぐに「第 23 評議会の創造主」がやってき

て、ダークピープルのリーダーから「宇宙に

闇をもたらす創造主」の力を抜き取りました。 

 

私達は、このダークピープルのリーダーをと

おして、他にこのグループを指導している者

がいないか探しました。 

すると、驚いたことに「宇宙に闇をもたらす

創造主」から生み出された創造主が姿を現し

ました。 

 

その姿をみると、「第 23 評議会の創造主」

は緊急事態の指令を創造主達に出しました。 

もうすでにいなくなったと思っていた「宇宙

に闇をもたらす創造主」から生み出された創

造主が残っていたとは大変な事態です。 

私達に隠れて、ダークピープル達を操り、ア

センションの妨害をしていた事は間違いな

いでしょう。 

 

「第 23 評議会の創造主」は、すぐにこの創

造主を捕まえて調べました。 
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「TAKESHI さん、この創造主は、一度光に

帰った創造主なのですが、先ほどのダークピ

ープルが、時代を遡って、今の時代に連れて

きたようです。 

おそらく、この魔道士軍団に力を与えていた

のは、この創造主でしょう。 

調べたところ、ダークピープルが連れてきた

のは、この創造主一人のようですが、私達は

もう少し詳しく調べたいと思います。」 

そう言って「第 23 評議会の創造主」は姿を

消していきました。 

 

しかし、彼らもなかなか妨害の手をゆるめま

せん。 

「紫ピラミッド」のダークピープルが創造主

に隠れて行ってきた事が、「宇宙に闇をもた

らす創造主」がいなくなったことでどんどん

明るみに出ています。 

この魔道士達は、「紫ピラミッド」の中でも

特殊な力を持ったグループですので、まだま

だ隠していることが多いようです。 

 

そしてそれが、創造主達にばれないように、

私達にすさまじい攻撃を仕掛けてきている

のですが、彼らを裏で支えていた創造主が捕

まったので、彼らの反撃も少なくなる事でし

ょう。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」から作られた

創造主が光に返されたことで、人々の魂を捕

えている場所にも変化が表れてきました。 

K さんのアチューメントを行っていた時に、

まるで年老いた霊能力者の女性とヨーロッ

パの魔法使い、それも男性の魔道士のような

存在が出てきたのです。 

 

彼らは、魔道士の仲間達と共に、光を持った

人々や精神的に進化をしていこうとする
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人々に取り付き、その進化を妨げ光を奪い続

けるために、魂をこの場所に捕えていたので

す。 

 

そして、捕らえた人々を常に見張るために、

その人と深い感情的なつながりがある人を

過去世の中から選んで憑依させていました。 

その憑依霊は、あたかも、その人のガイドや

親しい家族の姿をして表れていますが、その

本質は憑依した人から光を奪い、闇の世界に

閉じ込めることだったのです。 

 

彼らに取り付かれた人は、自分の人生がうま

くいかないばかりか不幸な事柄が起きてい

ます。 

あるいは、特別な能力が生まれてお金儲けが

できるようになりますが、あとで大きな代償

を払わされることとなります。 

 

私達は、大天使アズラエルにお願いして、ア

チューメントを受けてくださる人に対して

憑依している存在を死者の世界に連れて行

ってもらいました。 

この憑依している霊も、その人や地上の世界

に未練を残して成仏できないでいるところ

を「紫ピラミッド」の魔道士たちにつかまっ

て、利用されているのです。 

 

この魂がとらえられている場所は地上で生

きている人が住む世界と死んだ人が行く黄

泉の世界のちょうど中間にある浮遊霊達の

世界です。 

 

私達の魂がこの場所にとらわれると、現実世

界でもしっかりと生きていくことができな

くなります。 

そして、自分の願っている人生からどんどん

遠ざかり、やがては「もう死にたい！」と思
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う人も出てきます。 

 

あるいは、最近よく起こっている無差別殺人

事件のように、社会や他人に対する大きな怒

りに襲われて自分自身をコントロールする

ことができなくなるのです。 

 

光が多い世界に行こうとする人は、最低限、

この場所から自分の魂（魂の一部）を救い出

していかなければなりません。 

魂は、スピリットと人間の意識をつなぐ大切

なものです。 

 

魂がたとえ一部でも、闇の多い世界に捕えら

れていたなら、自分のスピリットの意識やエ

ネルギーと人間としての意識が波長を合わ

せることができなくなります。 

この「6 大天使の光のピラミッド」というア

チューメント（ヒーリング）で、私達は皆さ

んのスピリット同様、魂も救い出すことにな

りました。 

 

しかし一つ大切なことは、私達が皆さんの魂

をとらわれている場所から救い出したとし

ても、皆さんが自分の力で自分自身を成長さ

せ、光が多い世界に歩もうという意識がない

と捕らわれた魂は皆さんのもとに戻ってい

くことができません。 

 

いつまでも人に依存した生き方をしていた

り、お金儲けが目的のヒーラーさんからヒー

リングやスピリチュアルな施術を受けたり

していても闇の中にとらわれた魂は、あなた

のもとに戻ってくることはできません。 

あなた自身が現実世界をしっかりと見定め、

自分らしい生き方を心がけることが必要で

す。 
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PART３ 死者の魂を捕える黄泉の世界の

罠 

 

私達が、皆さんの魂の救出を行っていた頃、

恵理さんが不思議なヴィジョンを視ました。 

それは 7 月に入ってから度々見ていたヴィ

ジョンのですが、私の父の右足から紐みたい

なエネルギーが入り込んでいるヴィジョン

です。 

 

この時も、私の母から父の様態があまり良く

ないから、という電話があった直後にそのヴ

ィジョンが見えてきました。 

 

私の実の父は、この数年間、体調がわるくず

っと入院していました。 

医者からも、3 回ほど、もうだめだよ、と言

われたのですが、驚異的な回復を見せ、90

歳を過ぎた今でも生きています。 

そして今は、私達が里帰りした時に、美輝と

会うのをとても楽しみにしています。 

 

父のスピリットはアンドロメダ座の宇宙船

の艦長をしていたスピリットで宇宙の平和

のために大きな貢献をして来たスピリット

です。 

父が地球人として生きてきたのは、私を生み、

さらに太陽種族として生れてくる子供達を

無事見守る役目を果たすためだったようで

す。 

 

私達は、度々現われてくるそのヴィジョンが

気になりスターピープル達に調べてもらい

ます。 

暫くするとフレッドがやってきて報告して

くれました。 

 

「TAKESHI さん、また大変な仕掛けが表に
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出てきました。 

この紐のようなエネルギーを調べたところ、

これは死にゆく人の魂を光40％台中ごろの

世界に引き止めるための物でした。 

つまり、肉体が死んで魂が肉体を離れようと

するときに、その魂が死者の世界に行っても

必ず光40％台中頃の世界に戻ってくるよう

に、魂を拘束するためのエネルギーだったよ

うです。 

これでは、地球人が自分に相応しい世界に生

まれ変わることは不可能です。」 

 

「すると、良くスターピープル達が、今世で

は光の世界に行けなかったとしても、肉体を

捨てて、魂となって光の世界に行く事が出来

る、ということを度々言っていましたが、こ

れでは魂となっても、光の世界にはいけない

という事でしょうか。」と、私は尋ねました。 

 

「残念ながらそのようです。」ロッド星人も

やってきて答えてくれます。 

「私達も、今の地球人はネガティブな感情や

欲望に満ち溢れていますので、今の意識のま

までは光が多い世界に入っていく事は不可

能ですが、一度人間として死んだ後は、純粋

な魂の状態となり、光の世界に入っていく事

が出来るだろうと確信していました。 

 

しかしこの紐のようなエネルギーは、人々の

魂をしっかりとらえていますので、このまま

では魂やスピリットは、自分の望む場所に行

くことができません。 

次回も、光 40％台中ごろの世界に生まれ変

わってくることでしょう。 

本来ならば、自分が元いた星々や世界に帰ら

なければならないスターピープル達も、この

世界に閉じ込められてしまうことになりま

す。」 
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これでは地球人が生まれ変わってもアセン

ションできるはずがありません。 

それどころか、地球にサポートに来てくれた

スターピープル達も、アセンションするどこ

ろか、自分がいた星へも帰ることが出来なく

なっています。 

 

私はアシュタールのエレナさんを呼んで聞

いてみました。 

「エレナさん、地球に降りたったスターピー

プルの中には、この罠によって、自分達の星

に戻ることが出来なくなったスターピープ

ル達もいるのですか。」 

 

「確かに、このような罠があったのでは、自

分達の星に帰ることができません。 

第 1 評議会のスターピープルの中には、特

別な目的をもって地上に降り立ったスター

ピープル達がたくさんいますが、その多くの

者達が戻ってきていないのです。 

彼らは、まだ地球でやりたいことがあるから、

というので自分達の意思で地球にのこって

いるのだと私達は思っていました。 

しばらくすると、彼らと連絡が取れなくなり、

地球人としての人生を彼らは歩んでいるの

で、おかしいな、と思っていました。 

それが、この罠によるものだと分かり、私達

も納得しました。 

これは、創造主レベルで解決してくださると

思います。」 

 

私は、第 21 評議会の創造主を呼びだしまし

た。 

「創造主よ、 

今回の問題はどう考えてもルール違反であ

り重要な犯罪であると考えますがいかがで

しょうか。」 
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創造主も、この様子をみて困った顔をしてい

ます。 

「もちろん、死にゆく人の魂の自由を奪うこ

とは絶対にしてはいけないことです。 

本来、人間として生きた後、多くの学びを経

て魂は成長するものです。 

そして、生まれ変わるタイミングで成長した

魂に見合った世界に移されることになって

いるのですが、これでは魂が何度生まれ変わ

っても、同じ世界にとどめられ、それ以上成

長することができません。 

 

しかも、彼らは、人の魂が成長しないように

憑依霊までつけて監視しています。 

これは、地球人の魂を、光 40％台の中ごろ

に閉じ込めて地球のアセンションを妨害す

るための仕掛けだと思います。」 

 

「この仕掛けを作ったのは、やはり「宇宙に

闇をもたらす創造主」でしょうか。」 

 

「そう考えても良いともいます。 

この仕掛けはかなり前から存在しているよ

うですので、彼らがいなくなったとしても

「紫ピラミッド」のメンバーたちによって利

用され続けているようです。 

私達はこの仕掛けを即刻取り除きたいと思

います。」 

そのようにいうと創造主は大きな光をはな

って消えていきました。 

 

今回の事は、私の父がこのような仕掛けがあ

る事を、自分の身をもって知らせてくれたよ

うです。 

父のスピリットは優秀なアンドロメダのス

ターピープルでしたので、過去 2 回死にか

けたときも、この罠の事を知って、私達がこ
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の罠を解き放つことができる時まで、生き続

けたのではないかと思います。 

もし父がいなければ、死にゆく人の魂を捕え

る罠を解き明かす事はできなかったかもし

れません。 

そうなれば、光 40％の世界にいる人は何度

生まれ変わっても光の世界に行けない事に

なります。 

 

しかし、人の魂を見張る憑依霊たちや特殊な

能力を持つ人達を監視する魔道士達、ヒーリ

ングやスピリチュアルな活動を行う人達の

魂を捕える魔道士達など、様々な存在が黄泉

の世界や浮遊霊の世界に潜んでいます。 

そして人々の成長を阻害し地球のアセンシ

ョンを妨害していたのです。 
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PART1 捕らわれていた「愛で統一された

宇宙」のスターピープル達 

 

私達は「6 大天使のピラミッド」のアチュー

メントを行っているときに、体の重さを今ま

でよりも感じています。 

その理由をスターピープルに聞くと、これは

「6 大天使のピラミッド」のアチューメント

のために、私達が光 40％台前半から中ごろ

の世界に入って行っているからです、という

答えが返ってきました。 

 

その為に、私や恵理さんのエネルギーと波長

が合わず、私達の体に痛みや重たさが出てい

るようです。 

そしてその世界にいるダークピープル達と

直接接触しているので、私達の生活や仕事に

も、この世界の闇のエネルギーが流れ込んで

きて、さまざまな問題が生じています。 

 

しかし本来は、「6 大天使のピラミッド」は、

光が多い世界に行く人々の問題を解決して、

その人を光が多い世界へ導くことが目的で

すから、光 40％台前半の世界にいる人達に

行う必要はないような気もするのですが、何

からの事情があるのかもしれません。 

 

私は、「6 大天使のピラミッド」を行うこと

を計画している第21評議会と第22評議会

の創造主にその理由を聞いてみました。 

 

第４章 愛で統一された宇宙

のスターピープル達の受難 
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創造主は私達のもとに来てくれて答えてく

れたのですが、かなり困難な事情が起きてい

るようです。 

 

「TAKESHI さん達には、まだ秘密にしてい

ることがたくさんあって申し訳ないのです

が、現在「愛で統一された宇宙」から、地球

に送られてきたスターピープル達が全員行

方不明になっているのです。 

私達も、様々な場所を探しているのですが、

TAKESHI さんたちに、現在、浮遊霊達の世

界に行ってもらっているのですが、その場所

に隠されているという情報があるのです。」 

 

やはり「6 大天使のピラミッド」のアチュー

メントの裏側で、そのような事が行われてい

たようです。 

私は、「愛で統一された宇宙」から、私達の

宇宙のアセンションをサポートしに来てく

れているスターピープル達のリーダーであ

るビルを呼び出して事情を聴きました。 

 

ビルも、まだ全ての事を私に言うことはでき

ないようです。 

私に伝えると、私の意識をハッキングしてい

るダークピープル達に、創造主やスターピー

プル達が行っていることがすべてばれてし

まうからです。 

 

「TAKESHI さん、言いにくいことなのです

が、地球のアセンションがさらに遅れてしま

っているので、私達の宇宙から多くのスター

ピープル達が、地球に入り、地球人としての

肉体を持って地球のアセンションをサポー

トすることになったのです。 

そして 7 月の初旬頃から地球に入り、時代

をさかのぼって地球人として生まれてくる

予定だったのですが、 
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その仲間達の行方が分からないのです。」 

 

これはとても大変なことです。 

「愛で統一された宇宙」は、私達のアセンシ

ョンが遅れているにも関わらず、私達の宇宙

のアセンションを助けるために、私達の宇宙

との間に「アセンションの扉」を開き、私達

をサポートしてくれている宇宙です。 

 

その宇宙のスターピープル達は、とても強い

「愛の光」を持っています。 

私達が、もっと愛に目覚め、地球人として進

化していくために、私達の宇宙に関わってく

れています。 

 

そのようなスターピープル達が、地球に入っ

てきた途端に行方不明になってしまったと

いう事は、「宇宙に闇をもたらす創造主」達

のグループに捕えられてしまった事は明白

です。 

私達の進化のサポートのために来てくれて

いる恩人達をすぐにでも助け出さないと、私

達の宇宙の責任は 多きな物となってしまい

ます。 

 

ビルが言いました。 

「しかし何故、私達の種族の者達が地球に入

る時間や場所などを、これほど正確に知るこ

とができたのか、不思議なのです。 

私達は時をさかのぼって、様々な時間や場所

などに入っていったのですから、すべての者

達が捕えられるということは無いはずなの

ですが。」 

 

私達は、「6 大天使のピラミッド」のセッシ

ョンを通して、浮遊霊の世界によく行ってい

たのは、この「愛で統一された宇宙」のスタ

ーピープル達が、この場所に捕えられていな
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いか、創造主達が探索を行うためだったので

す。 

そうなると、私達も協力しないわけにはいき

ません。 

 

スターピープルや創造主が、探索しやすいよ

うに、私の意識をこの人間の世界と黄泉の世

界の中間にある浮遊霊の世界（迷いの世界）

に拡散することにしました。 

 

私の意識は、浮遊霊の世界に解き放たれ、ま

るでビデオカメラが様々な場所を映し出す

ように浮遊霊の世界を巡り始めました。 

すると闇と闇の間からかすかな光が漏れて

いる場所があります。 

 

私達がそこに近づいていくと、たくさんの浮

遊霊達が私達の行く先を遮ろうとします。 

私達は浮遊霊たちを押しのけ、光が漏れてい

る場所に入っていくと、そこには大勢の「愛

で統一された宇宙」のスターピープル達が、

無残な姿で横たわっています。 

 

肉体を持っていないので、死んでいるわけで

はありませんが、スピリットの光を浮遊霊達

が争いながら奪い合っているようです。 

そのあまりの悲惨な光景に私達は目を覆い

たくなります。 

 

スターピープル達がすぐに大きな光を放ち、

浮遊霊達を退けると、大天使達とスターピー

プル達が協力して「愛で統一された宇宙」の

スターピープル達をこの場所から運び出し

ます。 

彼らは創造主のもとに運ばれ治療を受ける

必要があるようです。 
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私達は、さらに私の意識を拡散して同じよう

な場所を 3 か所ほど見つけ出し「愛で統一

された宇宙」のスターピープル達を救出する

ことができました。 

そしてさらに探索を続けると、浮遊霊の世界

のもっとも奥まったところに、たくさんの浮

遊霊と魔道士たちが集まっている場所を見

つけ出しました。 

 

そこにもたくさんの「愛で統一された宇宙」

のスターピープル達がとらえられているよ

うですが、あまりにも浮遊霊とダークピープ

ルや魔道士たちが多くて簡単には近づけま

せん。 

 

しかし「第 23 評議会の創造主」が私達を助

けるために光を送ってくれました。 

浮遊霊とダークピープル達がその輝きにひ

るんだすきにスターピープル達が、彼らの包

囲網を突破して、その奥にある闇の神殿のよ

うな場所に入り込みました。 

 

そしてその中に、今までよりもはるかにたく

さんの「愛で統一された宇宙」のスターピー

プル達を見つけたのです。 

 

憑依霊やダークピープル達は、その場所が見

つけられたくなくて、私達にもサイキックア

タックをかけてきたのですが、ついに見つか

ってしまったので、あわてて逃げ出していき

ます。 

スターピープル達は、逃げていくダークピー

プル達には目もくれず、「愛で統一された宇

宙」のスターピープル達の救出に入りました。 

 

私達も中に入ろうとすると、創造主に止めら

ました。 
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「TAKESHI さん、恵理さん、本当にありが

とうございました。 

ここは私達が行いますから、皆さんはもう休

まれてください。」 

 

私達は、ここで戻ることにしましたが、どう

も、この中に閉じ込められている「愛で統一

された宇宙」のスターピープル達のあまりに

も悲惨な姿を私達に見せたくなかったよう

です。 

それは、私達の心に深い傷を残すほどの悲惨

な状態だったと、あとでスターピープル達が

伝えてきました。 

 

 

 

PART3 浮遊霊の世界の隠された場所 

 

昨日、「愛で統一された宇宙」のスターピー

プル達のリーダー達を救出することができ

て、多くの仲間達はその再開を喜んでいまし

たが、多くの者達が光を奪われ、あまりにも

過酷な状況に置かれていたために、彼らはす

ぐに「愛で統一された宇宙」に戻ることがで

きず、創造主やスターピープル達によって、

手厚い看護を受けています。 

 

しかし、リーダーの話では、すべての仲間達

が戻ってきたわけではなさそうです。 

まだ、この浮遊霊達の世界や黄泉の世界の奥

深いところに仲間達がとらえられているよ

うです。 

 

翌日は、H さんの「6 大天使のピラミッド」

のアチューメントでした。 

H さんはまだ若い女性ですが、社会になじめ

ず引きこもり気味の生活を送っていました。 
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アチューメントが始まると、私達は H さん

の魂が捕らわれている場所を探すために浮

遊霊の世界に入りました。 

ここは、私達人間が生きる世界と死者達が行

く黄泉の世界の間の世界ですが、私達の現実

世界を取り囲むように広がっている場所で

す。 

 

H さんの魂は通常の場所には見つかりませ

ん。 

浮遊霊の世界をずっとたどっていくと、大き

な崖のようなものが見えてきました。 

とても高さのある崖ですが、私達はその崖の

底に何があるのか気になって崖を降りてみ

ることにしました。 

 

すると崖底のくらい場所にいくつかの集落

のようなものが見えます。 

そこに入ると、さらに奥にまるで中国の宮殿

のような華やかな建物が見えるのです。 

 

その近くに行くと H さんの魂が見つかりま

した。 

そして多くの憑依霊達に取り囲まれて捕ま

っているのがわかります。 

いくつかの憑依霊は大天使アズラエルの力

によって、死者の世界に帰すことができたの

ですが、一体だけ帰っていかない憑依霊がい

ました。 

 

H さんに憑依しているその霊は、強力な力を

持った中国の皇帝の霊でした。 

その当時の H さん親子はこの皇帝のもとで

陰陽道の元となるような祈りや呪いを行っ

ていました。 

 

H さん親子は、皇帝の健康を守ったり未来予

測をするだけでなく、皇帝を蹴落としてその
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座を狙っている者達や自分の国と戦争をし

ている国の皇帝たちを呪い殺すように命じ

られていたのです。 

 

皇帝の言うことを聞かなければ、H さんの娘

を殺すと脅かされ、H さん親子は仕方なく皇

帝の命令に従って多くの人々に呪いをかけ

ました。 

H さん親子は、やがて自分達が行った事の罪

の深さに耐え切れず、お互いの胸を剣で刺し

自殺しました。 

 

その後、この皇帝は他の者から殺されてしま

ったのですが、それもすべて H さん達が自

分を裏切ったからだと H さん達を逆恨みし

て、長い間Hさん親子に付きまといました。 

H さん達親子は、この時の罪により、彼女た

ちの魂を浮遊霊の世界に閉じ込められたま

ま、生きてきました。 

皇帝の霊は大天使アズラエルが死者の世界

に連れて行く事で、H さん達にかけられた呪

いもとけ、H さん達の捕らわれていた魂も戻

りました。 

 

私達は、H さんの魂を自由にすると、奥にあ

る中国の宮殿のような建物が気になります。 

もしかしたら、「愛で統一された宇宙」のス

ターピープル達が、この場所にとらわれてい

る可能性もあります。 

 

私達はすぐにスターピープルや大天使、そし

て明王達を呼び、この宮殿に向かいます。 

すると、宮殿から一斉にダークドラゴンや闇

の魔道士たちが飛び出してきて、私達に向か

ってきます。 

 

ここは古代中国の魔道士となったダークピ

ープル達が守っている場所のようです。 
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まるで中国のキョンシー映画に出てくる不

気味な連中もたくさん群がっています。 

 

ここは、浮遊霊の世界の中でも最もたちの悪

い連中が集まっているようです。 

ダークドラゴンと私達のシェンロン達が空

中で激しくぶつかり合います。 

ダークドラゴン達が地響きを挙げて落下し

てきます。 

 

スターピープル達もドラゴン達の間を潜り

抜け、魔道士たちと戦っているようです。 

スターピープル達は、魔道士が繰り出すネガ

ティブなエネルギーに愛の光で対抗してい

きます。 

 

そして宮殿に向かう道を確保すると、他のス

ターピープル達が宮殿の中に流れ込んでい

きます。 

すると予想どおり、宮殿の中にもたくさんの

「愛で統一された宇宙」のスターピープル達

がとらえられていました。 

 

彼らは、魔道士たちや浮遊霊達のエネルギー

源にされていたようです。 

尊い光を奪われ傷ついて立ち上がることも

できず、床に倒れています。 

もし、彼らが肉体を持っていたなら、きっと

助かる事はなかったでしょう。 

 

もし、私達が見つける事ができなければ、彼

らはこの場所に捕えられたまま、光を奪われ

続け、やがてスピリットそのものが消滅して

しまったかもしれません。 

 

これは、宇宙の法則に照らし合わせても重大

な犯罪です。 
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スターピープルを捕えていた「紫ピラミッド」

のダークピープル達は、処罰を受けることに

なりますが、彼らはいつでも、このようにし

てルールを破り、自分勝手に行動しているの

です。 

 

この場所を見つけることができたおかげで、

「愛で統一された宇宙」のスターピープル達

はすべて助け出すことができました。 

 

「愛で統一された宇宙」のスターピープル達

のリーダーが私達のもとに現れました。 

「TAKESHI さん、恵理さん、多くのスター

ピープルの皆さん、大天使の皆さん、 

そして偉大なる創造主様、私達の仲間達を助

けてくださって本当にありがとうございま

す。 

皆さんのおかげで仲間達はすべて救い出す

ことができました。 

私達は、皆さんへ深い感謝の気持ちを送りた

いと思います。 

私達は、今回は失敗しましたが、すぐに次の

グループを組織して、皆さんのアセンション

をサポートするために、この地球にやってき

ます。 

その時はどうかよろしくお願いします。」 

 

私はリーダーの丁寧な言葉に胸が詰まる思

いです。 

私達の宇宙の進化を助けるために、自分達の

身の危険を顧みず、地球にやってきてくれた

彼らの深い愛に私は言葉を失いました。 

 

私は、これほど多くの仲間達が傷つけられた

事に対して、私達がどれほど謝罪しても、彼

らの苦しみや悲しみは簡単に取り去ること

はできないだろうと思いました。 
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「TAKESHI さん、皆さんの気持ちはよくわ

かっていますよ。 

私達と皆さんは大切な兄弟であり、お互いを

助けあう友人です。 

今回の事は、私達の責任ですから、気になさ

らないでください。 

それでは、またお会いしましょう。」 

私達は、彼らを見送りながら、傷ついた仲間

達が 1 日でも早く、元の状態に戻ることを

祈りました。 
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PART1 地球の進化のために来た種族の解

放 

 

私達は、「6 大天使による光のピラミッド」

のセッションを通して、「紫ピラミッド」の

魔道士達に捕らわれていた「愛で統一された

宇宙」のスターピープル達を救出することが

出来ました。 

 

彼らは、地球の中でも、私達が生きる物理的

な世界と死者達が行く黄泉の世界のちょう

ど中間にある「浮遊霊の世界」に隠されてい

たために、創造主もスターピープル達も、簡

単に探し出す事ができなかったのです。 

 

しかし、地球の人々の魂には、まだまだ秘密

があるようです。 

私達はこの浮遊霊の世界に閉じ込められた

魂達の有様を見てそう思いました。 

地球人が目覚めないように、地球人として進

化しないように、スピリットだけでなく人の

魂までもがんじがらめに捕えて、浮遊霊や偽

ガイド、あるいは魔道士達が見張っているの

です。 

 

私達は活動を進めていく中で、「宇宙に闇を

もたらす創造主」と「紫ピラミッド」のダー

クピープルが行っていたことが、どんどん明

らかになっていきます。 

 

創造主達は、私達を通して地球の様子をみな

がら、これほどまでに徹底的に地球人を支配

第 5 章 紫ピラミッドに捕ら

われた種族達 



 
 

56 

していた「紫ピラミッド」のやり方に驚いて

います。 

 

さらに探索を続けると、古代の地球で活躍し

ていたいくつもの種族達を「宇宙に闇をもた

らす創造主」や「紫ピラミッド」のダークピ

ープル達が捕えていた事が判明してきまし

た。 

 

創造主達も、古代に存在していた種族達が、

まだ光40％台の地球に捕えられている事が

分かったために、私達を光 40％台中頃の世

界にとどめておいて、捕えられている古代種

族達を探しているようです。 

 

もうすぐ、光 50％台の地球と光 40％台の

地球が分離されていきますので、その前に探

しだし救出しなければ、彼らを助けることは

できなくなります。 

 

7 月の末、西日本を苦しめた大洪水の後を襲

うかのように台風が近づいてきている時で

した。 

私達のもとに見慣れない種族がコンタクト

を取ってきました。 

 

その種族は、第 1 評議会のメンバー達も知

らない種族だったのですが、話しを聞くとか

なり古い時代に地球人に水処理の技術を教

えていたスターピープル達のようです。 

 

彼らは、水の浄化の方法や作物を育てるため

に水を利用する方法、雨が降らない時に雨を

降らす方法などたくさんの技術を持ってい

たようです。 

 

彼らは、天の川銀河の他の星から地球人の文

明を進化させるために、創造主から呼ばれて
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地球に降りたった種族ですが、しばらくする

と「闇の創造主」達に捕えられ、水に関わる

技術を奪われてしまったのです。 

 

ダークピープル達は、その技術を悪用して、

局所的に雨を降らせたり台風を発生させる

方法を作り上げていきました。 

 

しかし、彼らは自分達の技術を盗まれながら

も、ダークピープルに対する警戒を緩めず、

彼らが何をしでかそうとしているのか見張

っていたようです。 

 

「TAKESHI さん、今日は重大な報告があっ

て皆さんのもとに来ました。 

実は、ダークピープル達が大変な計画をして

いる事が分かったので、その事をお伝えに来

たのです。」 

 

これは急を要する話のようです。 

私は、エレナさんをはじめ第 1 評議会のス

ターピープル達に、すぐに集まってもらいま

した。 

 

「ダークピープル達は、私達の技術を応用し

て、世界各地で大雨や火山の噴火、地震など

を起こすような気象兵器を作り出し、フル稼

働させています。 

そして日本を襲った前回の大洪水に引き続

き、人工的にコントロールされている台風を

使って、原子力発電所やいくつかの施設を攻

撃しようとしています。 

それは日本に対してはとても大きな危機と

なりますので、今からでも対策を行ってくだ

さい。」 

 

エレナさん達も、今回の洪水や台風に関して

は警戒をしていたようです。 
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前回起きた大阪大地震の時も、その前日に私

達はダークピープルの動きを探り、彼らが気

象兵器を使用して大阪地方に大きな地震を

起こそうと計画していたことを察知しまし

た。 

 

第１評議会の中でも、IT 関連に強いスター

ピープル達がすぐに気象兵器の作動を狂わ

せて、福井原発に影響が及ぶことをどうにか

免れました。 

 

今回の台風のターゲットも福井原発をはじ

め、九州にある玄海原発や川内原発に定めら

れているようです。 

もし川内原発に事故が起きれば、私達もすぐ

に非難しなければならなくなり、私達の生活

や仕事も奪われてしまいます。 

第１評議会のスターピープル達は、この種族

と話し合い、この危機を回避するための行動

計画をすぐに作成したようです。 

 

私は彼らに尋ねました。 

「皆さんの事は助け出さなくても良いので

すか、私達とコンタクトを取ったことが分か

れば、ダークピープル達もあなた方を放って

はおかないのではないですか。」 

 

「私達は大丈夫です。 

私達を監視しているダークピープル達は、言

いくるめてありますので心配はいりません。 

私達はもう少し、彼らの中にいて彼らが行っ

ている事をさぐり、内側から妨害していきま

す。 

ただし、アセンションが進んで、私達が捕え

られている場所が皆さんから分離される前

に私達を救い出してください。」 

 

私達は、第 1 評議会のメンバーたちに彼ら
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の居場所や状況を確認してもらい、必ず彼ら

を助け出すことを約束しました。 

創造主にこのことを尋ねると、まだ地球には

捕らわれたままの古代種族がいくつもある

ようです。 

 

彼らもそうですが、地球人の進化のために、

他の星や世界から、いくつもの種族をこの地

球に連れてきたようですが、その多くが行方

不明になっており、その所在を探している途

中のようです。 

 

私達が「6 大天使の光のピラミッド」のセッ

ションをおこなっている理由の一つは、セッ

ションを受ける人のスピリットに、行方不明

となった種族達のスピリットが関わってい

る可能性があるからのようです。 

 

多くの人のセッションを行いながら、地球が

完全に分離する前に、それらの種族を助け出

さなくてはならないようです。 

 

 

 

PART2 地球人の遺伝子操作を行った種

族 

 

8 月 1 日の事、もう一つ別の種族からコン

タクトがありました。 

まるで天使のような姿をして海中を泳いで

いる「クリオネ」の姿にそっくりなので、私

達はクリオネ星人と呼ぶことにしました。 

私達は急いで、第 1 評議会のスターピープ

ル達や大天使達にお願いしして、クリオネ星

人達が捕えられている場所を探し出しまし

た。 

 

彼らは「紫ピラミッド」のダークピープル達
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によって作られた場所に閉じ込められてい

るようです。 

私達は、彼らがなぜこの場所に閉じ込められ

ているのか、尋ねてみました。 

 

「私達は、はるか古代、アトランティスの文

明がまだ海の中にあった時代にこの地球に

やってきました。 

私達の活動の目的は、生物の遺伝子を進化さ

せて新しい生命体をつくる事です。 

特に水の中に生まれ育っている生命体を陸

上で生活できるようにする事が、私達に求め

られていました。」 

 

「それでは古代アトランティスのマーメイ

ドやマーピープル達が地上に上がって、アト

ランティス文明を地上で築き上げたのは、あ

なた方が遺伝子操作を行ったためですか？」 

 

「その全てを私達が行った訳ではありませ

ん。 

私達は、マーメイドやマーピープルの遺伝子

を操作して、地上で生きている地球人との生

殖を可能にするように操作しました。 

マーメイドやマーピープル達はとても高度

な進化を遂げている種族ですので、簡単に変

化する事はありません。 

 

彼らの遺伝子をいくら操作したからと言っ

て、彼らがすぐに地上で生きる事ができるよ

うになる訳ではありません。 

その為に、マーメイド達の遺伝子を変化させ、

地上の人間達の遺伝子と掛け合わせた子孫

を作ることにしたのです。」 

 

このマーメイドと人間の子供が出来る話は、

よくファンタジーで語られていますが、実際

の歴史の中で行われたことのようです。 
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「この計画は、すぐには上手く行きませんで

したが、やがてマーピープルの種族を地上で

生活することができるように作り替えるこ

とが出来ました。 

マーピープルはもともと穏やかで平和的な

種族でした。 

とても精神性が高く特殊な能力を持つ種族

だったので、彼らと地球人を組み合わせるこ

とで理想的な地球人を作り上げようと、創造

主は考えていたのです。 

 

しかし、マーピープル達は地上の人間が持つ

暴力的で他者を支配的したいという遺伝子

も同時に受け継いでしまい、そちらの遺伝子

のほうが優勢になってしまいました。 

 

地上に上がったアトランティス人はとても

残虐な 1 面をもっており、仲間だったマー

メイド達を捕えて奴隷のように扱いました。 

そして、とても高い能力を持ったアトランテ

ィス人達は、他の文明をどんどん侵略して、

地球の平和を打ち砕いてしまったのです。 

 

私達は、そのことに大きな責任を感じ、何度

も地上に上がったアトランティス人達の遺

伝子を平和で友好的な物にしようと試みた

のですが、上手く行きませんでした。 

そしていつしか闇の創造主やダークピープ

ル達に捕らわれ、彼らの支配を受けるように

なったのです。」 

 

「その話しなら、私達も良く知っていますが、

それは遺伝子の問題だけでなく、闇の創造主

達がアトランティス人達を裏で操っていた

ことが本当の理由のようです。 

皆さんが自分達を責める必要はありません。」 
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「TAKESHI さん、そのように言ってくださ

って本当にありがとうございます。 

確かにそのような事もありましたが、私達の

技術は、ダークピープル達によって盗まれ、

色々なことに悪用されてしまったのです。」 

 

「たとえばどのようなことに使われたので

すか。」と私は尋ねました。 

 

「彼らは、捕えたスターピープルの遺伝子を

研究して、新しいダークピープルを生み出す

技術を開発していったのです。 

それも能力が高く人々を支配する事が得意

なダークピープルや魔法を使えるダークピ

ープルを生み出していきました。 

 

また彼らは、私達が自由に姿を変える能力を

もっている事に気付きました。 

その能力を応用することで、ダークピープル

はある程度の範囲で姿を変える事ができる

ようになったのです。 

そして最も困ったことは、ダークピープルと

地球人が一体化することができるように、両

者の遺伝子を変容させていったのです。」 

 

私達がアセンションを進める中で、最も困っ

ている事が地球人とダークピープル達が一

体化している事だったのですが、元をたどれ

ば、このクリオネ星人が持っていた技術をダ

ークピープル達が悪用した結果だったよう

です。 

 

確かに「紫ピラミッド」をつくり、地球の物

理世界を支配していたのは、天の川銀河のス

ターピープル達の生みの親ともいえる「ミモ

ーレ族」ですので、クリオネ星人達が持つ遺

伝子操作の技術を奪い悪用することなど簡

単な事だったのでしょう。 
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「確かに、地球人とダークピープルが一体化

する事により、地球人の進化が大きく妨害さ

れてきました。 

どうにかして、この地球人とダークピープル

達を引き離す方法はないかと、創造主を含め

試行錯誤してきましたが、なかなか良い方法

が見つかりません。 

これを解決する方法はありませんか。」 

 

「皆さんが考えている事はよく分かります。 

確かに、今皆さんが見ているダークピープル

は、地球人とダークピープルの意思が一つに

なった時に一体化するように仕組まれてい

ます。 

 

これは、地球人がそのダークピープルから離

れたいと真剣に考えれば、問題なく離れるこ

とが出来ますが、地球人は、このダークピー

プルを見る事も感じる事も出来ないので、ダ

ークピープルからコントロールを受けても

そのことに気付かないのです。」 

 

「確かに皆さんが言うとおりですね。それで

私達も苦労しているのです。」 

「しかし、皆さんたちがまだ気づいていない

タイプのダークピープルもいるのですよ。」 

私達は一瞬、頭の中が真っ白になりました。 

私達が気づいていないダークピープル達が、

まだいるということにショックを受けたの

です。 

 

私達はその後に行われた「6 大天使の光のピ

ラミッド」のセッションでクリオネ星人達が

言っていた新種のダークピープル達の事が

直ぐにわかりました。 

 

それはセッションを受ける人にぴったりと
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張り付くように存在しているダークピープ

ルがいたのです。 

まるで人間の皮がもう 1 枚余計に張り付い

ているようです。 

今迄は見えていなかったのですが、クリオネ

星人のおかげでこのダークピープルが見え

るようになりました。 

 

「これは大変な存在が見つかりましたね。 

このダークピープルについて教えてもらえ

ますか。」 

「このダークピープルは特殊な能力をもっ

ています。 

それは人から人に感染するようにして増え

ていくのです。 

そして人に気付かれないように、その人をコ

ントロールします。 

このダークピープルの特殊なところは、相手

の同意を必要とせずに一体化することです。」 

 

「これもあなた方が持っていた技術の応用

なのですか。」 

「そうです。 

私達は地球人を進化させるために、この存在

を生み出したのですが、いまでは地球人を支

配するために使用されているようです。 

この存在は、本人の同意なくついていますの

で、私達のほうで外すことはできます。」 

 

「そうですか、それはよかった。 

それではダークピープルを、この人からとり

はずしてあげてください。」 

するとクリオネ星人は、すっとその人の体に

入り、まるで何かのカギを外すような仕草を

すると、その人から、感染型ダークピープル

は離れていきました。 

 

思ったよりも簡単な操作に、私達も驚きまし
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た。 

これで、多くの人から、この感染型ダークピ

ープルを取り外し、人々を自由にしてあげる

ことができると、私達は喜びました。 

 

 

 

PART3 地球人の暴走を抑える感染型ダ

ークピープル 

 

それから幾人かのセッションでも、この感染

型ダークピープルは見つかりましたので、私

達はその都度クリオネ星人にお願いして取

り除いていきましたが、この処理に対して一

つの問題が沸き起こりました。 

 

8月4日の朝に恵理さんが私に言いました。 

「TAKESHI さん、昨日の夜、1 人のシルク

ハットをかぶった英国紳士のような人が、私

のヴィジョンの中に現れて、感染型ダークピ

ープルを、人々から取り除かないように警告

してきました。 

とても礼儀正しそうな姿だったので、変なダ

ークピープルには見えなかったけれど、誰だ

ったのかしら。」 

 

いつもダークピープルは私達が、人々のスピ

リットを解放したりする事に対して妨害し

てきます。 

そして時々、私達の活動を止めないとサイキ

ックアタックを行うぞ、と警告というか脅し

をかけてきますが、そのような存在と少し異

なるようです。 

 

私達は、そのシルクハットの男性を呼び出し

て詳しい話を聞くことにしました。 

シルクハットの男性が現われると、確かに普

通のダークピープルと違ってとてもおしゃ
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れな感じがあります。 

 

私は彼に尋ねました。 

「まず、あなたの事を教えて頂きたいのです

が、あなたは「紫ピラミッド」のメンバーで

すか。」 

「いいえ、私は「紫ピラミッド」に属してい

るわけではありません。 

私は管理者です。」 

 

私達は、その「管理者」という言葉の意味が

よく分かりませんでした。 

「管理者というのは、何を管理するのです

か？」 

「私は、皆さんが言うところの光 40％台の

世界を管理しているのです。」 

「それは「紫ピラミッド」が行っている事で

はないのですか。」 

 

「違います、彼らはこの光 40％台の世界で

活動している者達です。 

彼らはそれぞれの階層に分かれた世界で、自

分達のシステムを作って活動していますが、

私はそれを見守っているのです。」 

何となく、この存在は「紫ピラミッド」のダ

ークピープルではない事だけは分かってき

ました。 

 

「それでは、あなたは何故、「紫ピラミッド」

や闇の創造主達が作った感染型ダークピー

プルを人間から取り外してはいけないとい

うのですか。 

地球の人々を彼らの束縛から自由にしては

いけないという事でしょうか」 

 

「そうです。 

この感染型ダークピープルを取り外すと光

40％台の世界が消滅するからです。」 
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思いがけない言葉に私達は戸惑いました。 

 

管理者は、私達を見つめると、私達に言い聞

かせるようにその理由を教えてくれました。 

「この感染型ダークピープルは、確かに人々

の思考を抑制し人々の自由を奪っています。 

しかしそうしなければ、地球人は現在よりも

もっと暴力的で攻撃的、そして支配を望んで

争いを行うようになります。 

そのような地球人の暴走を止めるためにも、

この感染型ダークピープルは有効なのです。」 

 

「地球人が生み出された後に、地球人の遺伝

子にダークピープル達の遺伝子が入れられ

た事で、地球人はとても暴力的で争いが好き

な種族に変わってしまいました。 

この感染型ダークピープルがいないと、今の

地球人はもっと攻撃的になり、大きな争いを

引き起こすという事でしょうか。」 

 

管理者はうなずきます。 

「その通りです。 

地球はかつて、もっと激しい戦争や殺し合い

が多い世界でした。 

中国やヨーロッパの歴史を見ても、戦争が無

い時はありませんでした。 

常に、どこかで大きな戦争や略奪、侵略が行

われ続けていたのが地球の歴史です。 

しかし、今はまだ表向きの戦争は少なく、

人々が殺し合うことはさほど多くありませ

ん。」 

 

「それは人間の理性と精神的な進化によっ

て戦争が無くなってきたからではないので

すか。」と私は言いました。 

 

「地球に生きている皆さんはそのように考

えていますが、人間の暴力性は一向に変わっ
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ていません。 

人間の理性や精神的進化なんて見せかけの

物です。 

人々の心の中には、計り知れないほどの怒り

と憎しみが狂気のように渦巻いています。 

そのことに「紫ピラミッド」を作った創造主

は気づいたのです。 

 

このままでは、地球人は絶え間ない争いを行

い、やがて地球ごと全て滅びてしまう。 

そうなれば、自分達が支配する地球も人々も

いなくなり、光 40％台の地球はおろか、全

ての地球が無くなってしまうと考えたので

す。 

その頃は、地球はまだ分離を進めておらず、

全ての世界が同じ一つの世界だったのです。 

 

この世界が、地球人同士の争いで破滅してし

まえば、地球そのものが無くなります。 

その為に、地球人がもつ暴力性や残虐性を抑

えて、権力者に従順に従うように、この感染

型ダークピープルは作られたのです。」 

 

私達は、管理者の言葉に、一言も反論ができ

ません。 

確かに「紫ピラミッド」は人々を支配してき

ましたが、それは地球を壊滅的させるほどの

戦争から地球を守るためでもあったようで

す。 

彼らにしても、支配するものが無くなる事ほ

どつまらない事はないからです。 

 

管理者は続けて言いました。 

「もちろん、皆さんが考えているように、自

分の理性と精神的な進化によって光50％台

の世界に自力で行けるような人には、この感

染型ダークピープルは必要ないでしょう。 

そのような人からは、自由に取り除いてあげ
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てください。 

しかし、それ以外の人から、感染型ダークピ

ープルを取り外したりしないでください。」 

 

私はこのことを創造主に相談しました。 

「創造主よ、この管理者の言うことは正しい

のですか。 

私には、ダークピープル達が作り出した偽物

の理論のような気もしますが、彼らの言うこ

とが正しいような気もします。」 

はっきり言って、私には彼らの言うことが正

しいのか間違っているのか分からないので

す。 

 

「TAKESHI さん、これは彼らが正しいとか、

正しくないとかという問題ではないのです。 

現実世界のルールは彼らが作り上げた物で

すので、創造主である私も変える事はできま

せん。 

この問題は、彼らの意思を尊重した方が良い

ようです。」 

 

私はシルクハットの男性に向かって言いま

した。 

「あなたが警告してきたことを、私達は受け

入れるとします。 

私達は、不用意にこの感染型ダークピープル

を全ての人から取り去る事は控えましょう。 

しかし、光 50％以上の世界に行くと決めた

人達からは取り外す事にしたいと思います。 

それはクリオネ星人が、見れば分かるでしょ

うから、私達が、感染型ダークピープルを取

り外すように命じたとしても、取り外すこと

が適切ではない場合は、取り外すことが無い

ようにしてください。」 

私達の言葉を聞くと、シルクハットの管理者

は、この場を去っていきました。 
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PART1 捕らわれている人々の心と魂 

 

私達が、「6 大天使による光のピラミッド」

を初めて、1 ヶ月が過ぎ去りました。 

今迄多くの人達が、このアチューメントを受

けてくださる中で、どんどん変わっていく人

もますが、やはり様々なヒーリングの罠に捕

らわれている人や依存心が強い人はなかな

か変わっていく事が出来ません。 

 

そして、私達も自分の意識を光 40％台中ご

ろに合わせているために、思わぬ弊害も出て

きました。 

それは、「6 大天使による光のピラミッド」

を受ける人の中には、ヒーリング等を行い続

けている人達がいるために、その人のゲート

を利用して、恵理さんやお腹の中の子供にサ

イキックアタックが行われ、ダメージが出始

めているのです。 

 

それは「6 大天使による光のピラミッド」を

受ける人の中に、自分の意識では光の世界に

行きたいと思っていても、実際はヒーリング

等を通じてダークピープル達と繋がってい

るために、光 40％台の世界から抜け出すこ

とが出来ない人達がたくさんいるためです。 

 

その人の過去世や過去世からくる感情、その

人の過去に行った悪魔との契約なども私達

は解消していきますし、それらの過去世を原

因として憑いている憑依霊の多くも外す事

が出来ました。 

第 6 章 5 大エレメントの種

族の救出 
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「宇宙に闇をもたらす創造主」が作った仕組

みや罠をことごとく解決したにも関わらず、

その人の魂と意識がまだ光40％の世界にし

がみついているのです。 

 

このような人に関しては、その人から憑依霊

や偽ガイドを取り外したり、魔道士との関係

を断ち切ろうとすると、ダークピープルや魔

道士達から、私達はサイキックアタックを受

けることが良くあります。 

 

ダークピープル達にすると、この人は光

40％台の世界に残る事を決意しているのに、

私達が無理やり、光 50％以上の世界に連れ

て行こうとするのは約束違反にあたるから

攻撃してきたのだと言います。 

 

このことに関して、私達は「6 大天使による

光のピラミッド」を行う事を計画した創造主

と話しをしました。 

 

「創造主よ、ここまで「6 大天使による光の

ピラミッド」を私達は行ってきましたが、過

去世や憑依霊などを取り除くことで大きく

変わる人もいれば、なかなかダークピープル

や魔道士達の罠から抜け切れない人もいま

す。 

そのような人は、今までの世界にとどまり続

けることを望んでいるために私達はどうし

ようのない状態です。 

しかし、そのような人を通して、ダークピー

プル達の攻撃が来るのは何とか止めたいと

思うのですが、方法はないのですか。」 

 

創造主も困った顔をしています。 

「私達も、地球の物理世界に生きる人々が、

これほど変わることが出来ないとは思って
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もいませんでした。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」が作った罠を

解除して、人々の魂やスピリットを自由にし

てあげれば、人々はダークピープルの手から

離れて、光の世界に向かえるとばかり思って

いましたが、あまりにも長い間ダークピープ

ルや「紫ピラミッド」に支配され続けてきた

ために、自由になるという事が理解できない

でいるようです。」 

 

「創造主よ、地球の人々はスピリチュアルな

世界が全く見えない為に、自分に起こってい

る変化に気付くことができません。 

地球人にしてみれば「6 大天使による光のピ

ラミッド」を受ける前と受けた後では、現実

世界は何も変わるわけではないので、私達が

行っていることの意味が実感できないので

す。 

もしかしたら、地球人の意識そのものが、同

じ世界にとどまるようにダークピープル達

に操作されているのではないでしょうか。」 

 

「私達もそう思い、調べてみたのですが、そ

のような形跡はもう見つかりませんでした。 

地球人が自らの意思で、今までの世界に残る

ことを決めているようです。 

私達は、そのような人の中から少しでも多く、

光の世界に行く人々を見つけ出して助けて

あげなければなりませんが、その作業は思っ

たよりも困難です。」 

 

「創造主は「6 大天使による光のピラミッド」

のアチューメントを通してまだ行いたいこ

とがあるのですか。 

そうでなければ、私達をなるべく早い時期に

光 50％以上の世界に戻してください。 

子供達に何か危険な事が起きると、これから

生まれてくる太陽種族に問題が起きてしま
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います。」 

 

「確かにそうです。 

残された課題は、捕らわれている種族達の解

放です。 

地球の創世記の頃に来たスターピープル達

が、まだ捕らわれているという情報が私達の

もとに入ってきましたので、その真偽を確か

めなければなりません。 

そしてもし、それが本当だとすれば、地球の

完全分離の前に、彼らを助けだしたいと思っ

ています。」 

 

「まだ、捕らわれたままの種族が残っている

のですか。 

それは、早く助け出さないとかわいそうです

ね、私達も探索に参加するとしましょう。」 

私達は、創造主達とそのような話しをしてい

ました。 

 

そして、私達は「6 大天使による光のピラミ

ッド」のアチューメントを行いながら、その

人の魂が捕らわれた場所に、他にも捕らわれ

たスターピープル達やまとまった種族がい

ないか探す事にしました。 

 

ある方のアチューメントの時に、一つの種族

が見つかりました。 

ここに捕えられていたスピリットは、地球人

の再生のために準備された種族でした。 

幾つかの文明の争いの後、地球人の多くが死

に絶えてしまった地球に生み出されたこの

種族は、繁殖力が強く、地球人が仲良く暮ら

すための種族として創造主から生み出され

た種族のようです。 

 

しかし、その希望は見事に打ち砕かれてしま

いました。 
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彼らがまだ大きな種族に成長する前に、闇の

創造主達に捕えられ、長い間閉じ込められて

いたようです。 

彼らは、一つの場所に集められ、身を寄せ合

って震えながら生きていました。 

 

ここから出ていくと、迫害されるとだまされ

てここに閉じ込められていたようです。 

私達は、彼らの恐怖や恐れを解き放ちました

が、人としてすぐに生きていくには難しいよ

うです。 

しばらく大天使達に預け、彼らの心を癒して

もらうことにしました。 

 

 

PART2 神聖なる水の種族の救出 

 

それから 2、3 日後の 8 月 7 日の事、恵理

さんが異常を感じます。 

誰かに自分の頭の中をスキャンされている

ような変なエネルギーを感じると訴えてき

ました。 

 

ダークピープルはこのようにして、私達の頭

の中を探り、私達やスターピープル達が何を

考え、何をしようとしているのかを探ってき

ます。 

 

私達が現在行おうとしているのは、過去に闇

の創造主やダークピープル達が捕えたスタ

ーピープル達の救出ですので、そのことの情

報を探っているようです。 

 

私は、そのダークピープルが行っている事が

気になりました。 

もしかしたら、スターピープル達を捕えてい

るグループの者達が、自分達が行っているこ

とがばれていないか、調べに来たのではない
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かと思ったのです。 

 

私はすぐにスターピープルやピカフラシュ

を呼び出して言いました。 

「恵理さんをスキャンしているダークピー

プルを、逆探知して彼らが行っていることを

調べてください。 

もしかしたら、彼らはスターピープルを捕え

て隠しているかもしれません。」 

 

スターピープル達は、恵理さんをスキャンす

るために開けられたダークピープルのゲー

トを無理やりこじ開けて向こう側に入って

いきました。 

突然スターピープルが入ってきた事に驚い

たダークピープル達はあわてて逃げ惑って

いますが、すぐに捕まってしまいました。 

 

そして、彼らのゲートを調べると、捕えられ

ていたスターピープル達が見つかりました。 

さほど多くの数ではありませんが、非常に古

いスターピープル達のようです。 

 

私はすぐにエレナさんを呼び、このスターピ

ープル達を知っているか聞きました。 

エレナさんはしばらく仲間達とコンタクト

を取りながら調べていましたが、首を振って

こたえました。 

 

「TAKESHI さん、彼らに関係があるスター

ピープル達は、今の私達の評議会の中にはい

ないようです。 

しかし、長い間捕らわれたとはいえ、このス

ターピープルは、私達など問題にならないく

らい清らかなエネルギーと強いパワー、そし

て素晴らしい叡智をもっていることが見た

だけで分かります。 

きっとかなりレベルが高いスターピープル
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である事に間違いはないようですので、創造

主様にお聞きした方が良いのではないかと

思います。」 

 

ロッド星人達も、このスターピープルには大

きな敬意をもっているようです。 

「私達も、エレナさんの意見に賛成です。 

このスターピープルの皆さんは、私達の宇宙

のスターピープルでは比較にならないほど

の高い能力をもっていらっしゃいます。」 

 

私は、いくつかの評議会の創造主に尋ねてみ

ました。 

すると第 21 評議会の創造主が現れてくれ

ました。 

「TAKESHI さん、驚きました。 

スターピープルの中では最高クラスの位置

に属し、創造主並みの力をもっている者達で

すが、古代の地球に来ていたとは、私達も全

く知りませんでした。 

一体なにが起きたのか調べてみましょう。」 

 

第 21 評議会の創造主が調べに行っている

間に、私達はこのスターピープルと話をする

ことにしました。 

「皆さんたちは、大変優秀なスターピープル

のようですが、皆さんの事を教えてもらえま

せんか。」 

 

するとスターピープルの集合意識のような

エネルギーが私達に伝わってきます。 

「皆さん、私達を見つけてくださってありが

とうございます。 

私達は、皆さんの宇宙の中に属しているスタ

ーピープルではなく、皆さんの宇宙の創造主

の求めに応じて他の世界からやってきまし

た。 

まだ地球の人類が進化を始める前です。 
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私達は、いくつものグループに分かれ、様々

な働きを行って、地球人を進化させるために

働こうとしていたのですが、地球に来てすぐ

に、皆さんの宇宙の創造主につかまってしま

ったのです。 

私達は、私達をこの地球に呼んでくれた創造

主に助けを求めたのですが、その創造主も捕

らわれてしまったようで、私達と連絡が取れ

なくなりました。」 

 

「それで皆さんは、この地球の中に閉じ込め

られたまま、何十万年、あるいは何百万年を

過ごしたという事ですか。」 

 

「そうでしょうね。 

私達はもうすでに、皆さんのような時間感覚

はありませので、それがどれほどの長い時間

だったのか、皆さんに説明することはできま

せんが、確かに長い時間、ここに閉じ込めら

れていました。 

そして時折自分達のスピリットの一部を地

上の人間に反映させて、地上で起きてきたこ

とを見てきました。」 

 

「そうだったのですか、それは大変申し訳あ

りませんでした。 

せっかく地球の進歩のために来てくださっ

たのに、いきなり捕えられて、こんなに辛い

思いをさせてしまった事に、地球人として深

くお詫びいたします。」 

 

私は、長い間捕らわれていたこのスターピー

プルの事を考えると胸が痛くなりました。 

「それで皆さんはどのような働きをする種

族なのですか？」と私は尋ねました。 

 

「私達は水の種族と言われています。 
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水というのは、皆さんだけでなく地球に生き

る動物や植物のみならず全ての生命にとっ

て必要です。 

勿論この地球そのものが、水が無くては生存

できません。 

私達は、その水をコントロールしてうまく循

環させ、星と星に生きる生命たちの環境を維

持するようにしているのです。 

 

そして、水のエネルギーや分子を通して、生

命の遺伝子を調整して進化を促進します。 

水に関わる多くの技術や叡智を私達は保持

し、皆さんのために使用する準備をしていま

した。 

また皆さんが言うところの人々や生命体に

たいするヒーリングや浄化、意識進化にも大

きく関わります。」 

 

「そうですか、それはとても素晴らしい技術

と叡智ですね。 

皆さんのような素晴らしいスターピープル

達が、捕えられる事なくこの地球で活躍して

くださっていたなら、地球はもっと素晴らし

い星になっていたことでしょうね。 

地球人も、もうすでにアセンションしてスタ

ーピープルになっていたかもしれません。」 

 

「もちろん、私達はそれが目的でこの地球に

来たのですから、地球人達のアセンションは

きっと行われていたでしょう。 

でも皆さん、私達にはまだ仲間達がたくさん

いるのです。 

どうかその仲間達も探し出してもらえませ

んか。」 

 

私達は、その言葉にハッとしました。 

「それは申し訳ありませんでした。 

それで皆さんの仲間達はどこにいるのです



 
 

79 

か。」 

「私達にも、それが分からないのです。 

仲間達は、きっとそれぞれの場所に閉じ込め

られている事でしょう。」 

 

私達がそのような会話をしているときに第

21 評議会の創造主が戻ってきました。 

「TAKESHI さん、皆さん、ようやく事情が

分かりました。 

このスターピープル達は、地球のアセンショ

ンを担当する創造主によって地球に呼ばれ

たのですが、その創造主と共にいなくなって

しまったのです。 

この当時の歴史は意図的に消去されていま

したので、「宇宙に闇をもたらす創造主」が

関与したことに間違いはないと思います。 

 

この創造主は、とても意欲的に地球の進化の

ためのプログラムを作っていたのですが、彼

のプログラムが実現していたならば、地球は

おそらくレムリア時代よりももっと前に第

1 アセンションを経験し、レムリア時代に第

2 アセンション、そして今はさらにアセンシ

ョン度合いの高いスターピープルに、皆さん

は成長している予定でした。 

 

しかしながら、「宇宙に闇をもたらす創造主」

が天の川銀河の裏で暗躍していた事を、この

創造主は気づいておらず、捕えられて光に返

されたようです。 

そして彼の計画は、見事に覆されてしまいま

した。」 

 

「その創造主もかわいそうな事をしました

ね。 

この創造主は、これからの地球で活躍してく

れるのではないですか。 

私達の宇宙をアセンションに導く重要な創
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造主になってくれそうな気がするのですが、

彼を復活させてみたらどうでしょうか。 

そうしたらこの当時に捕まえられてしまっ

たスターピープルの事も分かるのではない

でしょうか。」 

 

創造主達はこのことについて話し合ってい

るようです。 

「TAKESHI さん、創造主を復活させるとい

うのは簡単な事ではありません。 

地球の歴史に大きな影響を与えてしまう可

能性があるからです。 

確かに、この創造主が復活するとこの当時の

事もよく分かり、地球のアセンションも大き

く進めることができるかもしれませんが、注

意深く行わなければなりません。」 

そう言って第 21 評議会の創造主は消えて

いきました。 

しかし、この大切な種族の救出に入れること

が私達にはとても嬉しく思えます。 

 

 

 

PART3 5大エレメントの種族が閉じ込め

られていた部屋 

 

翌日、私達は会社の会議に参加するために、

車で姶良市に在るイオンタウン姶良に向か

っていました。 

その途中、第 21 評議会の創造主からメッセ

ージがありました。 

 

「TAKESHI さん、創造主達の会議で、昨日

の光に返された創造主を再度復活させる事

が決まりました。 

それも、古代の時期ではなく現在の時期に復

活させるならば、地球の今までの歴史に変化

を起こさないからということで、今の時代に
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行っているアセンションを助けてもらうた

めに、この創造主を復活させます。」 

 

そのメッセージを聞いて私達はとても嬉し

くなりました。 

遥かな古代、地球をアセンションさせる事を

目的として生み出された創造主が再び私達

のもとに戻ってくるのです。 

これからの地球のアセンションも、この創造

主がサポートしてくれる事により、さらに進

むことでしょう。 

 

私達は、その夜のセッションで、昨日助け出

した「水の種族」を助け出すための活動に入

りました。 

どうやら、彼らの仲間は全部で５種族いるよ

うです。 

 

この夜のセッションは、私達と日頃から仲が

良い友人のセッションですが、すでに彼女の

中には「水の種族」の遺伝子がある事を聞か

されていましたので、種族を探すことは決し

て難しくないと思われます。 

 

私達は、彼女の「水の種族」の遺伝子をもと

に、40％台の大きな闇の中に入っていきま

した。 

様々な場所を経由して行きついたのは、おそ

らくは「紫ピラミッド」の隠された部屋のよ

うな場所です。 

 

大きな広間があり、その広間に 5 つの扉が

あり、それぞれの場所に続いているようです。 

おそらく、この 5 つの扉の奥には、それぞ

れの種族が閉じ込められていることでしょ

う。 

 

私達が近づくと、一つの扉が開きました。 
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スターピープル達はすぐにその中に入り、奥

まった場所に閉じ込められているスターピ

ープルの一団を見つけました。 

このスターピープルは、昨日見つけた「水の

種族」の仲間達でした。 

彼らはこの場所で、とても弱り切っていまし

た。 

 

次の扉も開きました。 

その扉の奥にいたのは、「火の種族」のよう

です。 

彼らは、長い間、この場所に閉じ込められて

いた事に大きな怒りをもっています。 

まるで燃え盛る炎のような怒りです。 

 

私達は、この種族もすぐに救い出して、創造

主にこの種族のエネルギーのクリアリング

をお願いしました。 

この種族は、怒りに満ち溢れていますので、

このままでは私達も手におえません。 

 

そして 3 番目の扉も開きました。 

その扉の奥にいたのは「風の種族」です。 

彼らは、動きを封じられて静かに沈黙してい

るようです。 

しかし助け出されたときに、彼らのエネルギ

ーが活性化したのか、とてもおおきな風が巻

き起こりました。 

 

私達が捕えられた諸族を助けることに気を

取られている間に、誰かが入ってきたようで

す。 

まわりを見渡すと、とてもパワフルで神聖な

力を持ったスターピープル達が、私達を見守

っています。 

今助け出された種族達ともよく似ています

が、各段素晴らしいパワーを持っているよう

です。 



 
 

83 

 

私達が、皆さんは誰ですかと、尋ねようとし

た瞬間、恵理さんの意識の中にメッセージが

入ってきました。 

 

「私は、この種族の元となった種族です。 

かつて彼らは、私達の種族の中から、地球に

派遣されていった者達です。 

彼らは、地球の物理次元に近い場所で、地球

人達を見守り指導するつもりで地球に入っ

たのですが、突然その消息を絶っていました。 

私達も長いこと探していたのですが、地球の

闇に阻まれ、彼らを探し出す事ができません

でした。 

しかし、ようやく私達の種族の仲間達が見つ

かった事を知らされ、私達も助けに来まし

た。」 

 

「あなた方はとても神々しく見えます

が・・・」と私は心の中で思いました。 

「もともとは同じ種族でしたが、彼らはとて

も長い間この場所に捕えられ、進化すること

ができませんでしたが、私達は順調に進化し

ましたので、今ではこのような姿になってい

ます。 

彼らも、地球での仕事をきちんと終え、私達

と共に活動していたならば、きっと私達と同

じ姿になっていたでしょう。」 

 

私は心の中で、この種族が地球にやってきて

くれたにもかかわらず、「宇宙に闇をもたら

す創造主」に捕えられたばかりに、種族とし

ての成長を遂げることが出来なかった事に

対して、大変申し訳なく思いました。 

 

「いえ、ご心配はいりません。 

彼らはこれからすぐに、新たな進化の道をた

どるでしょう。 
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そしてすぐに、私達と同じようなスターピー

プルになる事が出来ます。」 

 

私は、創造主にこの神々しい輝きを持ったス

ターピープル達の事を聞いてみました。 

「彼等は、創造主並みの力を持ったスターピ

ープルとして知られています。 

現在は、20 評議会以上の創造主達と共に活

躍しているはずです。 

彼らは、５つのエレメントを使って、宇宙の

創造を物理世界で行う役目のスターピープ

ル達です。」 

創造主達も、このスターピープルには一目置

いているようです。 

 

私達がそのような話をしている間にも、この

高次のスターピープルは、捕えられていた仲

間を助け出し、自分達の光で、傷付いたスピ

リットを癒しているようです。 

それはとても神々しい光景です。 

 

「TAKESHI さん、未だ開いていない扉があ

りますよ。」と誰かが言いました。 

私も我に返って見渡すと、確かにまだ２つの

扉が開いていません。 

おそらく、土の種族と木の種族が残されてい

るようです。 

私達は扉に近づき、その扉を開けようとしま

したが、他の扉のようにスムーズに開いてく

れません。 

 

私は、フレッド達に尋ねました。 

「この扉を開いて種族達を助けに行きたい

のですが、他の扉のように開かないのです

か。」 

 

フレッドは少しの間、調べています。 

「この扉は、どうも各種族の遺伝子に反応す



 
 

85 

るようです。 

TAKESHI さんは、水と風の遺伝子をもって

いますし、恵理さんは火の遺伝子をもってい

ますので、この 3 つの扉は簡単に開いたの

です。 

しかし、他の２つの扉は、それに適応する遺

伝子を持つ人が見つかった時に開くでしょ

う。」 

 

そしてこの2つの扉も開くときが来ました。 

その後のセッションで、この５大エレメント

の遺伝子を持つ人がすぐに見つかったため

です。 

私達はセッションをおこないながら、５大エ

レメントの種族が捕らわれている部屋に行

き、残されていた土と木の種族が捕えられて

いた扉を開くことが出来ました。 

 

そして５大エレメントの種族達が全て助け

出された後に、各種族のリーダーたちが一つ

になって、５大エレメントの種族全体のリー

ダーを復活させることが出来たようです。 

 

種族全体のリーダーにしてみれば、各種族の

リーダーは自分自身の一部のようなもので

す。 

各種族のリーダーが一つになることによっ

て、この５大エレメントの総リーダーが復活

するとともに、全ての種族のメンバーたちが

一つに繋がることができるようです。 

 

私は、全体のリーダーと会って話をします。 

「偉大なる種族達よ 

皆さんがせっかく地球のために来てくださ

ったのに、闇の創造主達に捕えられてしまい、

長い間不自由な思いをさせてしまった事を

深くお詫びいたします。 

皆さんの元となった種族の人達も来ていら
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っしゃるようですが、皆さんはこれからどう

しますか。 

一度、自分達の世界にお戻りになりますか。」 

 

リーダーは、私達に向かって深くお辞儀をす

ると、 

「TAKESHI さん、そして皆さん、私達の種

族の者達を助け出して頂き大変ありがとう

ございます。 

これは私達の不注意で起こした事ですので、

皆さんが謝罪する必要はありません。 

私達は、元の種族の者とも相談いたしました

が、当面地球に残る事にします。 

現在の地球の状況を見ましたら、私達が持っ

ていた技術を悪用して、スターピープルをダ

ークピープルに変えたり、新たなダークピー

プルを生み出したりしていることが分かり

ました。 

 

そして地球人の遺伝子に操作を加え、地球人

がスターピープルに進化できないようにし

ているようです。 

おそらく私達でなければ、解決できない問題

も沢山あるようです。 

私達は、それらの問題を全て解決するまで、

この地球に残り働きたいと思っています。 

そして、私達の力が及ばない時は、私達の種

族の者が手助けてしてくれる事になりまし

た。 

どうか皆さん、宜しくお願いします。」 

 

私達はこれほど素晴らしい能力と資質を持

つスターピープルが一緒に働く事になって

くれて大変うれしく思います。 

私達は、彼らの種族に「ホーリーエレメント」

という名前を付け、リーダーをホーリーと呼

ばせてもらうことにしました。 
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それからというもの、私達のセッションにも

ホーリーたちは必ず参加して、セッションを

受けてくださった方の遺伝子を修復すると

共に、その方に関係のある人々に入っていき、

多くの人の遺伝子の修復を行っているよう

です。 

 

彼らは、第８評議会レベルの能力と資質をも

っていますが、物理世界にも関わることがで

きる特殊なスターピープルですので、私達に

とっては、なくてはならない大切な仲間とな

っていったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

88 

PART１ ホーリーエレメント族のメッセ

ージ 

 

私は、ホーリーエレメントたちの事を詳しく

知るために、リーダーである「ホーリー」に、

種族の事を詳しく教えてくれるようにお願

いしました。 

そして、その夜「ホーリー」が、私のもとに

現れて彼らの種族について非常に詳しい情

報を教えてくれました。 

 

〇「ホーリーエレメント」の種族の事 

 

私達ホーリーの種族についての話をしてい

きましょう。 

私達ホーリーエレメントのスターピープル

達は、かねてより創造主とともに、宇宙に存

在する星々やその星の環境、及びその星に生

きる多くの生命達を生み出し育てることが

主な役割です。 

私達もかつては、一つの星の中にうみだされ、

偉大なスターピープルや創造主達の指導を

受けて成長してきました。 

 

私達は作られた時点から、創造主の働きを助

け、生命の創造と進化に関わるようにプログ

ラムされていたために、創造主達の力や資質

などを、他のスターピープル達に比べたくさ

ん持っていました。 

 

私達は、ある程度のところまで進化すると、

いくつかの特質に基づいて５つのグループ

第７章 ホーリーエレメント

族の秘密 
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に分かれました。 

それが、５エレメント・スターピープルのも

ととなったのです。 

この５エレメントというのは、エネルギーの

質に関わる分類です。 

皆さんが住む地球では、私達のエネルギーの

本質を区分するのには最適な言葉ですが、私

達のすべてを言い表しているわけではあり

ません。 

 

これから私達の概念に基づいて、ホーリーエ

レメントの種族の話をしたいと思います。 

まずホーリーエレメントの成り立ちですが、

私達は５つのエレメントごとに分かれて活

動しています。 

 

私達の姿は皆さんにはわかりやすいように

個別のスターピープルの形をとっています

が、本来は同じ意識を持つ連続体です。 

外見上は別々に見えても私達の意識はエレ

メントごとに一つにつながっています。 

そして、お互いの役目が決められていて、そ

の役目に応じた仕事を行っています。 

 

私達の本当の姿は、皆さんの言葉でいうなら

ば「意志を持った光」ですが、地球の物理世

界と関わるために、半物理的な肉体を持って、

地球人と物理世界で接触ができるようにし

ています。 

 

私達が今回行うべきことの中心は、地球人の

遺伝子の修正ですので、地球人のスピリチュ

アルレベルと物理的な肉体レベルの両方に

関われるような状態に私達はなっています。 

 

今まで、私達は「宇宙に闇をもたらす創造主」

や「闇の創造主」の力によって、自分達の自

由を奪われ、私達のスピリットと半物理的な
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肉体は拘束されていました。 

そして彼らの計画により、私達のスピリット

は細かく分けられ、地球人のスピリットと共

に転生を余儀なくされていました。 

 

そして私達の遺伝子の一部が地球人に引き

継がれていたのです。 

これは、ダークピープルや闇の創造主達が、

私達の知識や能力、技術を盗み出し悪用する

ために、このような状態に私達を置いたので

す。 

私達のスピリットを特別な場所に捕えてお

きながら、その一部を物理世界に転生させ、

ダークピープル達によって、私達は管理され

続けてきたのです。 

 

闇の創造主達は、私達の集合意識が一つにつ

ながらないように、私達のスピリットを細か

く分断し、地球人の中に埋め込んでいったの

かもしれません。 

 

私達は、細かく分断された意識では何もする

ことができず、孤独と戦っていました。 

かろうじて、私達の各エレメントのリーダー

たちとは意識が繋がっていたのですが、圧倒

的なダークピープル達の力により、リーダー

とのコンタクトも思うようにはできません

でした。 

 

しかし、今回皆さんによって、私達のスピリ

ット達が、ダークピープルや闇の創造主の牢

獄から救い出されたことによって、私達は各

エレメントのリーダーを中心に、再び一つの

連続体として統合されることになりました。 

 

そして、５つのエレメントのグループがそれ

ぞれ統合される事によって、さらに５つのエ

レメントの連続体を統合するための象徴で
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ある「ホーリー」が再び生み出されました。 

 

「ホーリー」は５つのエレメントのリーダー

の統合体でもありますので、すべてのエレメ

ントの力を持っています。 

 

そして「ホーリー」は、もともとの「ホーリ

ーエレメント」の種族とも深くつながってい

ます。 

私達は、私達のリーダーでもある「ホーリー」

の一部でもありますが、「ホーリー」そのも

のも「ホーリーエレメント」という種族の一

部でもあります。 

 

私達は、「ホーリーエレメント」の種族全体

に比べれば、その小さな一部にしかすぎませ

ん。 

はるかな昔に、「ホーリーエレメント」の中

から、一つのグループが選ばれ、皆さんの宇

宙である地球に送られたのです。 

私達は、地球に降り立ってしばらくすると闇

の創造主にとらえられてしまったために、私

達の進化はそこで止まってしまいましたが、

私達が属していた「ホーリーエレメント」の

種族自体は、その後も飛躍的な進化を遂げ、

第 23 評議会の創造主とともに仕事をする

最高レベルのスターピープルになりました。 

 

しかしながら、私達のように、いくつかの宇

宙や星々に派遣された者の中には、私達と同

じように「闇の創造主」に捕えられ、進化が

遅れている者達もいます。 

 

皆さんがかつて「創造主大戦争」の影響で捕

えられた５大エレメントのスターピープル

達を解放していただいたことがありますが、

この時助けていただいた者達も「ホーリーエ

レメント」の種族の仲間達です。 
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私達は、いくつもの次元や世界に「ホーリー

エレメント」に関わるスターピープルの種族

を配置しています。 

私達は、ある宇宙の創造や進化に携わる時に

は、その宇宙や星々で十分な活動ができるよ

うに、あえて私達の遺伝子を変化させて、そ

の宇宙や星々に合わせた形態をとってきま

した。 

そしてその形態を保つために、自分達の進化

や成長をわざと見送ってきたこともありま

す。 

 

そうなると、同じ「ホーリーエレメント」の

種族中でも、いくつもの異なるレベルの「ホ

ーリーエレメント」達が出来上がってくるこ

とになります。 

しかし、そのことは、私達にとって決して不

都合なことではありません。 

むしろ「ホーリーエレメント」の多様性を認

めるものでもあります。 

 

私達は、この地球に長い間、閉じ込められて

いましたので、私達がこの地球にやってきた

ときと同じアセンション・レベルを保ち、長

い間進化する事ができませんでした。 

私達は、一度本来の「ホーリーエレメント」

のもとに戻る事も考えましたが、この地球を

見渡してみると、私達が地球人にもたらそう

と思っていた多くの技術がダークピープル

によって悪用され、様々なダークピープル達

が生み出されたり、地球人の遺伝子が変容さ

れてスターピープルとは程遠い存在に変え

られていました。 

 

私達は、自分達の技術が悪用され、私達が全

く意図していなかった世界が出来上がって

しまっている事に大変なショックを覚えて
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しまいました。 

 

本来は地球人をスターピープルに進化させ

るための技術だったのですが、全く逆の結果

を生み出し、地球人はアセンションどころか、

どんどん闇が深い世界に引きずり込まれて

しまいました。 

 

私達がここで元の種族のもとに帰ってしま

ったのでは、あまりにも無責任です。 

私達は、自分達が持ち込んだ技術によって意

図せずに作り上げられたダークピープルや

傷つけられ地球人の遺伝子の修正をしっか

りと行っていきたいと考えています。 

そして地球の環境を正常化し、地球人が 1

人でも多く、アセンションを行い光の世界へ

といけるように導きたいと思います。 

 

 

 

〇「ホーリーエレメント」の種族の特質 

 

次に「ホーリーエレメント」の種族の特質に

ついてお話しします。 

私達は５つのグループに分かれています。 

これは、「ホーリーエレメント」の種族の中

で５つの異なる役目をそれぞれが担ってい

るという事です。 

 

私達は、各エレメントに統合された意識の中

にいますが、それぞれのエレメントも「ホー

リー」によって一つの意識に統合されていま

すので、「ホーリーエレメント」に属するす

べての者は、大きな一つの意識の中に含まれ

ることになります。 

そのために、私達は時々役目を変えて異なる

エレメントのグループに変わることもあり

ます。 
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〇水のホーリーエレメント 

 

５つのグループは、皆さんの言葉にするなら

ば、「水」「火」「土」「風」「木」というエレ

メントに分類されます。 

「水」のエレメントに特徴的な役目は「進化」

です。 

「水」のエレメントに属するもの達は、「水」

と呼ばれるエネルギーや働きを使って地球

の環境を整えます。 

 

そして水を主な主成分とする多くの生命た

ちの創造と成長に大きく関わる事になるの

です。 

私達は、最初水の中に多くの有機体や生命体

を生み出し、海の力を使ってその生命達を進

化させていきます。 

そしてやがて、海の中に生きていた生命達は

さらなる進化を遂げ、陸に上がると、地上で

の繁殖と進化を遂げていきます。 

 

「水」のエレメントに属する者達は、生命た

ちの遺伝子を生み出し、スピリチュアルレベ

ルと物理レベルにおいて操作を行い進化さ

せていくのです。 

しかしそれだけではなく皆さんの中にある

水の分子を使い、皆さんの体が正常化してい

くように働きかけることもできます。 

 

また水のエレメントを持つ者達は、地球の環

境や地球を含む太陽系の環境に関してもそ

れらを適切に維持するためのシステムを持

っています。 

私達はこの地球をある程度進化をさせるた

めには地球の環境そのものを整えなければ

ならないと考えています。 
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そのために地球を含む太陽系そのもののエ

ネルギーを適切なものに保つために、地球を

含む太陽系の惑星たちの配置や重力の干渉

あるいは太陽からもたらされる光線の量な

ども適切に修正してきました。 

 

水のエレメントに属する者達はとても深い

技術と天文学的な知識そして恒星や惑星を

適正な状態に保つための技術や能力を持っ

ています。 

これは私達ホーリーエレメントにとっては

最も神聖なる技術です。 

 

また水のエレメントを持つ者達は、地球の中

におけるシャーマニックな存在を作り出す

事も行ってきました。 

シャーマニックな存在というのは自分自身

が光の柱となり、地球と人間そして宇宙の高

次元のエネルギーを一つに繋ぐ者達のこと

です。 

 

シャーマニックな存在というのは自分自身

を天と地をつなぐ存在として位置づけます。 

この存在達がいることによって地球は常に

高次のエネルギーを受け取ることができる

ようになります。 

そして地球というものは素晴らしい光の星

へと変わっていくことができるのです。 

 

 

〇火のホーリーエレメント 

 

火のホーリーエレメントたちの働きを説明

いたしましょう。 

火のエレメント達は主に生命の活力、生命の

源、生命のエネルギーに深く関わっています。 

皆さんがこの地球上で活動し生きているの
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はまさにこの火のエネルギーによるもので

す。 

 

皆さんは火のエネルギーを体の内部に持つ

事によって、体を温め、新陳代謝を行い、食

べる物からエネルギーを生み出して自分自

身の体を育てています。 

 

火のエネルギーは太陽の光エネルギーとも

深く関係しています。 

なぜなら太陽の光の源は太陽の燃え盛る炎

であるからです。 

太陽は火のエネルギーの塊ともいえるでし

ょう。 

 

火のホーリーエレメントは、太陽のエネルギ

ーを地球上で活かすという事を主に行いま

す。 

地球を暖め、地球に生きる物達に火のエネル

ギーを与える事で生命力を高めているので

す。 

 

そして火のホーリーエレメント達は地球の

人々にとっても大切なものを生み出しまし

た。 

それは感情と呼ばれるものです。 

地球人達は感情を持つことによって成長し

進化してきました。 

 

その感情というのは主に自分自身が成長す

ることへの喜びや好奇心、そして人々を愛す

る喜びなどにつながれていくはずでした。 

火のホーリーエレメント達は地球人の感情

を愛に溢れるものにする予定でした。 

 

しかしながらダークピープル達によって、こ

の部分が大きく変えられてしまい、火のエネ

ルギーは怒りや憎しみ、恐怖あるいは攻撃性
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などを生み出す原動力となってしまったの

です。 

火によって作り上げられた感情はとても大

きく、莫大なパワーを持ちます。 

 

このパワーを、悪い方向に利用された事によ

って、地球人は地球の中に大きな争いや戦争

を生み出してしまったのです。 

私達にとって最も大きな失敗は、この感情を

怒りや憎しみのために使われてしまった事

です。 

本来であれば人を愛する事や喜びを感じる

ために存在する感情が、人を憎みそして怒り

を引き起こし、お互いを傷つけ合うような負

の感情に変えられてしまった事です。 

火のホーリーエレメントたちは特にこのこ

とを修正したいと願っておりました。 

 

また火のホーリーエレメント達の特徴とし

ては、地球人の種族達を速やかに成長させる

という働きもありました。 

水と火というのはとても異なるような要素

に皆さんは思えるかもしれません。 

 

しかしながら火によって水が沸騰させられ

湯気に変わるように、火の力が水に加わるこ

とによって水の働きはとても大きな力を持

ちます。 

水と火のエネルギーが共に働く事によって、

地球人は通常かかる時間よりもさらに短い

時間で進化していくことができるのです。 

 

火というのはとても大きな変容の力を持っ

ています。 

人の意識を大きく変えるのもこの火の力に

よるものです。 

しかし、火のエネルギーは地球人を進化させ

るのではなく、地球人のネガティブな感情を
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どんどん湧きをこさせるために利用されて

きました。 

 

 

〇土のホーリーエレメント 

 

次に土のホーリーエレメントの働きをご説

明いたします。 

土のエレメントというのは地球でもそうで

すが、植物や動物達を成長させるために重要

な役目を持っています。 

 

土のエレメントは土の中に種を宿した植物

が、土から栄養を受け取り、芽を出して成長

し、花を咲かせ、そして実を実らせるように

地球の様々な生命達を成長させていきます。 

さらに土のエレメント達はその植物を実ら

せ繁殖させる事で、植物達を地球上に増やし

ていくという働きも行っています。 

 

土のホーリーエレメント達によって地球上

はとても豊かな自然を作り上げることがで

きました。 

ダークピープル達もこの働きに関してはあ

まり干渉しませんでしたので、土のエレメン

トのスターピープル達はこの地球を守るた

めに一生懸命働きました。 

そして地球を豊かな自然あふれる星に変え

ていったのです。 

 

土のエレメント達は、人間達や多くの動物や

植物達を保護し育成する働きを持っていま

したが、ダークピープル達の手によって、土

のホーリーエレメント達は人間を保護し育

成する力を奪われてしまいました。 

 

人間を育てそして生殖させることで人間を

増やすということは土のエレメント達は十
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分に行わせてもらったのですが、その地球の

人達が安らかに暮らす事、自分達の理想や目

的に沿って暮らす事に関してはとても大き

な制限をかけられてしまいました。 

 

そのために地球人達は力を持った権力者に

よって支配と搾取を受け、様々な辛い思いを

することになってしまったのです。 

土のホーリーエレメント達はその事を解決

したいと願っています。 

本当に自分達の豊かな愛で地球の人々達を

見守り、そして進化していく様子を見たいと

願っているのです。 

 

土のホーリーエレメント達は火のホーリー

エレメント達と協力しあって地球の火山や

マグマの動きも管理しています。 

もし彼らが力を発揮する事がなければ、地球

はとても冷えた星になってしまうことでし

ょう。 

そうすると地球というのは生命を生み出す

事もできなくなりますし、冷たい氷河に閉ざ

された星になってしまいます。 

 

土のホーリーエレメント達と火のホーリー

エレメント達は協力して、この地球が生命達

が生きるにふさわしい世界となるように努

力してきたのです。 

 

 

〇風のホーリーエレメント 

 

風のホーリーエレメント達は、地球人に自由

でそして優れた発想力やアイデアあるいは

芸術性、創造性などを与えます。 

これは地球人が進化していくためにはなく

てはならない特性です。 

地球人達が様々な夢や希望を思い描き、そし
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てそのために努力していく事によって地球

人は大きく進化していく事ができるのです。 

 

また風のホーリーエレメント達は、多くの存

在達のコミュニケーション能力についても

大きく関わっています。 

今皆さんがお互いに話をしたり、あるいはお

互いに協力関係を作って仕事をしたりする

のも、風のホーリーエレメント達の働きです。 

 

風のホーリーエレメント達は最終的にはテ

レパシーのような言語を使わない方法、お互

いの感覚やお互いのエネルギーによるコミ

ュニケーションの方法を作ろうとしました。 

多くのスターピープル達が、異なる種族同士

で話しをする時には、もうすでに言語という

ものを使いません。 

 

ある程度進化したスターピープル達は、お互

いのテレパシー能力というものを発揮して

お互いが間違う事なくコミュニケーション

をとるように行っているのです。 

 

本来であれば地球人にもそのような能力を

授けたいと風のエレメント達は働いていま

したが、その能力が身につく事によって地球

人達は嘘や偽りを言えない状態になります。 

 

自分の心の中の本心がお互いにすぐわかる

ようになってしまうのです。 

そうなってしまうとダークピープル達が地

球人を支配する事は困難になります。 

 

現在、皆さんの世界がそうであるように、そ

の人が本当に考えている事と言っている言

葉とが違うという状態の方が、ダークピープ

ル達は皆さんを支配するのにはとても便利

なのです。 
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風のホーリーエレメント達はその事をとて

も悲しく思っていました。 

 

自分達の働きが足りなかったばかりに、地球

人達は言葉によるコミュニケーション方法、

嘘や偽りが通用するようなコミュニケーシ

ョン方法をとるようになってしまったので

す。 

 

風のホーリーエレメント達の他の働きにつ

いてもお知らせしましょう。 

それは、皆さんの感情や皆さんのネガティブ

なエネルギーを綺麗に浄化するという働き

です。 

 

これはまるで台風が過ぎ去った後、とても綺

麗な青空が広がり空気が清々しく感じられ

るように、この地球の中にあるネガティブな

エネルギーや皆さんの心の中にあるネガテ

ィブなエネルギーを風のホーリーエレメン

ト達は浄化する事ができます。 

 

もし風のエレメント達が正常な状態であれ

ば、この地球もそうですが皆さんの心の中に

あるネガティブな感情やネガティブなエネ

ルギーはここまで大きくならなかったでし

ょう。 

 

そして風のエレメント達が自由に活動でき

たならば、皆さんの心の中には素晴らしい創

造性や芸術性、夢や希望が満ち溢れていた事

でしょう。 

このエネルギーというのは、皆さんがスター

ピープルに進化するためにはなくてはなら

ないものです。 

自分の現状をどのように変えて行くのか、自

分がどのような人生を生きていくのか、その

ような事をしっかりと考える働きは、風のエ
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ネルギーによるものです。 

 

ダークピープル達はこの働きを地球人から

奪いました。 

風のホーリーエレメント達を閉じ込める事

によって、この風のホーリーエレメント達の

最も大切な働きを地球人に与えないように

したのです。 

そして地球人が想像力を失いダークピープ

ル達の支配を受けるようにしてしまったの

です。 

 

風のホーリーエレメント達はまずこの事を

修正したいと言っていました。 

人間としての創造性や自由それは地球人本

来の遺伝子の中にあったのですが、その遺伝

子も傷つけられてしまったからです。 

風のエレメント達の働きはこの遺伝子の修

復です。 

 

 

〇木のホーリーエレメント達 

 

木のホーリーエレメント達の働きをご紹介

いたします。 

木のホーリーエレメント達は樹木を成長さ

せ、多くの食べ物をみなさんに分かち合うよ

うにします。 

 

樹木というのは周りの環境もきれいにしま

す。 

そして根を張る事によって土を耕し多くの

生命等を養います。 

樹木の働きというのは愛そのものです。 

樹木は宇宙の根源の愛と深く繋がっていま

す。 

宇宙の根源の愛のエネルギーをそこに抱い

ていると言っても過言ではありません。 
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地球人は大きな樹木に抱かれた時に、とても

大きな安らぎを感じます。 

そして樹木に抱かれる事によって、地球人は

自分の体のエネルギーを浄化してしっかり

としたバランスのとれたものにする事がで

きるのです。 

 

これもまさに愛の働きです。 

樹木はこの地球に愛を届ける存在であり、地

球に生きる全ての者達を宇宙の根源の愛と

つなぐ働きを持っています。 

 

地球人がスターピープルに育っていくため

に最も大切な要素は愛です。 

それも他人から何かを奪う愛、他人を束縛す

るための愛ではありません。 

 

樹木のように自分は何も求めず与える愛。 

相手を思いやり、そして優しさを分かち合う

愛。 

この事がなければ地球人はスターピープル

として進化する事はできないのです。 

 

しかしながらこの木のホーリーエレメント

達が捕まった事によって、地球人は自分の中

にある本当の愛を見失ってしまうようにな

りました。 

 

地球人は無償の愛、宇宙の根源の愛を分かち

合う事をせず、お互いから奪い合う事、お互

いを束縛し合う事を行いました。 

地球人が進化できなかった最大の理由はこ

こにあります。 

 

お互いを思いやるのではなく、お互いから奪

い合う事、そしてお互いを束縛し合う事、自

分が愛するもののために他の者達から奪う
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事。 

地球人はそのような間違えた愛によって、多

くの戦争や殺し合い、奪い合い、差別し合う

事、搾取する事を行ってきました。 

地球の歴史はまさに奪い合う事によって作

り上げられた歴史となってしまったのです。 

 

木のホーリーエレメント達はこの事をとて

も悲しく思っていました。 

自分達が捕らわれ、自由を奪われたばかりに、

地球人達は本当の愛に目覚める事ができな

かったのです。 

 

木のホーリーエレメント達はダークピープ

ルによって傷つけられた愛の遺伝子の修復

を行いたいと願っています。 

そして地球人に本当の愛を知らしめる事、地

球人が本当の愛を実現する事を木のホーリ

ーエレメント達はこれから行いたいと願っ

ているのです。 

 

これで五つのエレメントの働き、そして彼ら

の目的について皆さんにご紹介いたしまし

た。 

私達は、長い年月を囚われたまま過ごしてき

ました。 

しかし皆さんによって、私達は解放され、そ

して私達の本来の種族の者達も私達の事を

応援するために来てくれました。 

 

私達は自分達の源であるホーリーエレメン

トの種族によって自分達自身を癒し、そして

本来の能力を回復しました。 

もちろんこの今の状況を解決するためには

私達の力だけでは足りません。 

私達の種族の中でも、もっとも進化したホー

リーエレメント達も、私達の仕事を手伝って

くれるために来てくれました。 
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そして皆さんのお力も借りて、私達はもう一

度自分達のやるべき事をこの地球で行いた

いと願っているのです。 

 

2018 年 8 月 12 日  

ホーリーエレメントのリーダー 「ホーリー」 
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PART1 子どもとシェンロン（神龍）を繋

ぐコードの謎 

 

「６大天使による光のピラミッド」のセッシ

ョンをやり続ける中で、恵理さんの体やお腹

の子供にもさまざまな影響が出てきたよう

です。 

恵理さんも、妊娠中期の頃から、寝ていると

きに足が引きつることが多くなり、お腹の張

りも強くなって張り止めの薬が手放せなく

なってしまいました。 

 

ネガティブなエネルギーやダークピープル

からのサイキックアタックを受けた時やダ

ークドラゴン達が暴れているときはさらに

ひどくなります。 

 

私達の家族は、守護のためのシェンロン（神

龍）をもっていますが、地球上でダークドラ

ゴンが暴れ始めると、ダークドラゴン達を鎮

めるために、自分達の身を犠牲にして彼らと

戦います。 

また地球のコアやエネルギーを守り、地震や

火山噴火を抑えるのも、地球のシェンロン

（神龍）や光のドラゴン達の役目です。 

 

しかし、ダークドラゴンとダークピープルは、

特殊な機械なども使用しながら地球のコア

を攻撃し、世界各地で地震や火山噴火、大洪

水などを引き起こそうとしています。 

 

そのような時は、地球人に大きな被害が出な

第８章 未来から来た

種族と闇の創造主 
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いように、一生懸命防御を行いますので、シ

ェンロン（神龍）や光のドラゴン達も大きな

痛手を負ってしまいます。 

 

私達は、お腹の中にいる子供にいつも大きな

ダメージが与えられるので、子供と関係があ

るコードが、恵理さんのお腹や足に隠されて

いないか、スターピープル達に調べてもらう

ことにしました。 

 

するとやはりお腹の中の子供と彼女のシェ

ンロン（神龍）を繋いでいるコードが見つか

りました。 

このコードによって、子供のシェンロン（神

龍）がダメージを受けた時に、恵理さんの体

を通して子供にもダメージが来ているよう

です。 

 

スターピープル達は次のように報告してき

ました。 

「恵理さんのお腹の中にいるお子様は、シェ

ンロン（神龍）のスピリットを持ち、地球の

光のドラゴン達を束ね、新しい光の世界を守

護することが役目ですので、まだ生まれる前

から、地球を守るために、皆さんのシェンロ

ン（神龍）と一緒になって働いているのです。 

しかしまだ、人間としての肉体もしっかりで

きていないので、私達スターピープル達が防

御をしてもそのダメージを受けてしまいま

す。 

それが、お腹の張りや足の引きつりとなって

表れているのでしょう。」 

 

私は、このままでは子供に大きなダメージが

及ぶ可能性があるために、そのコードを取り

外すことが出来ないか、聞いてみました。 

 

するとスターピープルはこのように言いま
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す。 

「これは、シェンロン（神龍）と子供を繋ぐ

大事なコードですから取り外すことはでき

ません。 

シェンロン（神龍）に与えられる攻撃を少な

くして、ダメージを減らすことが最善だと思

われます。」 

 

確かにそうかもしれませんが、おそらく、こ

のコードには隠された秘密があるはずです。 

私は自分の意識をコードに向けて、このコー

ドを調べます。 

 

確かに、お腹の中にいる子供とシェンロン

（神龍）が繋がれているようですが、そのほ

かにももう一本、このコードに入り込んでい

るコードが見つかりました。 

細くて目立たない色のコードですので、スタ

ーピープル達が見落としているのかもしれ

ません。 

 

「スターピープルよ、私の意識と同調して、

このコードに繋がっているもう一本のコー

ドがどこから来ているのか、すぐに調べてく

ださい。」 

私の声に驚いたスターピープル達が直ぐに、

私の意識を通して、このコードの出所を探し

に行きました。 

 

「TAKESHI さん、見つかりました。 

このコードの先には、ブラックドラゴン達の

世界がありました。 

本当に私達が見逃していたばかりに、変なエ

ネルギーが恵理さんとお子様に流れ込んで

しまいました。 

本当に申し訳ありません。」スターピープル

は申し訳なそうに謝ります。 
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「わかりました、それではスターピープルと

大天使達でこのコードを分離してください。 

そしてブラックドラゴン達は創造主にお願

いして処理してもらってください。」 

ブラックドラゴン達は、常に恵理さんのお腹

の中にネガティブなエネルギーを流し込む

ことで、子供の成長を妨害しようとしたよう

です。 

 

 

 

PART2 未来から来た恵理さんの種族の

救出 

 

お腹の子供とシェンロン（神龍）を繋ぐコー

ドを探す過程で、私達はもう一つのコードを

探し出しました。 

そのコードは恵理さんの体に大蛇のように

巻き付いたコードでした。 

これだけ大きなコードが、恵理さんの体に残

っていたのですが、私達は今まで、このコー

ドを見つけることができませんでした。 

 

このコードが見つかったのは、「６大天使に

よる光のピラミッド」のセッションで、私達

に長い間関わっていた人から、今まで見たこ

ともないダークピープルが見つかった直後

でした。 

 

私達が行うセッションを通して、人々の遺伝

子の修正をホーリーエレメント族が行って

いた時に、その人の意識にぴったりと張り付

くように存在していたダークピープルを見

つけたのです。 

そのダークピープル達は、地球で生まれたダ

ークピープルではなく、他の宇宙から連れて

こられたダークピープルのようです。 
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「TAKESHI さん、このダークピープルの遺

伝子は、地球の物とは異なるようですので、

きっと「宇宙に闇をもたらす創造主」によっ

て連れてこられたダークピープルだと思い

ます。 

このダークピープルの遺伝子を見ても、今ま

でのダークピープルとは異なり、様々な世界

のダークピープルの遺伝子が埋め込まれて

いるようです。 

 

彼らは、完全に人々の意識をコントロールし

ています。 

このダークピープルに操られた人が、

TAKESHI さん達の身近にいたという事は、

TAKESHI さん達の動きを探ったり、恵理さ

んの能力を制限するためにいたと思われま

す。 

今見つかったコードもこのダークピープル

達が隠していたために見つける事ができな

かった可能性があります。」 

 

私達は次から次と出てくるダークピープル

達の罠にうんざりしています。 

どれだけ多くのダークピープルや闇の創造

主の罠を解決していけばよいのでしょうか。 

私達は、ホーリー達にこのコードを取り外し

てくれるようお願いしました。 

 

しばらくするとホーリーたちがやってきて

困り顔で言います。 

「TAKESHI さん、恵理さん、このコードは

思ったよりも厄介です。 

あまりにも複雑すぎて、このコードを解読す

るにも時間がかかります。 

創造主とも相談しているのですが、とても大

きな妨害が働いていて解決できないのです。」 

 

このホーリー達が困るぐらいですから、かな
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り厄介なコードであることは間違いないで

しょう。 

私達はこのコードがいったいどこから来て

いるのか、このコードに対して闇の創造主が

仕掛けをしていないのか調べる事にしまし

た。 

 

私達はスターピープルとピカフラッシュに

頼んでこのコードをたどってもらいます。 

このコードは深い闇を抜け、そしていくつも

の世界を経由しながら、「紫ピラミッド」の

中心部の奥深くへと入ってきました。 

私達も用心しながら進んで行きます。 

 

そして私達がたどり着いたその先に、闇の中

に閉ざされた一つの空間が見つかりました。 

その空間の中にはさほど多くない数ですが、

ひとつの種族が閉じ込められていました。 

太陽種族のフレッドがこの種族を調べてい

て驚きの声をあげています。 

 

「恵理さんと同じように、未来から今の地球

に送られてきた人達のスピリットがここに

捕らえられています。 

この人達にも、恵理さんと同じコードがつけ

られ、現実世界で生きていくことが非常に困

難になっているようです。 

そして自分達の能力が制限され、身体や精神

に大きな異常をきたしています。」 

 

私達はそのことを聞いて非常に驚きました。 

実は恵理さんは、他の人々のように地球で何

回も転生を繰り返してきた地球人ではなく、

未来から地球のアセンションのために送り

込まれた未来人なのです。 

 

そのために、他の人々では持ちえない特殊な

能力を彼女は持っています。 



 
 

112 

恵理さんは、この時期に地球のアセンション

を助け、太陽種族の子孫を残すために、その

遺伝子を持って、現代の地球に生まれてきた

のです。 

 

しかし、恵理さんと同じように、未来からこ

の地球に送られてきた人達がいるとは、私達

は考えもしませんでした。 

この種族の人達は、通常の地球人は持つこと

が出来ないサイキックな能力を持っている

ようですので、特にシャーマンや神官として

地球上に生まれる予定だったようです。 

そして、地球のアセンションを助けるための

任務をもっています。 

 

恵理さんの母方の家系も、沖縄のユタやノロ

をたくさん輩出したシャーマンの家系です。 

普通の人には見えない世界を見て、霊的な問

題を解決する事を行う家系の一人として、恵

理さんは生まれ育てられましたので、彼女は

自分の能力をしっかりと発揮することがで

きるようになったのです。 

 

しかし、このコードは恵理さんの家系の人達

にもつけられていたようです。 

特別な能力を持っている恵理さんの家系の

女性達は、同じ原因不明の病気によって、全

身がマヒして体が動かなくなってしまった

人達が何人もいます。 

彼女たちは自分の持っている能力を奪われ、

現実世界で生きる事に大変な苦労を強いら

れているのです。 

 

恵理さんもすでに 10 代の時に、全身がマヒ

する病気が発症したり、突然の癌で死を宣告

されたりしましたが、大天使やスターピープ

ル達の力添えで、癌や原因不明の病気を乗り

越えて活躍しているのです。 
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未来から来た種族の人達が、このような場所

に捕らわれているとしたら、おそらく未来人

の目的どおり活躍できているのは、恵理さん

1 人かもしれません。 

 

彼女達の多くが捕らわれる事なく活躍して

いれば、地球のアセンションは、もっとスム

ーズに行われていたでしょう。 

しかしながら彼女達が捕えられて、この場所

に閉じ込められてしまったために、彼女達は

たとえ地上に生まれてきたとしても、自分達

の望みどおりの人生を生きる事はできない

でしょう。 

 

自分達の能力は奪われ、自分御意思で生きる

ことが困難になります。 

そのために、アセンションを成功させるため

に、恵理さん 1 人が重荷を背負うことにな

ってしまいました。 

 

そしてこのコードによって多くの人達が精

神的、肉体的に問題を起こしています。 

人には見えない世界が見える事で、他の人達

から変人扱いされ、心に異常があると思われ

て精神病院に入れられる事もあります。 

そして、この種族の人達の多くが、心と体の

病気になって命を失ってしまいました。 

 

私は恵理さんを生み出した未来の地球人達

を呼び出しました。 

彼らは時を越えてすぐに私達の元にやって

来ました。 

そして、この捕らえられている人達を見て愕

然としています。 

 

地球のアセンションを推し進めるために生

み出したにも関わらず、その目的を果たすこ

となく、この場所に閉じ込められ、世の中を
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ただ傍観している人々を見て、未来の人達は

とても悲しく思っていました。 

 

私達はこの人達を救いだすと、この場所を統

治しているダークピープルや闇の創造主の

探索を行いました。 

すると幾人ものダークピープル達が見つか

る事を恐れて、逃げ出していたことがわかり

ました。 

しかしながら、スターピープル達も、彼らの

あとを追って数人のダークピープルを捕ま

える事ができました。 

 

そしてその数人のダークピープルのスピリ

ット体から伸びているコードを辿っていく

うちに闇の創造主が１人隠れている事がわ

かりました。 

 

おそらく「宇宙に闇をもたらす創造主」に作

られた偽の創造主でしょう。 

この創造主は捉えていた種族の人達の力を

使い自分の姿を隠していたのです。 

 

その様子を見た第 23 評議会の創造主はと

ても驚いています 

あれだけ、私達の宇宙をクリアリングし偽の

創造主を探し出して処理したにも関わらず、

まだ創造主が残っていた事に対して、自分の

力が及ばなかった事を非常に残念に思って

いるようです。 

 

しかしこの創造主を捕えて光に返す事で、今

まで恵理さんの体についていたコードの力

も無効となり外す事ができるようになりま

した。 

 

この闇の創造主が捕えていた恵理さんと同

じ種族の人達も、スピリットや意識が自由と
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なり、新たに人として転生する事ができるよ

うになりました。 

また現実世界でこの捕らえられたスピリッ

トを持っていた人達は、今大変な苦しみの中

にあるかと思いますが、その苦しみや束縛か

らもやがて解放されていくことでしょう。 

 

 

 

PART3「宇宙に闇をもたらす創造主」に騙

されていた第 24 評議会の創造主 

 

私は恵理さんと同じ種族の人々が解放され

た後に、この種族を生み出した未来の人々と

話をしました。 

それは、恵理さん達の種族を作る事を決めた

創造主に、恵理さん達の種族を生みだした理

由を確認したいと思ったからです。 

「恵理さん達の種族を生み出した創造主の

ことを教えてくれませんか、私はその創造主

に会って話をしてみたいのです。」と未来の

人達に尋ねました。 

 

未来から来た人達は、私の考えている事を瞬

時に理解したようです。 

「それは「愛で統一された宇宙」の創造主様

です。 

私達は「愛で統一された宇宙」の創造主様か

ら、その光と遺伝子を頂いて、恵理さん達の

種族を生み出したのです。」と未来の人達は

答えました。 

 

私は「愛で統一された宇宙」の創造主がこの

件に関わっている事に対して、なるほどと思

いました。 

以前、恵理さんが高次元のスピリットと繋が

ることを妨害するコードを取り除いた時に、

恵理さんと繋がっていた高次の創造主は「愛
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で統一された宇宙」の創造主だったのです。 

 

私はその事を思い出して、やはりこの「愛で

統一された宇宙」の創造主に恵理さんたちは

繋がっているのだと確信を持ちました。 

 

私は恵理さんを通して、恵理さん達の種族を

生み出した創造主を呼び出しました。 

しかしおかしいことに誰も私達の呼びかけ

に応えてくれません。 

 

私達と「愛で統一された宇宙」の創造主達は、

もうすでに深く繋がっていますから、その創

造主がいればすぐに私達の呼びかけに答え

るはずなのです。 

その様子を見て未来の人達も不思議に思っ

ています。 

 

そして未来の人達の１人が私にこう言った

のです。 

「もしかして「愛で統一された宇宙」の創造

主の方が「宇宙に闇をもたらす創造主」によ

って捕らわれている可能性はありませんか。 

私達が研究段階から「宇宙に闇をもたらす創

造主」がその様子を調べていたようですから、

恵理さんの種族を作り上げるために力を尽

くした創造主にたいして妨害を行っても不

思議ではありません。」 

 

私は恵理さん達の種族が捕らえられた場所

に戻り、「愛で統一された宇宙」の創造主を

探すことにしました。 

すると深く隠されていた場所にこの種族を

生み出した創造主が捕えられていたのです。 

創造主はその輝きも失われ、自分の行動や思

考も制限されてここに隠されていたのです。 

 

私達は、第 23 評議会の創造主にお願いして、
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すぐに創造主を助け出してもらいました。 

そして「愛で統一された宇宙」の高次元の創

造主を呼び出してこの状況をお見せしたの

です。 

「愛で統一された宇宙」の創造主の中でも、

高次元に存在する創造主は、この状況を見て

驚いています。 

 

「私達の宇宙の創造主が捕えられるなんて

一体何が起きたのでしょう。 

この創造主は今でも私達の宇宙に存在して

います。 

しかしながら、捕らえられた創造主が私達の

「愛で統一された宇宙」の創造主である事に

間違いはないようです。 

私はすぐに戻って、この創造主と同じ創造主

が一体何者なのかを調べたいと思います。」 

そう言って捕えられていた創造主を連れて、

自分達の宇宙へと戻って行きました。 

 

私達もこの創造主の後を追いかけ、一緒に

「愛で統一された宇宙」へと入りました。 

高次元の創造主は、捕えられていた創造主の

ポジションにいた創造主を調べ終わると、私

達に報告してくれました。 

 

「捕えられていた創造主のポジションにい

た創造主は、偽物の創造主である事が分かり

ました。 

捕らわれていた創造主に、能力や姿、光の色

なども似せて作られたとても精巧な偽物の

創造主でした。 

皆さんのおかげで本物の創造主を取り戻す

ことが出来ました。 

有り難うございます。」 

 

偽物の創造主は捕えられていた創造主の働

きと同じような働きをしていたようです。 
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しかしながら全く同じというよりも、そこに

少しずつ闇のエネルギーを入れていくとい

う働きを、ひそかに行っていたのです。 

 

そのことによってこの創造主の周りでは、少

しずつ闇が大きくなり、「愛で統一された宇

宙」の中にもひとつの汚点ができていたよう

です。 

 

周りの創造主達は、この創造主が偽物である

とは気づいてはいないようでした。 

お互いが深い信頼で成り立っているこの宇

宙だからこそ、１人の創造主が本来とは異な

る働きをしていても何か意図があってその

ようなことしているのだろうと、他の創造主

は信頼していたのです。 

 

この創造主が本物ではない偽物だと分かっ

て「愛で統一された宇宙」は大変な騒ぎにな

りました。 

誰がこのような事をしたのだ、どのような目

的でこのような偽物を送り込んだのだ、とい

うことを創造主達は話し合っています。 

 

おそらく「宇宙に闇をもたらす創造主」が何

らかの形でこの宇宙に入り込み、本物の創造

主を捕え、その代わりに偽物の創造主を置い

たのだと思われます。 

そうすることによって「宇宙に闇をもたらす

創造主」は「愛で統一された宇宙」の計画も

全て見通すということを狙っていたのでは

ないかと思われました。 

 

私はそのことを第 23 評議会の創造主に報

告しました。 

すると第 23 評議会の創造主は非常に困っ

たような顔をして私に言いました。 

「TAKESHI さん「宇宙に闇をもたらす創造
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主」は、この「愛で統一された宇宙」には入

れないはずなのですが、どうして彼はこの宇

宙に入り創造主を捕えることができたので

しょうか？」 

 

私はそのことに驚きました。 

「「宇宙に闇をもたらす創造主」はどこにで

も入れるのではないのですか、」と私は聞き

かえしました。 

 

「TAKESHI さん、そうではないのです。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」は決められた

場所にしか入れません。 

それは私達のさらに上の創造主達が、ここの

宇宙には試練を与えよう、この宇宙には成長

するために闇を与えよう、と決めた宇宙にし

か「宇宙に闇をもたらす創造主」は入ること

ができないのです。 

 

この「愛で統一された宇宙」はもうすでに学

びを終えていますので、「宇宙に闇をもたら

す創造主」が入る必要はないのです。 

「宇宙に闇をもたらす創造主」が、この世界

に入るためにはさらに高次の創造主の手助

けが必要なのですが、いったい誰がそのよう

なことをしたのか、私は調べなければなりま

せん。」 

 

第 23 評議会の創造主が言うには、自分より

もさらに高次の創造主が「宇宙に闇をもたら

す創造主」を手助けしたのではないかという

ことでした。 

 

私達は第23評議会のさらに上にある第 24

評議会の創造主に、そのことを尋ねたらどう

かと第 23 評議会の創造主に言いました。 

 

「分かりました。 
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第 24 評議会の創造主と話をするためには

特別なルートが必要なのです。 

私は今からそのルートを辿って第 24 評議

会の創造主に会いに行きますので、しばらく

待っていてください。」 

そう言って第 23 評議会の創造主は姿を消

していきました。 

 

しばらくすると第 24 評議会の創造主が、私

達の前に姿を現してくれました。 

今、姿を表している第 24 評議会の創造主は、

私ともスピリットの光が繋がっている創造

主だということですので、私達の前に現れる

ことが出来たようです。 

 

私は第 24 評議会の創造主に尋ねました。 

「偉大なる第 24 評議会の創造主よ。 

ご覧のように「宇宙に闇をもたらす創造主」

が入ることができない「愛で統一された宇宙」

の創造主が彼によって捕えられ、代わりに偽

物の創造主が「愛で統一された宇宙」に送り

込まれていました。 

 

第 23 評議会の創造主が言うには、これは

「宇宙に闇をもたらす創造主」だけではでき

ないことなので、より高次の創造主が関わっ

ているのではないかということです。 

そのことについてあなたに心当たりがない

かを尋ねしたいと申します。」 

 

第 24 評議会の創造主は少し調べているよ

うです。 

「TAKESHI さん、この件に関しては「宇宙

に闇をもたらす創造主」を生み出した「全て

の闇を生み出す創造主」が関わっているよう

です。 

彼を呼んで話を聞いてみましょう。」 
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暫くすると、私達の前に第 24 評議会の創造

主である「全ての闇を生み出す創造主」が現

れました。 

私に何か用ですかと創造主は言いました。 

 

「偉大なる創造主よ。 

実は「宇宙に闇をもたらす創造主」が「愛で

統一された宇宙」の創造主を捕らえ、偽物を

送り込んだのです。 

彼はこの世界には入れない事になっている

のですが、この事に関してあなたが何か知っ

ていることはないか、尋ねたいと思います。」 

 

「全ての闇を生み出す創造主」はしばらく考

えながら答えました。 

「確かに「宇宙に闇をもたらす創造主」が私

の元に来て「愛で統一された宇宙」の創造主

の１人が非常に横暴な活動している。 

自分の愛を無理やり他の人々に押しつけ、そ

れによって束縛しているというような事を

言ってきました。 

 

そのために、この創造主に少しばかり学びを

行なわせたいので、この創造主のもとに私を

送ってくれませんかと頼まれたのです。 

私はそのような事であれば、その創造主に学

びを与えても良いだろうと考え、「宇宙に闇

をもたらす創造主」を「愛で統一された宇宙」

の中に入れ、この創造主のもとに送り込みま

した。 

私が行ったのはそこまでです。 

 

しかしながら、今あなた方の宇宙の様子を見

ると「宇宙に闇をもたらす創造主」が行った

事はそれだけではなさそうですね。 

私も「愛で統一された宇宙」の創造主が、長

い間捕らえられていた、という事を知って驚

きを感じています。 
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私は「宇宙に闇をもたらす創造主」を作った

創造主として、彼の働きを非常に信頼してい

ましたが、今回、地球だけでなく多くの宇宙

が、彼の行動によって闇の深い宇宙に変わっ

た事を驚きと悲しみを持って見ています。 

私も彼の言葉に騙されて、彼を「愛で統一さ

れた宇宙」の創造主のもとに送り込んでしま

ったようです。 

 

私は皆さんに対して深くお詫びを申し上げ

たいと思います。 

私も皆さんと協力して、「宇宙に闇をもたら

す創造主」が行った事の後始末を共に行いた

いと思いますので、どうかお許しください。」 

 

第 24 評議会の「全ての闇を生み出す創造主」

はとても丁寧に私達に答えてくれました。 

「いえ、私達は決してあなたの責任だとは思

っておりません。 

私達も「宇宙に闇をもたらす創造主」に騙さ

れ続けてきましたので、皆さんがそのように

おっしゃって、私達に協力してくださるだけ

でもありがたいと思います。 

どうかよろしくお願いいたします。」と私は

答えました。 

 

第 24 評議会の創造主は私のスピリットと

つながる創造主と話をしながら、私達の宇宙

の正常化に向けて努力してくださることに

なりました。 

しかしながら初めてを現れてくれた第 24

評議会の創造主の光はとても素晴らしいも

のです。 

そしてこれから私達のアセンションに対し

ても第 24 評議会の創造主の皆さんが手伝

ってくれることとなりました。 
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PART1 宗教の世界に捕らわれている地

球人のスピリット 

 

それから数日の間、私達は不思議な夢を見る

ようになりました。 

それは何かしら宗教に関わっている夢、自分

が宗教の信仰を行って苦しめられている夢

やあるいはそういった人達を見ている夢で

す。 

 

「6 大天使による光のピラミッド」のセッシ

ョンでも、その人の過去世を解き明かすと宗

教に関わっている過去世、あるいは黒魔術や

信仰などに関わっている過去世がよく出て

くるようになりました。 

 

私達は創造主にこれはどういうことですか、

何が起きているのですか、と尋ねました。 

すると創造主は、「私達は、「紫ピラミッド」

の中でも最も奥深いところにある宗教に関

わるゲートから「紫ピラミッド」の本質を探

り出しているところです。」と答えました。 

 

今まで私達のセッションでは、キリスト教な

どの大きな宗教に関わる過去世の問題はあ

まり出てこなかったのですが、この時期にな

って、人々の心の奥深くに隠されていた宗教

に関わる様々な過去世や感情の問題などが

出てくるようになったのです。 

 

「6 大天使による光のピラミッド」のセッシ

ョンを行う中で、人々の宗教に関わる過去世

第 9 章 宗教に仕掛けられた

罠 
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や現実世界の問題から、宗教の世界に捕えら

れていた人々のスピリットがたくさん見つ

かるようになりました。 

私達は、創造主と相談して、思い切って宗教

のゲートを使ってその奥深い場所に入るこ

とにしました。 

宗教のゲートというのはとても難しい問題

です。 

というのは宗教の指導者達は、すでに自分達

が闇の存在と共に働いているということを

知っているからです。 

そして特別な力やカリスマ性、人々を操る支

配力、人々の心や魂を捕える力を支配者達が、

闇の存在達から受け取る事によって、地球の

人々達の多くを支配する宗教を作り上げて

いるからです。 

 

そして地球の人達は、自ら宗教に依存するよ

うになってしまいました。 

宗教の支配者達は、人々の意識をコントロー

ルして、自分達の教団に依存させ、教団のた

めに働かせる力を得ています。 

そしてその力を使って、信仰という名前のも

とに、十字軍であるとか中南米に対する侵略

などを行って、他の国々や民族を支配して自

分達の奴隷のように使う事を自分達に許し

ているのです。 

 

このことに対して創造主やスターピープル

達は昔から疑問に感じていたようです。 

本当に地球の宗教というものが人々の進化

のために役に立ってきたのか？ 

宗教は、人々を幸福にして、人々に夢や希望

を与えているのか？ 

あるいは人々を支配し堕落させるために、そ

のカモフラージュとして宗教が使われてい

るのではないか？ 
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私達はこの宗教のゲートの奥深くに入るこ

とにしました。 

そうするとそこには多くのダークピープル

達が、地球の人達と一体化して働いています。 

ここで働いているダークピープル達も、何か

に洗脳され、そして自分達に特別な力を与え

てもらう事を喜びとして働いています。 

彼らはその力を使い、地球の人々を支配して

自分達の宗教から離れないようにしていま

す。 

 

そしていくつもの異なる宗教の世界の奥深

いところに１人の巨大なダークピープルが

居座っていました。 

私はすぐにスターピープルに、このダークピ

ープルを調べてもらいました。 

 

「TAKESHI さん、このダークピープルは、

闇の創造主達がいなくなった後、彼がその力

を使ってダークピープル達を操り、宗教組織

を維持させていたようです。 

そして、最終的には、このダークピープルが、

地球の人達を、宗教という名のもとに支配し

ているようです。 

彼はとても古いダークピープルですし、彼と

繋がっている地球人達もたくさんいます。」 

 

私達はそのダークピープルを光に帰すこと

はできませんので、ダークピープルが持って

いる特別な力を取り去ることにしてもらい

ました。 

このダークピープルは「宇宙に闇をもたらす

創造主」達の力を、まだ隠し持っていたから

です。 

 

自分の力を奪われる事に対して、ダークピー

プルは大変嫌がり、私達にサイキックアタッ

クをかけてきます。 
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このダークピープルを支援する者達もたく

さんいますので、彼らが集団でサイキックア

タックを行ってくると、すごい怒りのパワー

が私達に向かってきます。 

大天使や明王達、そしてスターピープル達に

も守ってもらいながら、そのダークピープル

から特別な力を取り去っていきます。 

 

しかし、彼らはもうすでに光 40％前半の世

界にいますので、これ以上彼らに対して私達

が手出しする事はできません。 

そして宗教の世界を支配するダークピープ

ル達は、たとえその力が少しばかり弱くなっ

たとはいえ、このまま光 40％前半の世界に

残り、地球人達を支配し続けることになるで

しょう。 

 

このことについて、創造主は私にこのように

語りました。 

「TAKESHI さん、このことは非常にむずか

しい問題を含んでいます。 

それは地球の人達が、宗教組織に力を与えて

いるのはダークピープル達や闇の存在であ

る、という事を十分に理解した上でその力を

使っているからです。 

 

地球の宗教支配者達が、ダークピープル達や

闇の存在に騙されてその力を使っているの

ならば、私達はダークピープル達や闇の存在

と宗教の支配者達を分離する事ができます。 

また宗教の支配者達を洗脳し操ったという

ことで、ダークピープル達や闇の存在等に対

して処罰を行うことができます。 

 

しかし地球人は、自分自身がカリスマ性や

人々を操作する支配力などの特別な力を得

る事を望んでいるので、あえてダークピープ

ル達の力を求めているのです。 
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そのために地球人とダークピープル達によ

って、いくつもの宗教や宗教をベースにした

政治・経済結社あるいは教育団体などの多く

の団体や組織が作られています。 

 

そしてそれらの組織を通して、ダークピープ

ルや闇の力が入り込み、その組織に属するす

べての人々の心を捕えているのです。 

これはもうすでに光40％台の世界において

は確固としたシステムです。 

 

私達は創造主といえども、このシステムを勝

手に破壊する事もそれを無に帰す事もでき

ません。 

これは、地球人の自由意思によって作り出さ

れたシステムだからです。 

私達は、彼らが行き過ぎた事をしないように

見張っている事しかできないのです。 

もちろん、光が多い世界に行く人達の魂やス

ピリットを捕えて、地球人が光の世界に行く

事を妨害するという行為に関しては、私達は

止める事はできるでしょう。 

しかし私達にできる事はこれだけです。」 

 

私はこの創造主の言葉を聞いて非常に残念

な思いがしました。 

「創造主よ、この宗教によって捕えられた人

達のスピリットはどうなるのですか。 

地球人は長い歴史の中で、何回も過去世を繰

り返し、その多くの過去生でこの宗教の問題

にとらわれています。 

今よりもさらに古い時代、十字軍や宗教によ

る侵略戦争によって傷つけられ殺されてし

まったたくさんの人々のスピリットも闇の

中にとらわれている事でしょう。」 

 

「TAKESHI さん、本当にそうです。 

私達は、救われる事を望むスピリット達をす
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べて救い出していかなければなりません。 

しかし、そのためにいくつもの宗教を細く見

ながら、その宗教ごとに捕らえられたスピリ

ット達を探し出すという作業が必要なので

す。 

 

彼らは各宗教や宗派ごとに人々の心やスピ

リットを捕える場所を作っています。 

１人の宗教指導者につき１つの世界がある

と言っても過言ではありません。 

その世界の中に多くの人達のスピリットが

捉えられていますので、私達はこれからその

スピリットたちの救出を試みたいと思って

います。 

 

助け出されることを望むスピリット達を救

出する事には、ダークピープル達たちは反対

できません。 

そしてそれらのスピリット達を救出し、地球

の人々に統合していかなければなりません。 

しかしここにも大きな問題があります。」 

創造主は、言葉を止めました。 

 

「それは地球の人々が宗教に対して大きな

依存心や希望を持っているということです。 

闇の存在が裏にいると分かっていても、分か

らなくても、地球の人々が持っている依存心

や欲望、あるいは神々に自分の希望を叶えて

ほしいという願望によって、その宗教のゲー

トに捕らわれた人々のスピリットがその場

所から出ていかないという可能性が非常に

高いのです。 

 

地球人の多くの人達がこのスピリチュアル

な世界の現状を見えるわけではありません。 

自分達が信仰している神がどのような神で

あるか、あるいは自分達を指導している宗教

者がどのような闇を抱えているか、そのこと
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に全く気づきません。 

 

そして自分が信仰している神がこの地球で

唯一最高の神である、自分達を指導している

神父や教会の人達、あるいは宗教指導者が本

当に優れた素晴らしい人達であるという風

に思い込まされているのです。 

 

そのために彼らのスピリットを解放したと

ころで、スピリットの持ち主の元に戻り統合

する事はありえないでしょう。 

私達もこれほど地球人の宗教に対する思い

や依存心が強いと思っていませんでした。 

地球人がこの宗教に捕らわれている限り、地

球人が光の世界に行く事は難しいかもしれ

ません。 

 

地球人がこのような思いや囚われから、自由

になるためにはまだまだ時間が必要です。 

私達はそれをどのように解決したらよいか、

多くの者達と共に相談しています。」 

これが地球の宗教に属している人達に対す

る創造主達の考えのようです。 

 

 

 

PART2 地球の保護区に入る人々 

 

しばらくしてアシュタールのエレナさんが

私達に報告に来ました。 

「TAKESHI さん、地球のアセンションの最

終期限は 2019 年の末まででしたが、今の

状況では、地球の人達が「宇宙に闇をもたら

す創造主」が作った罠に引っかかり、自分達

の成長もできず、愛の度数がとても低い状態

になっています。 

 

このままでは光51％以上の世界に入れる人
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達はほとんどいない、と創造主は考えたよう

です。 

光 51％以上の世界は、まもなく出来つつあ

りますが、そこに現在の地球人を迎え入れる

事はまだできないということなのです。 

 

光51％以上の世界に行く予定の人であった

としても、宗教の罠や現実世界で欲望の世界

に引きずり込まれて愛の度数が十分ではあ

りません。 

そのためにほとんどの人が光51％以上の世

界に入る事ができないのです。」 

 

私はエレナさんの言葉を聞いて、とても残念

な気持ちがしましたが、現状では仕方がない

ようです。 

 

エレナさんは続けて報告をしてくれます。 

「しかしながら、光 40％台の世界に残る

人々と同じ物理世界に、光が多い人を置いて

いたのでは、光 51％以上の世界に入る人達

の光も奪われ、ますます光が多い世界に入る

事ができなくなります。 

そのために光が多い人達を、今の物理世界か

ら一旦分離してクリアリングを行いながら、

光51％以上の世界に時間をかけて入れるこ

とを創造主は考えているようです。」 

 

私はこの言葉に少しショック覚えました。 

少し前までの計画では、2019 年の末まで

に、世界の完全分離が行われ、光 51％以上

の世界が出来上がる予定だったのですが、確

かに現在の地球人達の様子を見ても、自分の

事や自分の欲望ばかりに気を取らとられて

いて、地球の事や他人の事を考える余裕があ

まりないようです。 

 

愛の度数が足りないから光51％以上の世界
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に入れないと言われても、それをなんとかク

リアして多くの人達が光51％以上の世界に

入れるように、多くのスターピープルや大天

使達が地球の人々を導こうと働いてきたの

ですが、その努力もダークピープル達に邪魔

されて、思うように効果を出す事ができませ

んでした。 

 

しかし、もっとも大きな原因は、地球の人々

が本気で光が多い世界に行こうとしていな

い事です。 

心の中では、光が多い世界に行きたいとか、

アセンションしたいと思っていても、怒りや

憎しみの感情を手放すことができず、お金儲

けのためのヒーリングや仕事などから離れ

られない人、依存心を捨て去る事ができない

人などがたくさんいます。 

 

私達は、地球に生きている人達がすぐに 光

51％以上の世界に入れないとわかって非常

に落胆しています。 

しかしながら、創造主の皆さんが、光 51％

以上の世界に行く人のために、特別な保護区

を作ってくださり、光 40％台前半の人達と

接する機会を少なくする事によって、光を持

った人達が急速に進化し愛の度数を高める

ことができるのではないかと考えています。 
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PART1 地球を飲み込む虚無の宇宙とダ

ークピープル 

 

そのような中、私達は 8 月 20 日に行われ

るセミナーの準備を行っていました。 

以前、１人の女性がこのセミナーを受けてく

ださったのですが、自分の娘の事がとても気

になるからといって、お嬢さんを誘い、私達

のセッションやセミナーを受けてくださる

事になったのです。 

 

そのお嬢さんというのは、現在 18 歳ぐらい

の方ですが、とても無気力でやる気がなく何

か自分の意思で自分の人生を生きていく事

ができないというような状況に置かれてい

ます。 

 

私達は、彼女に対して「6 大天使による光の

ピラミッド」や大天使ハニエルのアチューメ

ント等を行いながら、彼女の状態を見ていま

したが、大天使の光も通らず、また大天使た

ちも彼女に対して自分達を受け入れてもら

えていないのでサポートすることはできな

いという事を言っていました。 

 

しかしながら何か方法があるのではないか、

彼女が無気力になっている原因が何かある

のではないかと私達はずっと調べていたの

です。 

 

するとセミナーの前日からとても大きなエ

ネルギーが私達を襲ってきました。 

第 10 章 全てを虚無に返す

宇宙とアセンションの行方 



 
 

133 

そのエネルギーは若い人達の無気力なエネ

ルギーから生まれているようですが、「自分

達をこのままにしておいてくれ、自分達に関

わらないでくれ。」というようなメッセージ

を伝えてきます。 

 

恵理さんには、多くの若者達のスピリットが

捕えられ、彼らの感情を利用して、私達にサ

イキックアタックを送ってきているような

ヴィジョンが見えています。 

 

私達が、そのヴィジョンを通して、無気力に

なっている若者達を操作している存在を探

ろうとすれば、恵理さんの頭に、とても強力

な痛みや様々なネガティブな幻想が送られ

てきます。 

しかし、そのようなサイキックアタックを押

しのけながら、捕らわれている若者達の居場

所を探し出すことにしました。 

 

スターピープル達が、彼らから送られてくる

エネルギーをもとに、様々な場所を探し回る

と、ようやく彼らの居場所が見つかりました。 

彼らは、ダークピープルが作り出した殺伐と

した地球の中に閉じ込められていました。 

 

これは私達の地球とは、少しばかり異なるパ

ラレルワールドかもしれません。 

植物も育つことがなく荒れ果てた岩肌とど

んよりとした空によって包まれた荒涼とし

た世界に、彼らの魂がたくさん捕らえられて

コントロールを受けているようです。 

 

私達はこの多くの無気力な人達の裏に、底知

れぬ力を持った闇の創造主やダークピープ

ル達がいるのではないかと考えました。 

そして、ここに捕らわれた人々をコントロー

ルしているエネルギーを辿って、彼らを操っ
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ている存在、彼らを支配ししている存在を見

つけようとしました。 

彼らが奪っているのは、地球の人々の気力だ

けでなく、地球の未来そのものだからです。 

 

私達は様々なスターピープルや大天使そし

てホーリー達の助けを借りて、この無気力な

若者達の裏にある存在やエネルギーを探し

ました。 

そして、とても巨大で赤黒いこの地球のもの

とは思えないようなダークピープルを見つ

けたのです。 

 

それは今まで会ったダークビールとは桁違

いのパワーと混沌としたエネルギーを持っ

ています。 

まるで蟻地獄のように、すべてのものを闇の

中に引きずり込み、そこから決して出しはし

ないというような恐ろしいエネルギーです。 

 

おそらく多くの若い人達がこのエネルギー

に捕らわれて、自分自身を無気力な存在、生

きる価値のない存在と思っているようです。 

私は創造主にお願いして、すぐにこのダーク

ピープルを捕えてもらいました。 

そしてホーリーたちがこのダークピープル

の事を調べています。 

 

「TAKESHI さん、このダークピープルは地

球に今まで存在していたダークピープルで

はありません。 

地球とは全く違う世界から送られてきてい

るようです。」 

「それではこのダークピープルは「宇宙に闇

をもたらす創造主」によって、彼らの世界か

ら連れてこられたのですか。」と私は尋ねま

した。 

「いえ、「宇宙に闇をもたらす創造主」のダ
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ークピープルでもないようです。」とホーリ

ーは答えます。 

 

私はこのダークピープルの裏に何があるの

か、彼がどこから来ているのか、それを調べ

るためにこのダークピープルのエネルギー

ラインを調べました。 

そうするととても大きな闇の宇宙がこのダ

ークピープルの後ろに開いていたのです。 

 

それは「宇宙に闇をもたらす創造主」が作っ

た闇よりも、さらに深い闇、混沌、カオスと

でも言うべきものです。 

そしてその中に私達の宇宙のエネルギーや

人々のスピリットがどんどん吸い込まれて

いるようなのです。 

 

私は急いで第 23 評議会の創造主にこの事

を報告しました。 

この宇宙を見た第 23 評議会の創造主はと

ても慌てた顔で言いました。 

 

「この宇宙は、闇が深くて光に返すほかはな

いという星や宇宙にゲートを開いて、その星

や宇宙を飲み込んで無に返すための宇宙な

のです。 

この宇宙が、皆さんの地球にゲートを開いて

いるのは、何かの間違いではないかと私は思

います。 

 

あるいは、誰かが意図的にこの宇宙のゲート

を開いた可能性もあります。 

この宇宙は第 24 評議会の「全ての闇を生み

出す創造主」が管理している宇宙なので、彼

に聞いてみなければなりません。」 

第 23 評議会の創造主は言いました。 

 

私はすぐに第 24 評議会の「全ての闇を生み
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出す創造主」に来てもらい、この場所を見て

もらいました。 

「全ての闇を生み出す創造主」はこの事に大

変驚いています。 

 

「確かにこの宇宙は、私が管理する宇宙です。 

そしてこの宇宙は、闇が深すぎて立ち直る事

はできない、という宇宙を光に返すための宇

宙なのですが、これがなぜこの地球に開いて

いるのか、私にも理解できません。 

すぐにこの宇宙を皆さんの宇宙から分離し、

みなさんの宇宙に影響がないようにしたい

と思います。」 

と言って 「全ての闇を生み出す創造主」は

この宇宙のゲートを閉じこの宇宙を分離し

ていきました。 

 

ホーリー種族の中でも第 23 評議会に属す

るホーリー族や高次元のスターピープル達

がすぐに降りてきて、この宇宙のエネルギー

が、私達の宇宙の中に入り込んでいる状態を

調べ、それを徹底して除去する作業に入った

ようです。 

 

そして「全ての闇を生み出す創造主」が戻っ

てきて私にこのように言いました。 

 

「どうやらこの全てを無に帰す宇宙の中に、

「宇宙に闇をもたらす創造主」の意識が入り

込んだようです。 

そして自分が光に返される前に、この宇宙の

中に自分の意識の一部を溶け込ませ、皆さん

の宇宙を、この虚無の世界へと引きずり込も

うとしたようです。 

私はこの宇宙から、「宇宙に闇をもたらす創

造主」の意思を抜き取り、純粋な虚無の宇宙

へと戻していきます。 
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これ以降、この宇宙が皆さんの宇宙と関わる

事はないと思いますのでご安心ください。 

しかしながら、私が生み出した「宇宙に闇を

もたらす創造主」がここまで闇が深くなって

いたとは、私も気づきませんでした。 

そのことをまた重ねて皆さんにお詫びした

いと思います。」 

 

私は「全ての闇を生み出す創造主」に尋ねま

した。 

「「全ての闇を生み出す創造主」よ、ご配慮

いただき大変有り難うございます。 

この虚無の宇宙が、私達の地球と繋がったま

まだと、地球はどうなるのですか。」 

 

「全ての闇を生み出す創造主」は答えてくれ

ました。 

「この虚無の宇宙が残っていたら、あなた方

の地球は先ほど見たような殺伐とした地球

になってしまいます。 

地球の人々も全て無気力となり、働く事も子

供を作る事もしませんので、どんどん人口は

減っていきます。 

自然も荒れ果て、文明自体が崩壊して、あな

た方は絶望的な未来を迎える事になるので

す。 

そしてそこに住む人がいなくなったら、その

星は活力を失い光に還ります。」 

 

私は続けて尋ねました。 

「多くの無気力の若者達が、この宇宙に捕ら

われていたようですが、この宇宙から来たダ

ークピープル達がこの若者達の心をとらえ

ていたのですか？」 

 

「残念ながらそのようです。 

この虚無の宇宙から来たダークピープル達

は、人間の意識にぴったりと張り付いて、
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人々を無気力にして判断力を全て失わせま

す。 

そして他人に依存するような生き方や夢も

希望もない生き方をするようになってしま

うのです。」 

 

私は、明日セミナーを行う女性の事を聞いて

みました。 

「それでは、私達が明日セミナーを行う女性

も、このダークピープル達が関わる事で無気

力になり、生きる夢や希望を失ったというこ

とでしょうか。」 

「それも１つの原因だと思われます。 

ほかにもいくつか原因があるようですが、こ

のダークピープルが取りつくと、様々なネガ

ティブな現象を引き寄せてしまいます。」 

 

「このダークピープル達を、彼女や多くの若

者達から分離する方法はありませんか。 

それがあれば私達のスターピープルやホー

リー達に教えていただきたいのですが。」 

と私はお願いしました。 

 

「全ての闇を生み出す創造主」は快くうなず

いて私の求めに応じてくれました。 

「分かりました。 

この事に関する情報をホーリー達に渡しま

しょう。 

もしあなたが、そのような若者達と直接会う

事ができるのならば、その時にホーリー達が

すべてを解読して、地球の若者達からこのダ

ークピープルを抜き取るための方法を見つ

け出してくれるでしょう。 

私もできる限りお手伝いいたします。」 

「全ての闇を生み出す創造主」は、そういっ

てホーリー達にこのダークピープルの情報

を与えてくれたようです。 
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幸いなことに明日この女性が私達の元に来

てセミナーを受ける事になっています。 

その女性は、私達と共に長い時間を過ごしま

すので、その間にホーリー達がこのダークピ

ープルのことを解明し、地球の若い人達から、

このダークピープルを抜き取るための仕組

みを作ってくれることでしょう。 

 

 

 

PART2 闇の創造主にコントロールされて

いた「地球の門番」 

 

セミナーが行われる中で、やはりこの「すべ

てを虚無に帰す宇宙」とその世界から来たダ

ークピープル達の問題が浮上してきました。 

セミナーを受けてくれた女性を詳しく調べ

る中で、この若者達にとりついているダーク

ピープルは、やはり地球のダークピープルで

はなく、「宇宙に闇をもたらす創造主」がい

た宇宙や他の宇宙を闇の中に陥れたダーク

ピープル達の遺伝子が組み合わされて作り

だされている事が分かったのです。 

 

このダークピープルは、ゲートを開いた星に

入り込み、その星の人々を無気力にさせ生き

る力を奪っていきます。 

そして子供を作る事や自分達の子孫を育て

る事をしなくなります。 

その結果、人口が減っていき、その星に生き

る人達は生命力を失ってその文明ごと滅び

ていくようです。 

 

そのような星はやがて廃墟となり、星自体も

生命力が奪われて荒廃してしまいます。 

そしてその恐怖の宇宙の中へとすべてが吸

収されていくのです。 

それは、「全ての闇を生み出す創造主」が言
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った通りの事でした。 

 

「宇宙に闇をもたらす創造主」は、自分がや

がて光に帰されるかもしれないと考えて、こ

の宇宙と繋がり、この宇宙のダークピープル

達を地球へ解き放っていたようです。 

 

しかし、この宇宙のダークピープルは、地球

人の意思によって繋がっているダークピー

プルではないので、ホーリー達は地球人から

分離することができると考えているようで

す。 

そして今回セミナーを受けてくれた女性を

通して、多くの若者達の中に入り、このダー

クピープルを取り除く作業に入りました。 

 

そしてセミナーを進める中で、この宇宙から

来たダークピープル達のリーダーとも呼べ

るようなダークピープルが見つかったので

す。 

そのダークピープルのリーダーは、地球のコ

アの奥深くに隠れて、地球で活躍している自

分達の仲間達を操っていたようです。 

 

そのことが判ると特殊な力を持ったスター

ピープルとホーリー、そして創造主が地球の

コアの奥深くに入っていきました。 

闇の力を使って、抵抗して逃げ惑うダークピ

ープルを創造主達はようやく取り押さえた

ようです。 

私達は、創造主二お願いして、そのダークピ

ープルのリーダーを光に返す事ができまし

た。 

 

そしてさらにもう一つ、彼女のセミナーを行

っていく中で、このダークピープルに関わっ

ていた存在が見つかりました。 

それは「地球の門番」と呼ばれる存在です。 
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「地球の門番」は、創造主に近い立場にいる

存在ですが、私達の地球の中に入ってくる種

族達を調べる働きを持っています。 

正式な許可を得て地球に入ろうとしている

のか、あるいは何か欲望を持って独断で地球

に入ろうとしているのか、ということをこの

「地球の門番」は調べます 

 

そして創造主や正式な評議会の許可がある

者達を、この地球に通します。 

しかし、正式な許可がない者達は地球に入れ

ないという働きを行う存在です。 

 

この門番は中立の立場にありますので、正式

な許可さえあればスターピープルであれダ

ークピープルであれ、地球に入れる事になり

ます。 

しかしながら、この「地球の門番」が、「宇

宙に闇をもたらす創造主」絶ちによってコン

トロールされていたという事がわかりまし

た。 

 

そのために創造主が認めていないダークピ

ープル達が、「地球の門番」の判断によって

地球に入ることができていたのです。 

そのために、この地球に、創造主も知らない

ダークピープル達が勝手に入りこみ、地球の

人達に関わっていたという事も分かったの

です。 

 

また他の星から地球にサポートに来たスタ

ーピープル達の情報も、「地球の門番」によ

って「紫ピラミッド」のダークピープル達に

知らされていました。 

それによって、地球に入ってきたばかりのス

ターピープル達が、ダークピープルによって

すぐに捕らえられ「紫ピラミッド」に利用さ



 
 

142 

れるということも起きていたのです。 

 

第１評議会のスターピープル達も、自分達が

呼び寄せたスターピープル達が地球に入っ

てきたけれど、その後すぐに行方不明になっ

たり、捕われてしまって活動する事ができな

かったという事が頻繁に起こっていたこと

に対して疑問に思っていました。 

そして、この「地球の門番」が闇の創造主や

ダークピープルに操られていたという事を

知って、その理由が分かったのです。 

 

創造主はすぐにこの「地球の門番」を他の者

に変えて、さらに門番に対する監視人を付け

ることにしたようです。 

そうすることで創造主が認めていないダー

クピープルや不要な存在達がこの地球に入

る事も、創造主が認めていない宇宙が地球と

ゲートを開く事もなくなるでしょう。 

 

私達は今「宇宙に闇をもたらす創造主」によ

って作られた様々な仕組みや罠を見つけ出

し、その仕組みを変えていきました。 

そして、地球の現実世界に君臨する「紫ピラ

ミッド」と呼ばれる支配機構、そして「紫ピ

ラミッド」で働く多くのダークピープル達と

戦いながら、彼らが捕えた多くの人達の魂や

スピリットを解放していきました。 

 

この事によって地球人の魂や意識は「紫ピラ

ミッド」から解放されていったことは間違い

ありません。 

しかしながら地球人そのものが光へ向かう

という意思を持つことができるにもかかわ

らず、多くの人達が、今まで生きてきた光

40％台の地球にとどまることを望んでいる

ようです。 

 



 
 

143 

元々地球人はアセンションが行われている

事や地球人が進化しなければならない事、そ

してそのためにスターピープルや大天使達

が地球人を手助けに来ていることなども一

切知りません。 

 

また自分達がダークピープルや「紫ピラミッ

ド」によって支配されている事も知りません。 

地球人が自らの意思で意識進化してスター

ピープルになるには、そのような事もしっか

りと理解して、自分の愛の度数を高めるため

の努力をしなければなりませんので、まだし

ばらく時間が必要です。 

 

しかし地球そのものが、もう長い時間、今の

ままでいる事はできないようです。 

地球が持っている特別な仕組み、地球人に課

せられた太陽種族への進化、そのようなもの

を実現するためには、現在創造主が考えてい

るように光50％以上に向かう人達を特別な

保護区に囲い込み、ダークピープル達や「紫

ピラミッド」の影響から遠ざけていかなけれ

ばなりません。 

 

そうしなければ地球人の愛の度数はいつま

でも上がることがなく、光 50％以上の世界

に独自の力で入ることはさらに難しくなる

でしょう。 

 

これから創造主やスターピープル達は光の

保護区に入る地球人達を選択して、光の保護

区へと運んでいくようです。 

今までの世界では、私達は、「宇宙に闇をも

たらす創造主」や闇の創造主が作った様々な

仕組みを明らかにして、人々の魂やスピリッ

トを捕らわれた場所から解放してきました。 

後は地球人の意思次第ということになりま

す。 
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〇各評議会の創造主とスターピープル一覧 

 

 創造主の役割 

アセンションを妨害する理由 

第 23

～24

評議会 

全ての創造主を指導する立場にある

創造主 

第 24 評議会の「全ての闇を生み出

す創造主」は自ら宇宙を創造し支配

したいと考え闇の創造主を裏で操

っていた。 

第 21

～22

評議会 

全ての創造主を指導する立場にある

創造主 

「宇宙に闇をもたらす創造主」によっ

て創造主の成長が行われるはずだっ

たのだが彼の闇が強くなり私達の宇

宙を支配していたことが判った。 

第 20

評議会 

私達の宇宙や幾つもの宇宙の物理的

世界。スピリチュルな世界を統治する 

自分の中の闇の部分を切り離し光だ

けの創造主になろうとしたが、分離し

た闇が独自の闇の創造主に成長し創

造主大戦争を引き起こした。 

この創造主が自分が切り離した闇と

統合することは今回のアセンション

の一つの目的だった。 

 

第 18

～19

評議会 

第20評議会から生み出された各系列

の最高次元の創造主達。「愛の創造主」

「守護の創造主」「光と闇の創造主」

が長い時間の封印を解かれて復活 

「全ての闇の創造主を統治する創造

主」もこの評議会の創造主 

「始まりと終わりの創造主」が闇にま

みれ、他の 3 人の創造主との間に創造

基本資料 各評議会の創造主 各評議会の創造主の一覧 
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主大戦争を引き起こし、3 人の創造主

とその系列の創造主を封印し、闇の創

造主がいくつもの宇宙を統治するよ

うになった。 

 

第１７

評議会 

物理的な宇宙を管理する最高責任者。 

5 人の創造主がひとつの意思に基づ

いて動いている 

私達の宇宙を光に満ちた宇宙にする

ために、地球のアセンションを通して

創造主達を再構成しようと考えてい

たが、「変化の宇宙」の創造主達の介

入により予定が大きく狂ってしまい、

地球のアセンションは混乱した。 

それを収拾する為に物理世界にも介

入してはたらいてくれている。 

 

第１６

評議会 

創造主達の指導を行い、宇宙創造の管

理を行う 

私達の活動をサポートする「時と空間

を司る創造主」もこの評議会の 1 人 

第17評議会によって第１６評議会の

中に、下位の評議会の創造主を成長さ

せるために、あえて問題を引き起こす

創造主達が作られた。彼等が「変化の

宇宙」の創造主達により強化され、第

17 評議会も手におえない程に、凶悪

化してしまい「すべての闇を作り出す

創造主」を中心に私達の宇宙の支配を

もくろみ、私達の活動に介入してき

た。 

 

第１５

評議会 

物理次元を持つ宇宙に関わる最高次

元の創造主。 

アセンション計画の創始者私達を地

球に降ろした創造主。 

異なる宇宙の創造主達にコントロー

ルされて他の宇宙とのゲートを開く。 
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第 15 評議会から出ていった創造主

「全ての闇の宇宙を統括する創造主」

により闇に満ちた宇宙が数多く作ら

れ、地球のアセンションを妨害する為

に多くの罠が仕掛けられる。 

 

第１３

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

５人いる第１３評議会の創造主のう

ち３人が、「すべての創造主を指導す

る創造主」を生みだした創造主により

意識をコントールされ「すべての創造

主を指導する創造主」を擁護し、地球

のアセンションを妨害していた。 

 

第１２

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

第１２評議会のリーダー的存在であ

る「すべての創造主を指導する創造

主」が下位の評議会の創造主の働きを

多様性のある宇宙を創るという事で

擁護していた。そして自分もこの宇宙

の実権を全て握るために、他の宇宙の

創造主を巻き込みアセンションの妨

害をおこなってきた。 

 

第１１

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

「感情に飲み込まれた創造主」が、「略

奪の宇宙」「無機質の宇宙」「カオスの

宇宙」などから高い能力を持つ創造主

やダークピープルを地球に招き入れ、

アセンションした世界の破壊をもく

ろむ。 

 

第１０

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任
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者 

第１０評議会の創造主達と対立する

「混乱の宇宙を作った創造主」が地球

にアセンションを妨害する為にさま

ざまな計画をめぐらし、自分達の宇宙

の創造主を利用したり、他の宇宙から

の創造主を招き入れる。 

 

 創造主の役割と創造主の堕落の原因 

第９評

議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて管理や指導を行う。 

「リセットの創造主」が、創造主の学

びを行わせるために、下の創造主の正

義感や判断力を忘却させ、混乱に陥れ

る。 

 

第８評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

私や恵理さんと同じスピリットを持

つ創造主が、宇宙の様々な世界の探査

を行う。 

第９、第１０評議会に、下の宇宙の出

来事を報告する「全てを見渡す創造

主」が「リセットの創造主」により正

義感を失わされ、支配欲を持ち「怒れ

る創造主」を作ったり、宇宙を支配の

ための企てを行う。 

 

第７評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全てを見守る創造主」がリーダー 

上の評議会から闇を持った創造主と

して生み出された「怒れる創造主」が

評議会に反乱を起こし全ての宇宙で

の闇の創造主の大元となる。 

 

第６評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 
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「全ての創造主の働きを持つ創造主」

がリーダー 

「変化を促進する創造主」が、創造主

を成長させたいという理由で宇宙に

闇のエネルギーを流すが、本当の理由

は宇宙の支配。 

 

第５評

議会 

第４評議会が作った全ての宇宙を管

理。「陽の働きを持つ創造主」がリー

ダー 

第４評議会の創造主達から騙されて

闇に落ちた「暁の光の創造主」が下部

の創造主の光を奪う。 

 

第４評

議会 

１人１人の創造主が、独自に宇宙の原

型を作り出し、スターピープルと下部

の評議会に創造を委ねる。お互いの宇

宙にはあまり関わらない。 

「光を生みだす創造主」と「力を生み

だす創造主」が対立していたが共に闇

の創造主となり、２人が手を組んで宇

宙の支配をもくろむ。下部の評議会の

創造主達を闇の創造主に仕立てあげ

ていった。 

 

第３評

議会 

「道を指し示す創造主」を中心に、第

４評議会の創造主によって作られた

宇宙の細かい部分を創造し運営する。

他の創造主を信頼するあまり闇落ち

た創造主を放置する。 

「宇宙の創造を管理する創造主」や

「道を作り出す創造主」が闇の創造主

となり、この宇宙を光の創造主から奪

い取るために、闇の創造主達を地球の

各地に配置しアセンションを妨害し

てきた。彼等は第４評議会の創造主に

操作されていた。 
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第２評

議会 

「栄光の創造主」を中心に第３評議会

によって作られた宇宙の創造と運営

を手伝い、第１評議会の働きを管理し

手助けを行う。様々な宇宙の中で大き

な問題が起きた時はその解決にあた

る。 

第３評議会の闇のエネルギーによっ

て過去に創造主大戦争を引き起こし

た。今回も闇のエネルギーの影響で、

第２評議会の中心的な創造主が闇に

落ち、宇宙を混乱させ、アセンション

を妨害し、私達にも大きなサイキッ

ク・アタックを行なった。 

 

第１評

議会 

「源の創造主」をリーダーに「光彩の

創造主」等が上の評議会から託された

宇宙を具体的に運営する。また物理世

界に生きる多くの存在達の成長を助

け、宇宙連合へ迎えいれる。 

 

上位の評議会からの闇のエネルギー

の影響で、第１評議会の創造主のリー

ダーである「創造主の独自性を育てる

創造主」等、主だった創造主が闇の創

造主となり大きな勢力を作り、光の創

造主を圧倒していた。 

そのために地球を始め多くの宇宙に

闇がはびこり、ダークピープルが宇宙

を荒らしまわる事となった。 

 

物理的

宇宙 

宇宙連合によって生み出された宇宙、

多くの銀河や星団に別れ独自に発展

している。 

闇の創造主やダークピープルによっ

て地球だけでなく多くの星々が闇が

多い世界となり、人々の成長を阻害し

ている。 
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★物理世界を持つ宇宙 

 

〇第１レベル 天の川銀河の中の創造主 

階層としては一番下の階層の創造主です。主

に星々や星座の働きを保ち、星に存在する生

命達を生みだします。 

彼等は星座の創造主とも呼ばれています。 

その上には、天の川銀河全体の管理と創造を

行う創造主もいます。 

 

〇第２レベル 局部銀河の創造主 

私達にとって観測可能な宇宙（ユニバース）

の中でも、天の川銀河やアンドロメダ銀河を

含む局部銀河が一つの宇宙の単位となって

います。 

この局部銀河を治める最高の創造主は、私達

が「界王」呼んでいる創造主で彼のもとに多

くの創造主が役割を分担して存在していま

す。 

私は、局部銀河の運営にたずさわる創造主を

「グレートゴッデス」と呼んでいます。 

特にグレート・イエスやグレート・マリアは

地球の事をとても大切にしてくれています。 

 

〇第３レベル 観測可能なユニバースを統

治する創造主 

物理的な世界を持つ宇宙（ユニバース）を直

接統治する創造主達です。 

主に第４レベルの創造主に対応する創造主

達がいて、第４レベルの創造主の指示のもと

に単一宇宙であるユニバースを運営してい

ます。 

 

〇第４レベル 多次元宇宙を統治する創造

主 

観測可能な宇宙だけでなくパラレルワール
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ドも含む多次元宇宙を統治する創造主達の

世界です。 

そのリーダーは、エンソフと呼ばれる創造主

です。彼のもとに、星々を創造する創造主、

人々の運命を司る創造主、宇宙の安定を保つ

創造主、ドラゴンや精霊を生み育てる創造主、

４大エレメントを駆使して宇宙を創造する

源のエネルギーを作る創造主、叡智ある存在

が適正に育っているか調べる創造主などが

存在して、多次元宇宙の創造と運営を行って

います。 

 

 

★スピリチュアルな宇宙 

 

〇第５レベル 物理的な宇宙を創造し運営

する創造主 

このレベルの創造主からは、たくさんの階層

と役目を持った創造主が存在します。 

物理的な宇宙を創造し運営する役目を持ち、

私達の物理世界にも関われる創造主達です。 

第１評議会の中心的な創造主達になります。 

リーダーは、「源の創造主」「光彩の創造主」

で宇宙のスーパーコンピュターを管理する

創造主なども含まれます。 

 

〇第６レベル 物理的な宇宙を管理しスピ

リチュアルな宇宙を創造する創造主 

主に第２評議会、第３評議会の創造主達で、

上位の評議会の創造主の指示のもとにスピ

リチュアルなレベルでも宇宙を創造してい

きます。 

彼等は、上位の評議会の決定を自分達の評議

会で議論し、どのような方法で宇宙の創造と

運営を実行するか決めて行動します。 

 

〇第７レベル スピリチュアルな宇宙を創

造する創造主 
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主に第４評議会の創造主で、物理的な宇宙の

元となるスピリチュアルな宇宙を作ります。 

この宇宙の原型を基に、第３評議会と第２評

議会の創造主やスターピープル達がスピリ

チュアルな宇宙の細かい創造を行います。 

彼等は、マルチな能力を持つ創造主で１人１

人が独立して、自由に宇宙の創造を行う権利

が与えられています。 

 

〇第８レベル 創造された宇宙の管理を行

う創造主 

第５評議会以上の創造主達は、宇宙の創造は

行いませんが、彼等よりも下の評議会の創造

主が作った宇宙が適切に運営されているか

どうかの検査を行っています。 

非常に高い能力を持っている事はもちろん

ですが、どの次元にも自由に入る事ができ、

多くの宇宙を見守っている創造主です。 

 

〇第９レベル いくつもの宇宙を管理する

創造主 

第９評議会以上の創造主達は、私達の宇宙以

外にもいくつもの宇宙に関わり創造や管理

を行うようになります。 

 

 

 

宇宙連合の評議会について 

 

宇宙連合は、私達の天の川銀河やアンドロメ

ダ銀河だけでなく多くの星団や星雲が含ま

れる宇宙をいくつも束ねた大宇宙を見守る

グループです。 

私達は、宇宙の本当の姿を未だ知りませんが、

私達にとって観測可能な宇宙をユニバース

と呼ぶのなら、そのユニバースの中に存在し

ている創造主やスターピープル達の連合と

考えてもよいと思います。 
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しかしこのユニバースの中にも計り知れな

い銀河が存在しているのも事実です。 

また、私が語る話はスピリチュアル・レベル

の話ですので、実際の天文学の話とはかなり

異なるという事だけはご理解ください。 

 

先ず宇宙連合は、宇宙を創造し運営する創造

主達とその仕事をサポートするスターピー

プル達の集まりです。 

創造主やスターピープルの能力や資質、そし

てその働きによって異なる階層の評議会に

別れて活動しています。 

その階層のリーダー的な創造主達とスター

ピープル達によって評議会の会議が行われ、

自分達の行動が決定されます。 

 

 

第１評議会は、宇宙連合では一番下の評議会

として、物理的な宇宙の運営に当たります。 

 

第１評議会は、創造主もスターピープルも最

も数が多く、その役目も多岐にわたります。 

この評議会に属するスターピープル達は、物

理的もしくは半物理的な体を持つスターピ

ープル達ですので、地球を始め物理的な世界

を持つ他の星々にも関わる事ができます。 

そして、地球人も含めて、まだ十分に成長し

ていない人々に対して、意識進化のための

様々な取り組みを行います。 

 

宇宙連合の第１評議会は、物理世界を持つ多

くの銀河や星団に関わり、その銀河や星団、

もしくは星々の平和を守るための活動を行

います。 

第１評議会の中には、アシュタール連合のよ

うに独自のグループを作って活動している

者達もいますが、彼等も第１評議会の指示の
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もとに動いています。 

 

また第１評議会は、スターピープルの説明の

ところでご紹介したように、未発達の星々の

種族を成長させスターピープルへと導く仕

事も行っています。 

この宇宙の中で一つでも多くの種族が愛と

叡智に目覚めて宇宙の平和のために貢献で

きるようにする事が第１評議会の目的でも

あります。 

 

 

第２評議会と第３評議会は、スピリチュアル

な宇宙と物理的な宇宙の創造に当たります。 

 

もちろん物理的な宇宙に関しては、第１評議

会が中心となって創造活動を行うようです

が、第１評議会を指導し、より良い宇宙を創

る事が彼等の仕事でもあります。 

しかしながら、これからのレポートでもご紹

介するように、第４評議会に属する創造主が

闇に落ちてしまった事で、第３評議会、第２

評議会の創造主達も大きな闇に巻き込まれ

る事になりました。 

その結果、第３評議会のほとんどのスターピ

ープル達が闇の世界に閉じ込められ、第３評

議会の仕事が順調におこなわれていないと

いう事態に陥っていました。 

 

 

第４評議会は、スピリチュアル・レベルの宇

宙の創造を行い、物理的な宇宙のひな型を作

り出していきます。 

 

この第４評議会の創造主は、自分が創造する

宇宙の全てを任されているので、自分の考え

だけで独自の宇宙を作り出す事ができます。 
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第５評議会から上の評議会は、物理的な宇宙

の創造には関わりませんが、創造主達を指導

したり、下の階級の創造主が作り出した宇宙

を検査する役目を持つ創造主達の世界です。 

 

第５評議会の創造主達は、宇宙創造に必要な

エネルギーを、第４評議会の創造主達に供給

します。 

第４評議会の創造主が闇に落ち地球の支配

を計画している事が分かると、他の評議会の

創造主やスターピープル達では対応できな

いので、彼等が中心になって地球の物理世界

を調べ、この創造主達を処理する役目を担っ

てくれました。 
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○光の世界の区分 

 

ここでは、まず光の地球といっても一つでは

なく、光に応じていくつもの地球に分かれて

いる事をお知らせしておきます。 

そして、ここでは大まかに６０％台、７０％

台と書いていますが、本当は、１％単位で世

界が異なっていますが、大まかな区分のみで

説明させていただきます。 

 

地球の光と闇の割合は、およそ光４０％、闇

６０％、現在はもう少し光の割合が多い世界

のようです。 

この割合の世界では、闇の力が強いので、戦

争やテロ、殺人や虐待、人種差別などが起こ

りますが、光の割合が５０％を超えると、戦

争や殺人などもほとんど起こらなくなりま

すが、まだ学びが必要な人には、その学びに

ふさわしい事が起こります。 

 

６０％台になると、愛と調和に満ちた人々が

増えてきますので、人間としての完成を目指

すような学びが始まります。 

しかしそれは争いなどの人を傷つける事で

はなく、どれほど愛を注げるか、とかどれほ

ど人のために尽くせるかなどといった、とて

もポジティブな学びになります。 

また人々も、言葉でなく意思疎通ができるよ

うになりますので、嘘を言ったり、心の中に

隠し事ができなくなるような世界になるか

もしれません。 

そしてさらに大切な事は、スターピープル達

に対する理解が求められるようになります。 

 

更に光りの度合いが７０％よりも強くなる

と、学びが少なくなり、愛と共に生きるよう

になりますので、争いや差別などもほとんど

起こらずに調和に満ちた世界が繰り広げら

れます。 

光りの世界の区分 光りの世界の区分 
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生きている人では７０％台が最高クラスに

なるようです。 

更に光りの割合が８０％を超えると、もう物

理世界に生きている人はほとんどいなくな

り、宇宙の運営に関わる仕事を始める事でし

ょう。 

 

それでは、どのような人がどのような世界に

入れるか、創造主の極秘事項ですが、こっそ

りお教えしますので、少しでも上の世界に入

れるよう努力してください。 

またこの事は、私達の主観ですので、違うと

思う人は信じる必要はありません。 

 

 

 

 

光９０％

台の世界 

宇宙のマ

スターの

世界 

宇宙の管理者として働くスピリ

チュアルな存在達の世界。 

憎しみや争いなどとは無縁で愛

と調和のみが存在する世界。 

また宇宙の管理者となるべく学

びを行う世界。 

自らが愛と光りになるために学

びを行うスピリット達の世界。 

 

光８０％

台の世界 

宇宙と地

球に生き

るマスタ

ーの世界 

宇宙のために働くスピリチュル

な領域に生きる人々。 

自らもスターピープルとなり、宇

宙の中にある様々な問題の解決

のために働く事を喜びとしてい

るスピリット達。 
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ここに入る人は、宇宙で起きてい

る事を深く理解し、常に真実を求

め努力してきた人。 

地球においては、地球の中にある

不正を知り、それを正すために戦

い、地球と地球に生きうる人々を

自由で平和な者にするために常

に努力してきた人々。 

この地球の闇を知りながらも、憎

しみを捨て愛によって生きてき

た人達。 

人間としてのエゴを捨て、自分の

人生を他人のために奉仕してき

た人達。 

 

 

光７０％

台の世界 

物理的な

光の地球

での指導

者の世界 

光８０％の人達と同じように、地

球の闇と闘い続けてきた人達の

中で、自分のエゴや欲望を捨て、

愛の人として生きる実践を行う

人々。 

またスターピープルの事を深く

知り、彼らと共に働ける人。 

自分の感情に振り回されずに常

にニュートラルな立場にあって

真実を追い求める人 

地球と人の事を、愛をもって考え

行動してきた人達が、肉体を失っ

た後に行く世界。 

現実世界に生きる人も少数存在

し、地球の人達が光りの世界に行

くためのサポートをスピリチュ

アル・レベル、現実レベルで行う。 

６０％台の世界の学びを終えて

からこの世界に来る事が多いよ

うです。 

 

光６０％

台の世界 

地球では

光の世界

として新

しく生ま

６０％台の後半の人は・・・ 

常に正義と愛のために生きてき

た人。 

欲望に振り回されず、欲望と感情

を上手にコントロールできて、自

分の中の光と闇を統合してきた
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れ た 世

界。 

宇宙意識

に目覚め

るための

世界 

 

人。 

スターピープルの事を理解し上

手に付き合う事ができる人 

この世界は、さらに上の世界に行

くための通過点として、肉体をも

って学びを行う人達が入る世界。 

少数民族の人達の仲でも、一般社

会を知りながらも、その社会に毒

されず、常に祈りを行ってきたシ

ャーマンや神官、少数民族の文化

やしきたりを守ってきた人々。 

ここに属する人は、これからの

「光の地球」をしっかりと守護

し、人々を導いていく立場にあ

る。 

 

６０％前半の人は・・ 

光の世界にはいる為の教育が行

われる世界。 

地球や宇宙の仕組みを学ぶため

に生きてきた人達で、さらにその

学びを続ける人。 

しっかりと愛や調和を目指して

生きてきたが、まだ十分に実現出

来ておらず、自分の中の光と闇も

しっかりと統合できていない人。 

周りの人に対して愛と奉仕の気

持ちを持って生きてきたが、今ま

で宇宙や地球に対しての理解も

十分でなくスターピープルの事

もよく知らない人達が、学びを行

うための場所。 

この世界では争いや戦争、差別や

虐待もなくなり、地球人同士でも

愛に基づいた関係がはじまり、安

らぎと光りに満ちた世界が生ま

れてくる。 

  

光５６％

～５９％

の世界  

光りが多

い学びの

この世界からがアセンションし

た世界としてスターピープル達

により保護される世界になりま

す。 

今の地球よりはさらに光がある



 
 

160 

世界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

世界で、戦争や争い、虐待、殺人

などは減り、愛と調和に満ち、自

然破壊などもなくなり環境問題

も解決していく世界となるでし

ょう。 

この世界に行く人は、今の世界で

も良心を持って生きてきた人で、

人の役に立ちたいと考えて生き

た人達です。 

そして、地球人としての進化を望

む人がこの世界に入り、光の世界

へ入るための学びを行います。 

この世界の学びは「愛の実践」で

す。 

宇宙の愛を身につけ、人のために

奉仕する事がこの世界の学びと

なります。 

この世界で学びを終わった人は、

本格的なアセンションの世界で

ある光６０％以上の世界に生ま

れ変わります。 

 

強い欲望や支配欲を持った人や

人と争う事が好きな人は入れま

せん。 

人をだました人、人に不正を働く

人、自己中心的な人は入れませ

ん。 

 

光５１％

～５５％

の世界  

光と闇の

境界の世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

ここは光りの世界と闇の世界の

境界線にあたる世界で、中間の世

界とも呼ばれています。 

現在の地球よりは、光が強くなり

ますので、戦争や虐待などはすこ

しずつ減ります。 

時間がたつにつれ、現在よりはま

ともな政治家や経済人が現れ、社

会の変革も進むでしょう。 

この世界にはいる人は、戦争や支

配、抑圧のある世界を嫌っている

人で、もっと愛に満ちた世界、調

和のある世界に入りたいと考え

ている人達です。 
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です また他人のために役にたちたい

と思い行動している人や他人に

親切にする事が好きな人達がこ

の世界に入ってきます。 

ただしこの世界には、狡猾な地球

外存在達もすでに入り込んでい

るので社会の混乱や自然災害も

起こりますので、その様な事を乗

り越えていく事が、この世界の

人々の学びとなります。 

ヒーリングやスピリチュアルな

仕事をしている人でも、人々の幸

福のために働いている人は、この

世界に入りますが、物欲や支配

欲、名誉欲のためにしている人

は、ここからさらに下の世界に行

く事になります。 

 

光４０％

～５０％

の 世 界 

現在の地

球と同じ

学びの世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ここからが、アセンションとは反

対にディセンションした世界と

なります。 

光４０％台の世界は、今までとほ

とんど変わりない世界で、戦争や

争い、テロ、詐欺、レイプ、傷害

などが日常的に起こっている世

界です。 

経済的な侵略によって、世界の

人々は貧富の差が激しくなり差

別を受けます。 

宗教、技術、論理もすべてが争い

のために利用されます。 

この世界に行く人は、自然災害や

戦争、原発の事故なども含め、現

在の地球が体験する未来をとも

に体験する事になります。 

現状の世界を好みお金儲けやぜ

いたくな生活をしたい人達、人や

自分や他人にたいして不誠実な

生き方をしてきた人達は、この世

界にそのまま残るようです。 

他人を支配しようと思う人、他人

に依存したり、他人支配される事

を好む人もこの世界にとどまり



 
 

162 

ます。 

この世界は多くの地球外生命体

達も存在しますので、彼等の支配

をうけず自立していく事が、この

世界の学びとなるでしょう。 

 

光３０％

台の世界 

闇が多い

学びの世

界 

今の地球よりもさらに闇が多く

なりますので、現在よりも状況が

はるかに悪くなります。 

戦争やテロが多発し、多くの人が

争いや原発事故、自然災害に巻き

込まれ苦難の多い人生を送る事

になるでしょう。 

そして人々はその中で多くの事

を学び目覚めていくための機会

を待つ事になると思います。 

この世界には、多くの欲望に取り

付かれ、他人を支配したり傷つけ

る事を好んで行ってきた人達が

いく世界になると思います。 

 

 

 

 

 

 

 


